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別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ ｲｸﾄｸｶﾞｸｴﾝ

大 学 の 名 称

学部の学科の設置

神奈川工科大学

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人　 幾徳学園

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

　化学と生物学に関する基礎的な理論と知識を習得したうえで、物質や生物の原理
や法則の知識を物質開発や生体機能に活用するための技術と方法を習得させること
を目的とする。

大 学 の 目 的
　本学では、教育基本法に則り、学校教育法の定める大学として広く知識を授ける
と共に深く専門の学芸を教授研究し、豊かな教養と円満な人格を備えた有為な人材
を育て文化の発展と人類福祉の増進に寄与することを目的とする。

神奈川県厚木市
下荻野1030

-
学士

（工学）

[Bachelor of
Engineering]

190科目

計
卒業要件単位数

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ ｶﾅｶﾞﾜｺｳｶﾀﾞｲｶﾞｸ

記 入 欄

神奈川県厚木市下荻野１０３０

令和6年4月

第 1 年次

所　在　地
収容
定員

人年次
人

580

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

教育
課程

134科目

新設学部等の名称
講義

新
設
学
部
等
の
概
要

4 145

年 人

新 設 学 部 等 の 名 称

Faculty of
Engineering

工学部
　　応用化学生物学科

Department of Applied
Chemistry and Biology

実験・実習

21科目

演習

35科目

開設する授業科目の総数

修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

工学部　応用化学生物学科

計

同一設置者内における変更状
況

（定員の移行，名称の変更
等）

工学部
　応用化学科(廃止)　　(△60)
※令和6年4月学生募集停止
創造工学部(廃止)
　自動車システム開発工学科　(△55)

ロボット・メカトロニクス学科 (△50)
ホームエレクトロニクス開発学科　(△40)

※令和6年4月学生募集停止
応用バイオ科学部(廃止)
　応用バイオ科学科　　(△125)
※令和6年4月学生募集停止
工学部
　機械工学科［定員増］（55）
　電気電子情報工学科［定員増］（50）
情報学部
　情報ｼｽﾃﾑ学科（80）（令和5年4月届出予定）

124単位
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11 人 7 人 3 人 0 人 21 人 0 人 人

（ 11 ) （ 7 ) （ 3 ) （ 0 ) （ 21 ） （ 0 ） （ 35 ）

6 2 0 0 8 0 令和5年4月

（ 6 ) （ 2 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 8 ） （ 0 ） （ 32 ） 届出予定

（ 17 ) （ 9 ) （ 3 ) （ 0 ) （ 29 ) （ 0 ) （ ― )

7 4 0 4 15 0 92

（ 10 ) （ 5 ) （ 0 ) （ 6 ) （ 21 ） （ 1 ） （ 92 ）

11 4 0 0 15 0 70

（ 12 ） （ 4 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 16 ） （ 0 ） （ 70 ）

12 2 0 1 15 0 65

（ 16 ） （ 2 ） （ 0 ） （ 1 ） （ 19 ） （ 1 ） （ 65 ）

7 3 1 1 12 0 69

（ 9 ） （ 3 ） （ 1 ） （ 1 ） （ 14 ） （ 0 ） （ 69 ）

7 5 0 1 13 0 87

（ 9 ） （ 5 ） （ 0 ） （ 1 ） （ 15 ） （ 0 ） （ 87 ）

7 1 9 1 18 6 83

（ 7 ） （ 1 ） （ 9 ） （ 1 ） （ 18 ） （ 6 ） （ 83 ）

4 6 0 0 10 5 77

（ 5 ） （ 6 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 11 ） （ 5 ） （ 77 ）

8 2 0 2 12 0 94

（ 8 ） （ 2 ） （ 0 ） （ 2 ） （ 12 ） （ 0 ） （ 94 ）

9 4 0 0 13 0 0
（ 10 ） （ 4 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 14 ） （ 0 ） （ 70 ）

2 1 0 0 3 0 0
（ 3 ） （ 1 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 4 ） （ 0 ） （ 17 ）

0 2 0 1 3 1 0
（ 0 ） （ 2 ） （ 0 ） （ 2 ） （ 4 ） （ 1 ） （ 0 ）

0 0 0 0 0 0 0
（ 1 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 1 ） （ 0 ） （ 0 ）

1 0 28 0 29 0 0
（ 1 ) （ 0 ) （ 28 ) （ 0 ) （ 29 ） （ 0 ） （ 0 ）

（ 91 ) （ 35 ) （ 38 ) （ 14 ) （ 178 ) （ 14 ) （ ― )

（ 108 ) （ 44 ) （ 41 ) （ 14 ) （ 207 ) （ 14 ) （ ― )

―

合 計
92 43 41 11 187 12 ―

既

設

分

健康医療科学部　臨床工学科

基礎・教養教育センター

教職教育センター

情報教育研究センター

研究推進機構

教育開発センター

計
75 34 38 11 158 12

工学部　機械工学科

健康医療科学部　管理栄養学科

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

（0）

0

(39)

（0） （10）

（13）

10

(1)

13

0

40 人

そ の 他 の 職 員

技 術 職 員

63

職 種

（63）

教

員

組

織

の

概

要

図 書 館 専 門 職 員

（0）

40

（40）

1

0

（10）

(0)

103

39 人 79 人

10

（40）

（103）

14

(14)

0

(79)

計

専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員

工学部　電気電子情報工学科

情報学部　情報工学科

情報学部
情報ネットワーク・コミュニケーション学科

情報学部　情報メディア学科

健康医療科学部　看護学科

専任教員等

計助教

106

講師
学　部　等　の　名　称

教授 准教授

新

設

分

情報学部　情報システム学科

工学部　応用化学生物学科

－17 9 3 0 29 0
計

兼 任
教 員 等

92

助手
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大学全体

大学全体

届出学科全体

－　千円 －　千円

－　千円 －　千円

－　千円 －　千円

－　千円 －　千円

（928）

機械・器具

点

体育館以外のスポーツ施設の概要

共用する他の
学校等の専用

0 ㎡

室

室 数

99,533.35㎡

0 ㎡

情報処理学習施設

電子ジャーナル

共　　用

（補助職員　2人）

標本

24,235千円 24,235千円 24,235千円

冊 種

232,000 冊

（　－　）

1,085千円

5699〔421〕　

1,085千円

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金 1,570千円

第５年次第３年次

1,590千円

第２年次

1,610千円

第４年次

面積

5,204.22㎡

第１年次

野球場1面、サッカー場1面、テニスコート4面

24,235千円 24,235千円

第３年次 第４年次第２年次

体育館

780千円 780千円

622千円 622千円 622千円

1,085千円 1,085千円

第６年次

1,085千円

780千円 780千円

6,706.61㎡

区　分 第５年次 第６年次

経費
の見
積り

新設学部等の名称
専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

6〔5〕

開設前年度 第１年次

設 備 購 入 費

622千円

104

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

－

（　－　）

928

（6〔5〕）

図書館

（39〔0〕）

928

面積

教室等

校

地

等

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

71室

0 ㎡

0 ㎡

0 ㎡126,562.06㎡

134,503.75㎡合 計

99,533.35㎡

専　　用

小 計

そ の 他

（補助職員　2人）

視聴覚資料

〔うち外国書〕

0 ㎡

（97,558.35㎡）

134,503.75㎡

88,546.13㎡

計

　工学部　応用化学生物学科

12室

図書

0 ㎡

38,015.93㎡

1室

語学学習施設

計

0 ㎡

共用する他の
学校等の専用

実験実習室

7,941.69㎡ 7,941.69㎡

126,562.06㎡

0 ㎡

0 ㎡

共　　用

38,015.93㎡0 ㎡

区 分 専　　用

0 ㎡88,546.13㎡

13室

校 舎

（104）

（104） （928）

（97,558.35㎡）

68室

演習室

〔うち外国書〕〔うち外国書〕新設学部等の名称

工学部
応用化学生物学科

（5699〔421〕）

5699〔421〕　

（5699〔421〕）

6〔5〕

（6〔5〕）

39〔0〕

22

学術雑誌

点

講義室

（ 0 ㎡）

（39〔0〕）

点

（ 0 ㎡）

大学全体で、図書
186,244冊(内 外国書
22,660冊)､視聴覚資
料5,871点を所蔵｡学
術雑誌314種(内 外国
雑誌2種)､電子ｼﾞｬｰﾅﾙ
14種(3,711ﾀｲﾄﾙ収
録)､教育研究用機器
備品4,614点を整備し
ている｡

－10439〔0〕

1,630千円 －　千円

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入等

－　千円

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

663 席

計

基本計画書-3



工学部

機械工学科 　下荻野1030番地

電気電子情報工学科

応用化学科

情報学部
令和4年4月入学定員変更
（420名→460名）

情報工学科
令和4年4月入学定員変更
（155名→170名）

令和4年4月入学定員変更
（100名→110名）

情報メディア学科
令和4年4月入学定員変更
（165名→180名）

創造工学部

応用バイオ科学部

応用バイオ科学科

健康医療科学部

令和4年度入学定員変更
（200名→160名）

看護学科

管理栄養科学科

臨床工学科

機械工学専攻

電気電子工学専攻

情報工学専攻

機械工学専攻

電気電子工学専攻

情報工学専攻

令和2年4月学部名称変更
（看護学部→

健康医療科学部）
720 0.88

ホームエレクトロ
ニクス学科

4 40 － 160 学士（工学） 1.05 平成20年度

令和2年3月31日応用ﾊﾞｲｵ科学部栄
養生命学科廃止
令和2年健康医療科学部管理栄養
学科を設置
令和4年4月入学定員変更
（80名→40名）

令和2年3月31日工学部臨床工学科
廃止
令和2年度健康医療科学部臨床工
学科を設置

平成5年度

3 2 － 6 博士（工学） 0.16 平成6年度

2 18 － 36 修士（工学） 1.05

博士（工学） 0.16

平成22年度

平成元年度

2 16 － 32

平成5年度

3 2 － 6 博士（工学） 0.83 平成8年度

機械システム工学専攻 3 2 － 6 博士（工学） 0.33

ロボット・メカトロ
ニクスシステム専攻

2 6 － 12 修士（工学） 0.66

応用化学・バイオ
サイエンス専攻

3 2 － 6 博士（工学） 0.33 平成5年度

工学研究科博士後期課程 30 0.36

3 2 － 6

機械システム工学専攻 2 14 － 28 修士（工学） 0.57 平成2年度

平成5年度

修士（工学） 1.28 平成元年度

応用化学・バイオ
サイエンス専攻

2 16 － 32 修士（工学） 0.68 平成元年度

工学研究科博士前期課程 168 0.77

2 14 － 28 修士（工学） 0.21

4 40 － 240 学士（栄養学） 0.78 令和2年度

4 40 － 160 学士（工学） 0.91 令和2年度

4 80 － 320 学士（看護学） 0.93 令和2年度

4 125 － 500 学士（理工学） 0.70 平成20年度

580 0.92

自動車システム開発
工学科

4 55 － 220 学士（工学） 0.81 平成20年度

ロボット・メカトロ
ニクス学科

4 50 － 200 学士（工学） 0.94 平成20年度

情報ネットワーク・
コミュニケーション
学科

4 110 － 420 学士（工学） 1.22 平成16年度

4 180 － 690 学士（工学） 1.08 平成16年度

60 － 240 学士（工学） 0.77 昭和50年度

4 170 － 650 学士（工学） 1.08 平成15年度

1760 1.11

0.99 神奈川県厚木市

年次
人

120 － 480 学士（工学） 0.98 昭和50年度

4 78 － 312 学士（工学） 1.16 昭和50年度

4

1032

倍人

収容
定員

既
設
大
学
等
の
状
況

修業
年限

編入学
定　員

学位又
は称号

入学
定員

開設
年度

定　員
超過率

学 部 等 の 名 称

　神奈川工科大学

4

所　在　地

大 学 の 名 称

年 人
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附属施設の概要

①名称：情報教育研究センター
目的：教育、研究、大学運営等の利用に供するとともに、コンピュータおよび

ネットワークの関連分野並びに情報教育に関する学術研究およびその実践。
　所在地：神奈川県厚木市下荻野1030番地
　設置年月日：昭和58年3月
　規模等：総面積1,748㎡

②名称：研究推進機構
目的：研究、教育活動の支援および先端学術の研究により技術の発展と社会の

福祉に寄与。
　所在地：神奈川県厚木市下荻野1030番地
　設置年月日：平成8年4月
　規模等：総面積2,996㎡

大型設備装置等（ナノテクノロジー用クリーンルーム等）
実験実習室（化学・物理、工作工場等）

基本計画書-5



2022年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員 2024年度

入学
定員

編入学
定員

収容
定員 変更の事由

神奈川工科大学 神奈川工科大学

工学部　 工学部　
120 - 480 175 - 700 定員変更（55）

電気電子情報工学科 78 - 312 電気電子情報工学科 128 - 512 定員変更（50）
応用化学科 60 - 240 応用化学科 0 - 0 2024年4月学生募集停止

応用化学生物学科 145 - 580 学科設置（届出）

情報学部　 情報学部　
情報工学科 170 - 680 情報工学科 170 - 680

110 - 440 110 - 440

情報メディア学科 180 - 720 情報メディア学科 180 - 720

情報システム学科 80 - 320 学科設置（届出）

55 - 220 0 - 0 2024年4月学生募集停止

50 - 200 0 - 0 2024年4月学生募集停止

40 - 160 0 - 0 2024年4月学生募集停止

応用バイオ科学部 応用バイオ科学部
応用バイオ科学科　 125 - 500 応用バイオ科学科　 0 - 0 2024年4月学生募集停止

健康医療科学部 ⇒ 健康医療科学部
看護学科　 80 - 320 看護学科　 80 - 320

管理栄養学科 40 - 160 管理栄養学科 40 - 160

臨床工学科 40 - 160 臨床工学科 40 - 160

1,148 - 4,592 1,148 - 4,592

神奈川工科大学大学院 神奈川工科大学大学院
工学研究科　博士前期課程 工学研究科　博士前期課程

機械工学専攻 14 - 28 機械工学専攻 14 - 28

電気電子工学専攻 16 - 32 電気電子工学専攻 16 - 32

16 - 32 16 - 32

機械システム工学専攻 14 - 28 機械システム工学専攻 14 - 28

情報工学専攻 18 - 36 情報工学専攻 18 - 36

6 - 12 6 - 12

84 168 84 168

工学研究科　博士後期課程 工学研究科　博士後期課程

機械工学専攻 2 - 6 機械工学専攻 2 - 6

電気電子工学専攻 2 - 6 電気電子工学専攻 2 - 6

2 - 6 2 - 6

機械システム工学専攻 2 - 6 機械システム工学専攻 2 - 6

情報工学専攻 2 - 6 情報工学専攻 2 - 6

10 - 30 10 - 30

計

応用化学・
　バイオサイエンス専攻

応用化学・
　バイオサイエンス専攻

計

計

計

ロボット・メカトロニクス
システム専攻

ロボット・メカトロニクス
システム専攻

応用化学・
　バイオサイエンス専攻

計

学校法人　幾徳学園　設置認可等に関わる組織の移行表

創造工学部

機械工学科

応用化学・
　バイオサイエンス専攻

計

機械工学科

情報ネットワーク・
コミュニケーション学科

自動車システム
　開発工学科

ロボット・
メカトロニクス学科

ホームエレクトロニクス
開発学科

情報ネットワーク・
コミュニケーション学科

自動車システム
　開発工学科

ロボット・
メカトロニクス学科

ホームエレクトロニクス
開発学科

創造工学部

基本計画書-補足資料



別記様式第２号・別添１

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

学位又
は称号

学位又は
学科の分野

助教
以上

うち
教授

学位又
は称号

学位又は
学科の分野

助教
以上

うち
教授

工学部応用化学生物学科 7 5 工学部応用化学科 7 5

退職 1 1 応用バイオ科学部応用バイオ科学科 14 8

計 8 8 計 21 13

工学部応用化学生物学科 14 8

退職 1 1

その他 1 1

計 16 10 計

計 計

計

工学関係

応用バイオ科学
部
　応用バイオ科
学科
（廃止）

学士
（理工学） 工学関係

工学部
　応用化学科
（廃止）

学士
（工学）

工学関係
工学部
　応用化学生物
学科

学士
（工学）

設 置 の 前 後 に お け る 学 位 等 及 び 専 任 教 員 の 所 属 の 状 況

届 出 時 に お け る 状 況
新 設 学 部 等 の 学 年 進 行
終 了 時 に お け る 状 況

学部等の名称

授与する学位等

異 動 先

専任教員

学部等の名称

授与する学位等

異 動 元

専任教員

設置前後の学位



別記様式第２号・別添２

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

開設又は
改編時期

昭和50年4月

昭和50年4月

昭和50年4月

昭和61年4月

昭和61年4月

平成7年4月

平成8年4月

平成11年4月

平成12年4月

平成12年4月

平成15年4月

平成15年4月

平成16年4月

平成16年4月

平成18年4月

平成18年4月

平成18年4月

平成18年4月

平成18年4月

平成18年4月

平成20年4月

平成20年4月

平成20年4月

平成20年4月

平成20年4月

平成20年4月

平成20年4月

平成22年4月

平成27年4月

令和2年4月

令和2年4月

令和2年4月

令和6年4月

令和6年4月

令和6年4月

　看護学部管理栄養学科　設置

　応用バイオ科学部栄養生命科学科の学生募集停止

家政

-

設置届出（学科）

学生募集停止（学科）

　応用バイオ科学部栄養生命科学科　設置 家政 設置認可（学科）

設置届出（学科）工学

工学 設置届出（学部）

　工学部福祉システム工学科の学生募集停止 -

　応用バイオ科学部　設置 設置届出（学部）

　情報学部情報工学科 設置 工学 設置認可（学科）

　工学部システムデザイン工学科の学生募集停止

　創造工学部ホームエレクトロニクス開発学科　設置 工学 設置届出（学科）

　工学部情報ネットワーク工学科の学生募集停止 - 学生募集停止（学科）

　工学部自動車システム開発工学科の学生募集停止 - 学生募集停止（学科）

　工学部ロボット・メカトロニクス学科の学生募集停止 - 学生募集停止（学科）

　工学部自動車システム開発工学科　設置 工学 設置届出（学科）

　情報学部情報ネットワーク工学科 設置 工学 設置認可（学科）

　工学部電気工学科→工学部電気電子工学科 工学 名称変更（学科）

　工学部福祉システム工学科　設置
工学 設置認可（学科）

　工学部情報ネットワーク工学科　設置

　工学部情報工学科の学生募集停止 - 学生募集停止（学科）

基 礎 と な る 学 部 等 の 改 編 状 況

　工学部工業化学工学科→工学部応用化学科 工学 名称変更（学科）

　工学部機械システム工学科→システムデザイン工学科 工学 名称変更（学科）

　工学部機械システム工学科 設置

　工学部情報工学科 設置

改　　編　　内　　容　　等
学 位 又 は
学 科 の 分 野

手 続 き の 区 分

　工学部工業化学工学科

工学 設置認可（学科）

工学 設置認可（学科）

　工学部機械工学科

　工学部電気工学科

- 学生募集停止（学科）

　創造工学部ロボット・メカトロニクス学科　設置

　工学部臨床工学科の学生募集停止 - 学生募集停止（学科）

　工学部臨床工学科　設置 工学 設置届出（学科）

　応用バイオ科学部応用バイオ科学科　設置

-

　工学部ロボット・メカトロニクス学科　設置 工学

　創造工学部自動車システム開発工学科　設置 工学 設置届出（学部）

学生募集停止（学科）

　工学部電気電子工学科→工学部電気電子情報工学科 工学 名称変更（学科）

　工学部応用バイオ科学科 設置 工学 設置届出（学科）

設置届出（学科）

　応用バイオ科学部応用バイオ科学科の学生募集停止 - 学生募集停止（学科）

　工学部応用化学科の学生募集停止 - 学生募集停止（学科）

　工学部応用化学生物学科 設置 工学 設置届出（学科）

基礎となる学部等の改編状況



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 2

1前 1 ○ 兼6

1前 1 ○ 兼2

3前・後 2 ○ 兼1

3前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼7 オムニバス

2前・後・3前 2 ○ 兼2

2前・後・3前 2 ○ 兼2

2前・後・3前 2 ○ 兼2

2前・後・3前 2 ○ 兼2

2前・後・3前 2 ○ 兼1

2前・後・3前 2 ○ 兼3

2前・後・3前 2 ○ 兼3

2前・後・3前 2 ○ 兼2

3前・後 2 ○ 兼4

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼5 オムニバス

3前・後・4前 2 ○ 兼2

3前・後・4前 2 ○ 兼2

3前・後・4前 2 ○ 兼2

3前・後・4前 2 ○ 兼1

3前・後・4前 2 ○ 兼2

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前・後・4前 2 ○ 兼2

3前・後・4前 2 ○ 兼2

3前・後・4前 2 ○ 兼2

3前・後・4前 2 ○ 兼2

3前・後・4前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 1 ※ ○ 兼3

1後 1 ※ ○ 兼2

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

専任教員等の配置

備考

理工学入門 

スタディスキル

倫
理
系

技術者倫理

生命倫理

共
通
基
盤
教
育

導
入
系

アカデミックICTスキル

専門分野概論

心の科学

日本国憲法

環境論

社会の科学

文化の科学

グローバル化の科学

人
文
社
会
系

現代社会講座

ａ
群

経済の科学

歴史の科学

倫理学

教育学

[教職] 教育相談

[教職] 教育課程論

c
群

政治学

人文社会科学アクティブ演習

[教職] 学校と教育の歴史

[教職] 教育心理学

[教職] 教職概論

ｂ
群

哲学

文学

心理学

健
康
･
ス
ポ
ー

ツ
系

健康・スポーツ科学実習Ⅰ

健康・スポーツ科学実習Ⅱ

身体活動・スポーツ論

生涯スポーツ実習

経済学

法学

社会学

経営学

[教職] 教育行政論

[教職] 総合的な学習の時間の理論と実践

教育課程等の概要－1
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授
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（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

専任教員等の配置

備考

1前 1 ○ 兼2

1前後 1 ○ 兼3

1前・後・2前 1 ○ 兼8

1後・2前・後 1 ○ 兼6

2前・後 1 ○ 兼5

科学技術英語Ⅰ 3前 1 ○ 兼1

科学技術英語Ⅱ 3後 1 ○ 兼1

英会話Ⅰ 1前・後 1 ○ 兼3

英会話Ⅱ 1後 1 ○ 兼3

総合英語演習 1前・後・2前 1 ○ 兼1

TOEIC Ⅰ 2後・3前・後 1 ○ 兼2

TOEIC Ⅱ 3前・後 1 ○ 兼2

日本語表現技術 1後・2前 2 ○ 兼3

プレゼンテーション技術 2前・後 2 ○ 兼3

技術文章の書き方 3前・後 2 ○ 兼1

1～3 2 ○ 1 兼3

1前 2 ○ 1 兼2

1前 2 ○ 1 1 兼1

2前・後 2 ○ 1 兼10 オムニバス

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

1～4 1 ○ 兼1

2～4 2 〇 兼1

3～4 3 〇 兼1

1～4 2 〇 兼1

3～4 2 〇 兼1

－ 14 92 3 1 1 0 0 兼72

微分積分学Ⅰ-ｃ 1後 3 ○ ※ 兼3 ※演習

線形代数学Ⅰ-ａ 2前 2 ○ 兼1

確率統計 2後 2 ○ 兼1

基礎化学Ⅰ-ａ 1前 2 ○ 兼2

基礎化学Ⅰ-ｂ 1前 2 ○ 兼1

基礎化学Ⅱ-ａ 1後 2 ○ 兼2

基礎化学Ⅱ-ｂ 1後 2 ○ 兼1

基礎力学Ⅰ-ａ 2前 2 ○ 兼2

基礎力学Ⅱ-ａ 2後 2 ○ 兼1

基礎電磁気学Ⅰ-ａ 3前 2 ○ 兼2

基礎電磁気学Ⅱ-ａ 3後 2 ○ 兼1

地学概論Ⅰ 2前 2 ○ 兼1

地学概論Ⅱ 2前 2 ○ 兼1

物理・化学ユニットプログラム 3後 3 ○ 兼9

データサイエンスプログラム入門 2前 2 ○ 兼1

統計データ解析基礎 2後 2 ○ 兼1

b
群

数
理
情
報
系

身の回りの数学

実感する科学

英語Ⅱ

英語Ⅲ

英語Ⅳ

英語Ⅴ

言
語
応
用

ａ
群

言
語
系

英
語
基
礎

英語Ⅰ

情報･ＡＩリテラシー　(情報基礎)

ＡＩとデータサイエンス (情報応用)

－

企業特別講座

インターンシップⅠ

インターンシップⅡ

キ
ャ
リ
ア
系

キャリア設計Ⅰ

キャリア設計Ⅱ

キャリア設計Ⅲ

社会人に向けての準備講座

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

専
門
基
礎
科
目

課題解決型インターンシップ

産学連携プロジェクト

小計（65科目）

共
通
基
盤
教
育

教育課程等の概要－2
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准
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授

講
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教
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（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

専任教員等の配置

備考

応用化学概論 1前 1 ○ ※ 1 1 共同　※演習

生物工学概論 1後 1 ○ ※ 2 共同　※演習

有機化学 1後 2 ○ 1 兼1

分析化学 1後 2 ○ 2

生化学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

生化学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 兼1

物理化学基礎 2前 2 ○ 1

化学工学基礎 2後 2 ○ 1

地球と生命の元素 2前 2 ○ 1

非金属元素の化学 2前 2 ○ 兼1

身の回りの金属元素 2後 2 ○ 1

金属元素の化学 2後 2 ○ 兼1

医薬品の効果と反応 2前 2 ○ 兼1

有機官能基の化学 2前 2 ○ 1

化学反応はなぜ進行するのか 2前 2 ○ 1

化学反応の応用技術 2後 2 ○ 兼1

バイオ工学基礎 2前 1 ○ ※ 1

生物無機化学 2前 2 ○ 1

生物有機化学 2前 2 ○ 1

バイオ物理化学Ⅰ 2前 2 ○ 1

バイオ物理化学Ⅱ 2後 2 ○ 1

微生物学 2前 2 ○ 1

分子生物学 2後 2 ○ 1

細胞生物学 2前 2 ○ 兼1

遺伝子工学 2後 2 ○ 1

専
門
基
本
科
目

専
門
基
幹
科
目

教育課程等の概要－3
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講
　
義

演
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習
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授

講
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教
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（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

専任教員等の配置

備考

化学反応工学 3後 2 ○ 1

化学技術と分離操作 3前 2 ○ 1

化学と生活入門 2後 2 ○ 1

マテリアル反応化学 3前 2 ○ 2 オムニバス

ライフ材料化学 3後 2 ○ 1

高分子科学 3前 2 ○ 1

エネルギー化学入門 2後 2 ○ 1

エネルギー材料化学 3前 2 ○ 1

化学プラント工学 3後 2 ○ 兼1

エネルギーシステムデザイン 3後 2 ○ 1

応用微生物学 2後 2 ○ 1

発生生物学基礎 2前 2 ○ 1

進化生物学Ⅰ 2前 2 ○ 1

進化生物学Ⅱ 2後 2 ○ 1

海洋生物学 3後 2 ○ 兼1

植物科学 3前 2 ○ 1

植物バイオテクノロジー 3前 2 ○ 兼1

動物バイオテクノロジー 3後 2 ○ 1

生物工学 3後 2 ○ 1

バイオ製品科学 2後 2 ○ 1

機器分析 2後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

生命科学Ⅰ 1前 2 ○ 1 兼1

生命科学Ⅱ 1後 2 ○ 1 1

生命有機化学Ⅰ 2後 2 ○ 1

生命有機化学Ⅱ 3後 2 ○ 1

生命物理化学 2前 2 ○ 1

免疫化学 3前 2 ○ 兼1

神経生物学 3前 2 ○ 1

発生生物学 3後 2 ○ 1

進化生態学 3後 2 ○ 兼1

脳科学 3後 2 ○ 1

バイオインフォマティクス 3前 2 ○ 兼1

専
門
教
育
科
目

専
門
応
用
科
目

エンジニアリング・デザインと生物模倣技術

教育課程等の概要－4
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（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

専任教員等の配置

備考

環境科学 2後 2 ○ 1

大気・水質環境 3前 2 ○ 兼1

環境工学 3前 2 ○ 1

環境保全学 3後 2 ○ 兼1

環境化学計測 3後 2 ○ 兼1

医薬・有機合成入門 2後 2 ○ 1

医薬品合成化学 3前 2 ○ 兼1

基礎医学 2後 2 ○ 兼1

公衆衛生学 2前 2 ○ 兼2

薬理学 3前 2 ○ 兼1

化粧品科学 3後 2 ○ 1

食品機能化学 2前 2 ○ 1

食品衛生学 2後 2 ○ 兼1

食品分析学 3前 2 ○ 1

食品加工学 3後 2 ○ 兼1

生命化学演習 3後 1 ○ 2

生物科学演習 3後 1 ○ 2

総合ゼミⅠ 4前 1 ○ 10 7

総合ゼミⅡ 4後 1 ○ 10 7

研究実践ゼミナール 3後 1 ○ 1

1前 4 ※ ○ 3 1

1後 4 ※ ○ 3 1

合成化学実験ユニットプログラム 2前 3 ※ ○ 2 兼1 共同

物理化学実験ユニットプログラム 2後 3 ※ ○ 2 共同

応用化学実験 3前 2 ○ 1 1

環境化学実験 3前 2 ○ 1

微生物学実験 2前 2 ○ 1 1

生化学実験 2後 2 ○ 3 1

応用バイオ実験 3前 2 ○ 1 2

応用バイオユニットプログラム 3後 4 ○ 2 2

応用バイオプロジェクト 3前 1 ○ 1

機器分析ユニットプログラム 3後 4 ※ ○ 3 1

国際化学実験 1・2・3・4前 1 ○ 1

バイオ特別実験 1・2・3・4前 1 ○ 1

生命科学実験Ⅰ 2後 2 ○ 2

生命科学実験Ⅱ 3前 2 ○ 2

生命科学ユニットプログラム 3後 4 ○ 2

プレ卒業研究Ⅰ 2前 1 ○ 1

プレ卒業研究Ⅱ 2後 1 ○ 1

プレ卒業研究Ⅲ 3前 1 ○ 1

プレ卒業研究Ⅳ 3後 1 ○ 1

卒業研究Ⅰ 4前 3 ○ 10 7

卒業研究Ⅱ 4後 3 ○ 10 7

専
門
教
育
科
目

専
門
関
連
科
目

専
門
演
習
科
目

専
門
実
験
科
目

応用化学・生物工学ユニットプログラムⅠ

応用化学・生物工学ユニットプログラムⅡ

専
門
研
究
科
目

教育課程等の概要－5
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（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

専任教員等の配置

備考

海外化学研修Ⅰ 1・2・3後 2 ○ 1

海外化学研修Ⅱ 3後 4 ○ 1

海外バイオ研修Ⅰ 1・2・3後 2 ○ 1

海外バイオ研修Ⅱ 3後 4 ○ 1

国際コミュニティバイオ英語Ⅰ 2前 1 ○ 兼1

国際コミュニティバイオ英語Ⅱ 3前 1 ○ 兼1

中級IT国家資格取得支援講義 3後 2 ○ 兼1

企業における課題と解決を学ぶ 3前 2 ○ 1 兼3 オムニバス

－ 27 222 11 7 3 0 0 兼41

－ 41 314 0 11 7 3 0 0 兼106

共通基盤科目：合計32単位

　　　　　　必修　14単位

　　　　　　選択　18単位

・導入系　3単位

・倫理系　2単位

・人文社会系　2単位　a群・b群・ｃ群　各2単位

・健康・スポーツ系　1単位

・言語系　英語基礎　3単位　言語応用　a群・ｂ群　各2単位

・数理情報系　6単位

・キャリア系　5単位

専門分野科目：合計77単位

　　　　　　必修　27単位

　　　　　　選択　50単位

任意科目：15単位

卒業要件：4年以上在籍し、124単位以上修得すること。

（履修科目の登録の上限：年間44単位、かつ半期24単位）

なお、共通基盤教育選択科目のうち、技術者倫理、生命倫理から2単位、

専門分野選択科目のうち、基礎科学Ⅰ-a、基礎科学Ⅰ-bから2単位、

基礎科学Ⅱ-a、基礎科学Ⅱ-bから2単位をそれぞれ選択必修とする。

専
門
教
育
科
目

専
門
実
践
科
目

小計（125科目） －

合計（190科目） －

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（工学） 学位又は学科の分野 工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

教育課程等の概要－6



授業科目の名称 講義等の内容 備考

アカデミックICTスキル

大学での高度なICT活用講義を受講する準備として，レポート，資
料等の作成に必要なICTスキルを学習する。
具体的には電子メールを利用した各種情報のやり取り、セキュリ
ティに関する心構え、文章作成ソフトWord、表計算ソフトExcel、
プレゼンテーションソフトPower Pointの操作法、オンライン教育
Tool等を学びながら、これらを活用した学習ノートや実験報告書の
作成、学習情報やデータの整理・集約および学習成果発表資料の作
成を行う。

専門分野概論

工学系・情報系の専門分野を学ぶにあたり、その工学全般の基礎知
識及び専門分野における基礎から応用までの知識と技術を身に付け
るための学修の目標と学修の流れ、さらに所属する専門分野の発展
的展開を理解して学修する科目である。授業では専門学科の教員に
よる専門分野の概論を講義する。本科目により、専門分野の理解と
学修目的及び到達目標を明確に理解するとともに、自らの学修目標
を明確にし、卒業後の将来計画の展開も含めて将来像を描く動機付
け教育である。

理工学入門

工学系及び情報系の学修を進めるにあたり、その基礎となる数学や
物理の理数系の基礎学力がその後の授業展開に大きく影響する。大
学入学以前の理数系教育の学修履歴は学生によって異なり、さらに
近年の学生の多様化も進み、個々の学生間での理数系基礎学力の格
差が大きい。そのため、1年次より通常の共通基盤科目と専門教育
を進める前の期間に、数学・物理系の工学共通基礎教育を行う。
個々の学生の入学時点での履修履歴をもとに履修者が決定され、入
学直後に集中授業形式で学修を行って理数系の基礎学力の強化を行
い、その後に続く1年次の授業が円滑に進むよう設定された科目で
ある。

スタディスキル

本科目は1年生の導入科目として、高校の学習から大学への学びを
スムーズに移行するための学習スキルを修得する科目である。この
科目では、大学の学習システムや大学キャンパスでの生活を知り、
大学生としての基本的な心構え・マナーを理解し、大学での学びに
必要な日本語能力やコミュニケーション能力等を身に付け、また専
門学習の基礎となる実験や工作の方法、レポートのまとめ方等も修
得する。

技術者倫理

科学技術の発達は、技術に起因する事故のリスクも大きくなり、ま
た地球規模での環境問題、社会問題を生み出している。そのため、
技術者としては単なる技術の開発や企業の利益を追求することだけ
ではなくて、社会に対して技術や製品の安全性等を確保する大きな
責務を自覚する必要がある。また技術分野における倫理問題を議論
すると同時に専門家としての倫理間題の存在も重視すべきである。
本講義では、専門分野における最近の事例を取り上げ、事故や問題
発生の経緯、技術者および経営者の対応などの解析を通じて、技術
の専門家として倫理的に考え、行動する姿勢を養い、倫理的問題の
実践的な解決能力を身に付ける。また、技術者倫理と関連の深い企
業倫理、製造物責任、知的財産権などの基礎知識を学習し、技術者
の社会的な責任を自覚する。

生命倫理

現代社会では生命に関する倫理観が各人に求められる。このような
現状に基づいて、食糧資源の問題、人口の問題、栄養失調の問題等
をはじめ、人間と人間以外の生物とのかかわり、我々の健康増進に
関する社会問題の状況などを講義していく。その間、生命観の歴
史、生命倫理観の歴史、現代の医学の基本的状況、現代の生命倫理
への観点の状況について講義する。現代の生命倫理学は、特に医の
倫理学ともいうべき側面が大きな位置づけを占めている。生殖を含
む誕生の倫理、死の倫理、移植の倫理など枚挙に暇がない。このよ
うな、いわば、医学の基盤となる側面についても理解を深めてい
く。

共
通
基
盤
教
育

導
入
系

倫
理
系

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

授業科目の概要－1



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

人
文
社
会
系

現代社会講座

この授業は、人文社会系教養科目の基本的知識を体系的に理解する
ための入り口に当たる。7つのコア科目の概要を通じ、理系の学生
が身につけるべき文系教養を体系的に把握する。
（オムニバス方式／全15回）
（55．小田切祐詞／3回）
日本の合計特殊出生率と人工妊娠中絶件数を踏まえて「生まれ落ち
る者」について、および胎児から見えてくる「人間の条件」につい
て、社会学的に考察する。
（75．比嘉徹徳／2回）
カントの「自律」概念（『啓蒙とは何か』）やフーコーの「規律訓
練」概念を通じて、日常生活を批判的に捉え直す。
（73．室井遥／2回）
私たちの生活に深く関係する経済の仕組みや市場経済が果たす役割
について解説し、経済学の方法論について紹介する。
（70．三橋大輔／2回）
「こころ」とはどのような現象か、心理学や関係諸科学の研究史か
ら考察し、現代心理学の研究手法について紹介する。
（71．山田博雄／2回）
政治とは何か、また政治と情報・知識、政府の役割と私たちの役割
等について考察する。
（72．渡辺演久／2回）
子どもへのまなざしと少年法の誕生、非行少年（加害者）の被害者
性等について解説し、少年法が改正されるとどうなるか考察する。
（74．泉渓春／2回）
文学とは何かについて解説し、芥川龍之介の短編「羅生門」を事例
に、本文解釈、執筆背景、鑑賞などを紹介する。

オムニバス方式

経済の科学

わたしたちは、日々の暮らしを維持したり、よりよい生活を営むた
めに経済活動を行っている。働いて給与を得て財やサービスを消費
する、あるいは将来のための資産を形成する、また会社に勤めるこ
とで生産にも携わる。日々の暮らしの多くがこうした経済活動に関
わるものである。本講義では、わたしたちの身の回りの財やサービ
スの価格がどのように決まるのか、働くとはどういうことか、給料
はどのように決まるのか、預貯金をするとはどういうことか、銀行
はいかなる役割を果たしているかなどを学んでいく。また、経済成
長やグローバル化など、マクロ的な経済動向がわたしたちの暮らし
にどのような影響を及ぼしうるかについても考える。

歴史の科学

本講義は、歴史を学ぶ（考える・研究する）上での基礎的なルール
を紹介し、歴史的な物の考え方を修得することを目指します。「流
動的で不確定な社会」と言われる現代にあって、私たちは様々な困
難に遭遇します。今（現在）をどのように捉え、その困難を解決し
て、どのような未来を描いて生きていけばよいのか、困惑すること
もしばしばでしょう。ここで大切なことは、私たちの生きる世界
は、社会制度、行動様式、文化規範、いずれをとってみても過去に
あった歴史的事象の積み重ねの上に築かれたものだということで
す。歴史を学び、歴史的な考え方を修得することは、そうした現在
を捉え、解決を見出し、そして未来を生きていくための大切なツー
ルとなるのです。
そこで本講義では、過去の物事を「いま」の「われわれ」に結びつ
く問題群として捉え直し、現在さらには未来を読み解く材料にしま
す。これらを通じて、私たちが生きる世界を、より広く相対的な視
点から俯瞰できるよう授業を進めていきます。

社会の科学

新聞・映画・ラジオ・テレビの登場は、不特定多数の人々に大量の
情報を一方向的・同時的に伝達することで、社会意識に大きな影響
を与えてきた。更に現代では、インターネットの普及により、興
味・関心の異なる利用者が双方向的に情報伝達できる、巨大メディ
アへと成長しつつある。授業では、技術革新と社会的影響を中心
に、マスメディアの歴史的変遷および今日のマスメディアの特徴と
問題点について考察する。各自が日常的に接する多種多様な情報を
取捨選択し読み解くためのメディアリテラシーを修得して欲しい。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

文化の科学

私たちは、文化的な諸問題を考える際に、ともすると自分の所属す
る特定の文化からのみ捉えられた自文化中心のものの見方に陥って
しまいがちです。本授業では、そうした狭い文化観に陥らず、相対
的に文化を捉え考えていく力を身に付けることを目的とします。
具体的には、ひろく文化的コンテンツや表象作品を素材として、そ
の解読のための方法や方法論を概説しながら、表現行為の意味や創
作にまつわる文化的意義について批評的に読み解き考えていきま
す。また、そうした批評的な読解から表現行為に孕まれる人間の想
像力の在り方、更には創作・表現における世界認識の可能性につい
ても考えていきたいと思います。

グローバル化の科学

グローバル化の進展とともに、文化、経済、政治など人間の諸活動
は地理的境界を越えて拡大し、異なる文化を持つ人々との交流の機
会も増えつつあります。本講義は、そうした状況にあって私達が、
国際社会における日本に生きる一個人として、どのような知見と展
望をもち、また、どのような意識と考えを身につけて生きていかな
ければならないのかを学ぶための授業です。
例えば私たちは、日本企業のアジア進出があたり前となった現在、
アジアの労働力や技術力に期待が寄せられる一方で、政治的な対立
も大きな問題として根強く存在する事実にも目を向ける必要があり
ます。これからの日本を担うエンジニアにとって、諸外国とどのよ
うな関わりをもつべきかを考えることはとても大切です。そこで本
講義では、近代から現代に至るまでの日本と諸外国の関係を確認し
ながら、グローバル化していく世界における日本のしかるべき在り
方、さらにはそこに生きる日本人として自らの考えが身につけられ
るよう授業を進めていきます。

心の科学

この授業では、身近な心理学について講義する。多くの学生は「身
近な心理学」と聞くと、例えば心理テストや性格診断などを連想す
るかもしれない。しかし、それらは心理学の展開・応用にすぎな
い。ここでは、展開・応用の根源にある人間理解を目指し、身の回
りの出来事を心理学的に捉える方法を学ぶ。現代社会で誰もが出会
う事柄を研究対象としているので、学生が修得・実践すれば日常生
活を今まで以上に円滑に送れるようになるであろう。

日本国憲法

日本人ほど憲法をよく知り、崇拝する国民はいないといわれる。小
学校の「公民科」・中学校の「公民科目」・高校の「現代社会や政
経」・大学の「教養科目」として、４回も憲法は学ぶことになって
いるからだ。しかし、法学部の学生を含めて、憲法がその他の法律
とは違って国民の人権を保護するための「公的機関を縛るルール」
であることを知る人はほとんどいない。このため、憲法は何の役に
も立たないお題目と化し、憲法学者より建設業者の方が政治に影響
力がある現実になっている。憲法は他の法律（社会の秩序を維持し
たり、国民間の紛争を解決するための法）と違い、むしろ逆向き
で、国民の人権を侵害しないよう公権力を見張る機能を持ち、「公
権力ｖｓ.私人」という対立においてはじめて問題となる法律なの
である。これまでの憲法論議に欠けていた、現実の人間の具体的な
生き方、ないしは生活との関わりの中で、もう一度憲法をとらえ直
してみることが必要だ。この講座は、お題目を唱え・暗記するので
はなく、そのルールは何故つくられたのか、憲法を生活に活かすた
めにどうすればいいのか等を、自ら考え、実践できることが目的で
ある。その結果、公正で論理的な憲法改正論議が出来ることが目標
となる。

環境論

２０世紀後半に起きた公害・環境問題は、人間社会において自然環
境が有限で限界であることを自覚させる契機となった。この意味
で、際限なき拡大・成長を自明視してきた現代社会は、かつてない
転換点にあるといえる。本講義では、この転換の意味を理解するた
めに、現代日本を含め国際社会が直面しているいくつかの環境問題
を取り上げて、環境破壊を生み出す社会構造のそのメカニズムにつ
いて考えていく。その上で、持続可能な社会を構想する現代の潮流
を読み解いていきたい。受講者には環境問題を自然現象として理解
するだけでなく、「社会」の問題として理解できるようになっても
らいたい。 
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

人文社会科学アクティブ
演習

この授業では、グループディスカッションを通じて、様々な時事問
題・社会的な課題について考察を深めていく。私たちは社会と向き
合うにあたって、文献調査やフィールドワーク等によって集めた資
料・データを踏まえて、偏りのない広い視野で諸問題に対峙し、他
者の意見を理解・包摂した上で思考し、判断・解決する力を身につ
けなければならない。本演習は、そうした意識や自覚、思考力、コ
ミュニケーション能力、判断力そして表現力を身につけることを目
標とする。また、グループワークの経験を通じて他者・異文化と出
会い、SDGsの各課題や、社会貢献、地域活性化、歴史、環境、動向
と展望等といったキーワードをテーマに企画立案を行い、プレゼン
テーションのかたちで発表する。

[教職] 学校と教育の歴史

本講義では、教育の基本的概念とは何か、それは教育・学校の歴史
において、どのような営みとして展開し今日に至るのかを概観す
る。また、教育学は「子ども」「社会」「学校」「教師」といった
概念やそれらの相互関係をどのように規定してきたのかを学ぶ。講
義を通して教育および教育史・教育思想史についての基本的知識を
獲得することを目標とする。
学修内容として、主に近代以降の子どもと学校の歴史をたどりなが
ら、
〇教育史の概要と主要な教育思想の変遷
〇家族と子育て習俗の歴史と子ども観の変遷
〇近代学校の成立と理念・機能
〇近代教育思想と学校改革
〇現代的諸課題と未来への教育思想
などのテーマを、具体的な史料や教育実践記録をもとに考察する。
学校と教育の歴史を学ぶことを通じて、学生がこれまで無意識のう
ちに形成してきた自己の教育観・教育思想を見つめ、自覚的に再構
築すること、教育の歴史的理解を基に、未来の学校・教育のあり方
を構想する視点を獲得することをねらいとする。

[教職] 教育心理学

幼児・児童・生徒の心身の発達および学習の過程について基礎的な
知識を身に付け、各発達段階の特徴を踏まえた学習活動の支援につ
いて考えていく。内容は、幼児・児童・生徒の「発達」、学習や動
機づけを扱う「教授・学習・認知」、パーソナリティや道徳性に関
する「人格・適応」、学級集団や対人関係を扱う「社会」、教育統
計やデータ解析に関する「教育評価」、生徒指導や教育相談と関連
する「臨床」、学習援助や心理教育的援助を扱う「学校心理学」な
ど幅広く取り上げる。
教育に関わる課題について、心理学的の視点から考え、教育現場で
役立つ子どもへの対処法や教授法など、幼児・児童・生徒の学習を
支援するための基礎的な知識を身に付けることを目指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

教職課程履修のファーストステップとなる必修科目である。本講義
を通して、現代社会における教職の意義や教員の役割を理解し、進
路選択に向けて自らの教職への意欲・適性を考える。講義は教育の
基礎的理解に関する諸科目の導入内容となる。各テーマの担当教員
が、講義・レポート作成・グループワークなどを実施する。

（オムニバス方式／全15回）

（27．田辺基子／5回）（共同）
人間形成と教育の関わりや学校の教育目的・目標と教育課程の意
義、公教育としての学校教育の成立・展開について学ぶ。また、教
師観の変遷や教員の仕事の実際や発達支援と学習指導の専門家とし
ての教師について、教育実践を通じた教師の成長と生涯を通して教
職の適正と進路選択を見つめ直す。最後に受業デザインについても
「対話的で深い学び」の意義とその課題を通して考える。
（28．門田和雄／5回）（共同）
理工学系大学の専門性を基盤にした教員養成の取り組み。理工学系
大学で養成する知識・技術と地域・学校教育への貢献を基に、本学
のカリキュラムの特徴と教員の資質育成を考える。また、科学・技
術教育における専門性や技術革新と教育実践の課題、授業づくり・
教材開発のスキルを通して主体的な学びの創造とICT活用教育の可
能性を探る。
（43．佐藤史緒／5回）（共同）
子どもの発達段階に応じた支援・指導、児童・生徒理解の実践的課
題、生活指導・生徒指導と児童・生徒の成長、現代の子どもの多様
性と学級経営の課題、学校不適応行動の捉え方を考える。また、保
護者・地域と連携して児童・生徒を支える学校の役割、福祉機関と
の連携の必要性、学校における業務負担と教員のメンタルヘルスの
仕方について学び、協働としての「チーム学校」の意義と実践事例
を提示する。

（26．山本聡／5回）（共同）
教員免許制度の概要、大学における教員養成と学校での現職研修、
教員採用制度と教員をめざす道を理解する。また、教育行政制度か
らとらえる学校・教員、教員の服務規律と身分保障、教職の専門性
の確立と住民参加による学校づくりを考える。最後に共生社会にお
けるモラルと学校教育や「道徳」の授業づくり・実践事例の紹介し
検討する。
（87．宇田川豪大／1回）
教育実践に必要な即興性を実際の現場での教育体験から語る。

哲学

本講義では、哲学者たちが古代から議論し、考え続けてきたさまざ
まな概念を取り上げます。これらの概念は、私たちがさまざまな物
事を考えるときの手がかりとなるだけでなく、それ自体がさらに考
えなければならない問題を形づくっています。哲学が扱うこれらの
問題は、たとえ深遠で難しいものに見えたとしても、どれもわれわ
れの日常に大きく関わるものです。というのも、抽象的な言葉で書
かれているとはいえ、哲学者たちの思索はどれも彼らが生きた社会
や時代との格闘から生まれたものだからです。哲学史上のさまざま
な考え方を知り、概念を学ぶことによって、私たちの考え方そのも
のを捉え返し、さらに、自ら考えるための力を身に付けることが本
講義の目標です。

文学

文学作品のみならず《ことば》によって書かれた作品には“読む”
という行為がつきまといます。普段何気なく触れている文章の《こ
とば》も、言語がもつ《表現》としての働きや機能性を念頭に置い
て意識的に“読む”とき、それまで受け取っていた理解とは全く異
なる世界が開けてきます。そうした“読む”行為を意識化するとこ
ろに、文学という学問領域の意味があります。
本授業では、そのような“読み”の知見を学ぶことで、多角的な読
解の方法と姿勢を身に付けることを目的とします。テクスト（小
説、評論、等々）と向き合い、意識的に“読む”読解・解釈という
作業の中で、《ことば》を《読む》という行為の意味や可能性につ
いて考えていきたいと思います。
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[教職] 教職概論

オムニバス方式
・共同（一部）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

心理学

この授業では、心理学の成立と、現代に至るまでに誕生した様々な
心理学の分野とその理論について紹介していきます。社会心理学や
パーソナリティ心理学、発達心理学、教育心理学、学習心理学、臨
床心理学などの基本的な考え方や理論に関して、適宜、ビデオ教材
なども用いながら説明していきます。授業を通じて、人に対する理
解を深め、世の中の現象を心理学の視点から捉えることができるよ
うになること、そして、心理学が日常生活においてどのように役
立っているのかについて理解できるようになることを期待します。

倫理学

社会の変化や科学技術の発展にともない、先例のない問題や、明確
なルールのない問題が生じることがあります（「これはやってよい
ことなのか？」）。それは、私たちの日常においても同様です。そ
のなかでも、とくに価値判断が重要となる問題を考えるためには、
倫理学を学ぶことが役に立つでしょう。
この授業では、まず「倫理的問題」の性質を考えます。そして、倫
理・道徳についての諸学説をたどりながら、個人の尊厳と自由、生
命といったトピックについて検討していきます。説明は、具体的事
例を交じえて進めていく予定です。
「価値観は人それぞれ」というのは一見もっともらしいですが、独
善的な意見のままでは幅広い理解を得られません。そこで、自分の
意見を吟味する手段を学び、普遍的価値と触れ合うところを見出し
ていくことが、より意義ある意見の形成のために大切であるとの認
識のもと、みずからが考える授業を進めていきます。

教育学

「人を育てる」、「人が育つ」とは、人間にとってどのような行為
であり、歴史的にどのような教育活動や学校システムが作り出され
てきたのか、教育は今日の世界においてどのような可能性・使命、
そして「危険性」をもっているのか、という本質的な問いを扱う。
教育の土台となる人間的諸活動（遊び、学び、労作など）、権利と
しての教育、学校・教育のデザイン、子ども・学校の歴史、現代社
会の教育問題といった視点から、テーマ学習のスタイルで考える。
講義の中心は子どもへの教育活動への言及となるが、生涯発達の思
想や学校化社会批判の観点からも考察する。
現代の子ども・教育をめぐる諸問題を、一般的な言説やマスコミ報
道によってではなく、自分の力で分析・検討する姿勢をもつように
なること、その際、異質な存在への寛容さや人類的な視点をもてる
こと、やがては何らかの専門家・市民・保護者として教育に主体的
にかかわろうとする意識をもつことを狙いとする。

[教職] 教育相談

学校における教育相談とは、児童・生徒が集団の中で適応的に生活
する力を育み、個性の伸長や人格の成長を支援する教育活動であ
る。児童・生徒が何か課題に直面したときには、その内容を適切に
理解し、解決の援助をすることが必要であり、教師には生徒一人ひ
とりを理解し、向き合っていく姿勢が求められる。
教育相談では、「個別の課題への支援」に焦点をあて、教育相談の
基盤となるカウンセリングの基本的な知識および技法を身に付け、
教師としてどのように児童・生徒を援助していくかについて考えて
いく。特に学校における支援体制として、チームによる支援の重要
性について理解する。
また、児童・生徒への対応だけでなく、子どもと同じように悩みを
抱える保護者への教育相談や、教師自身のメンタルヘルスについて
も取り上げ、支援のあり方や心のケアについて理解する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

人
文
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[教職] 教育課程論

本講義では、各学校で編成される教育課程の意義と社会的役割を理
解することを目標とする。教師集団が教科の壁を越え、共同で学校
の教育計画を議論すること。学年・活動領域の全体にわたって授業
や諸活動を編成し、実践・評価を経て再編成すること。といった仕
事の意義を自覚し、編成方法、および学校現場での実践的課題を学
ぶ。
学修内容としては「教育課程・カリキュラムの概念と意義」「教育
課程編成の原理・方法および研究史」「わが国における教育課程法
制および行政の変遷」「教育課程の大綱的基準としての学習指導要
領とその変遷・課題」「学校・子どもをめぐる現代的課題と教育課
程改革論」「教科・領域を横断した教育内容・方法の配列と児童・
生徒・地域の必要性に応じた学習内容の創造」「学習評価の理論と
教育課程評価」「教員によるカリキュラム・マネンジメントと学校
運営」「実際の学校現場を想定した教育課程編成シミュレーショ
ン」などがある。
各学校が主体的・自立的に行う教育課程の編成という集団的な仕事
が、教員の専門性の根幹にかかわるという意義を理解することをめ
ざす。
なお、次年度（栄養教育実習は当年度）の教育実習実施者を対象と
しているため、下位学年では受講できない。

政治学

人間は社会的な動物であるといわれます。すなわち人間は、他者の
存在が不可欠であり、他者との関係のなかで生きる生き物です。そ
ういう人間が集まって作る社会の歴史・制度・習慣・風俗・気質等
が、どのように人々の暮らしを条件付けているか。また、その中で
個人と社会（または組織）との望ましい関係はなにか。－そういう
問題を考えるのがこの科目です。具体的にいえば、主に現在の日本
の政治状況から例を取り上げながら、そこにどのような原則（また
は無原則？）があるのか、個人としての私たちは、どのように行動
するのが、より良いことなのか、等を考えてみたいと思います。

経済学

経済学は、人々の生活基盤となる経済システムおよびメカニズムに
ついて明らかにする社会科学です。この講義では現代の世界経済お
よび日本経済の現状について、まず「現代の大不況」を理解するた
め混合経済体制の下での国民経済のメカニズムを把握し、国民所得
の決定の理論、財政・金融政策の役割を中心にマクロ経済を学習し
ます。次に、市場経済の現実の運動を論理的に解明するため、ミク
ロ経済の必要最低限の知識である意思決定と企業の費用分析および
市場の失敗等について学びます。かくして、経済現象について体系
的に学ぶことで、広い視野と深い洞察を得るための汎用的技能を修
得出来ます。

法学

「生活の中の法学」や「はじめての法学」、あるいは｢○○学部の
ための法学｣といった容易さや限定的なタイトルにだまされる人は
多い。「工学部のための法学」といえば決まって特許や著作権など
の知的財産権が対象で権利者の保護や経済的権利（どれだけ儲かる
か）が話題になり、科学技術の公共性や知的文化の発展という本来
の目的を忘れる。法は特定の人の利益のためにあるのではない。授
業では、法知識を身に付けるのでなく、何のために法は発生し（法
の起源）、どのように変化（法の変遷）し、どこへ向かおうとして
いるのか（法の行方）について考える。私たちが殺人・傷害などを
しないのは刑法があるからではなく、社会の人間関係から排除され
ることを恐れるからに他ならない。ネット社会の中ではこうした
「法的想像力」が欠如し、人間関係の希薄化が一体何をもたらすの
か等を一緒に考え、その解決法の一つとして、「リーガルマインド
（法的思考）」を身に付けることが「法学」の目的です。

社会学

社会学は、私たちの「常識」を疑い、日常生活のなかにさまざまな
「驚き」や「異文化」を発見し、「社会」がどのようなメカニズム
で成り立っているのかを解明する学問である。私たちは、自らが所
属する「社会」の影響を色濃く受けており、決して「社会」と無縁
に暮らしているわけではない。そこで、社会学理論を学ぶことで新
しい「思考の枠組み」を獲得し、歴史を知り現在を相対化するとと
もに、国際比較や異文化理解によって自文化を相対化する。こうし
た社会学的な思考を通じて、社会問題を発見し、多角的に考える広
い視野を体得して欲しい。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

経営学

この講義の目的は、経営学の基礎と戦略論を学びながら、経営学的
な考え方を修得することである。経営学の基礎としては、企業内部
がどのように構成されているのか、を「ヒト・カネ・モノ・情報」
といった経営資源を基に学ぶ。そして、企業の実例と講義内容をあ
わせて、企業の地道な努力や問題点を見つつ、理論と実際の差異を
考えていく。
その後、現代企業の国内・国外での具体的な経営活動を効果的に行
うために用いられる「戦略論」を学習していく。企業は常に競争に
さらされており、自身の存続をかけて、内部環境や外部環境を分析
した上で商品を市場に投入していく。戦略論では市場での企業間競
争を中心に学習する。その例として、時事トピック・事例研究を取
り入れ、企業の置かれている現状を理解できるようにしていく。

[教職] 教育行政論

教育の公共性の概念を軸に政治と教育の関係を理論的に考察し、教
育行政や教育制度の仕組みを明らかにする。以下の５点の内容を理
解するために、子どもの権利や憲法の視点を忘れないようにする。
１ ）社会の状況を把握し、その変化が学校教育にもたらす影響と
そこから生じる課題点を見つけ、対応する教育政策の動向を理解す
る。
２ ）現代公教育制度の意義・原理・構造について、法的・制度的
仕組みに関する基礎的知識を身に付けるとともに、内在する課題を
理解する。
３ ）学校や教育行政機関の目的とその実現について、経営の観点
から理解する。
４ ）学校と地域との連携の意義や地域との協働の仕方について、
取り組み事例をふまえて理解する。
５ ）学校の管理下で起こる事件、事故および災害の実情を踏まえ
て、学校保健安全法に基づく、危機管理を含む学校安全の目的と具
体的な取組を理解する。

[教職] 総合的な学習の
時間の理論と実践

「総合的な学習の時間」においては、子ども・生徒が生活や社会に
即した自らの興味や疑問から、教科や活動の枠組みを超えて横断
的・総合的な学習を展開する。本講義は、その学習計画をさまざま
な分野や専門領域を有機的に結びながらデザインし、さらに、その
時間のなかで教員自らも子ども・生徒とともに学び探究していける
資質・能力を身に付ける科目である。
学修内容として、
〇探究的・主体的・対話的で深い学びの実現と「総合的な学習の時
間」の今日的な意義
〇学習指導要領における「総合的な学習の時間」位置づけと指導計
画作成の考え方
〇各教科や領域との関連による年間計画・単元計画の作成と学習評
価
〇世界及び国内における教科横断的・探究的な学びの歴史と現代的
課題
〇「総合的な学習の時間」の学習活動のモデルプラン作成と検討
などがある。
本講義を通して、教員が子ども・生徒とともに、実社会・実生活の
具体的な課題を探究する総合的な学びを実現する力を付けることを
ねらいとする。

健
康
･
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ポ
ー

ツ
系

健康・スポーツ科学実習Ⅰ

本科目では、現代の健康問題、体力の維持向上のためのトレーニン
グ理論や身体活動が精神面にもたらす健康効果について学び、生涯
を通じたセルフコントロール能力を身につける。
さらに、各種スポーツやトレーニングの実践、体力や日常の身体活
動量の「見える化」などの取り組みを通じて、工科系大学における
研究活動への興味を高めたりヒントをつかんだりすることも狙いと
する。
運動実技では、縦断的な健康体力評価（体力測定）の重要性とその
方法について学ぶ。さらに、ストレッチングや筋力トレーニングな
どの運動と球技種目を中心に実践する。

実技16時間
講義14時間
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

健康・スポーツ科学実習Ⅱ

本科目では、継続的に運動やスポーツを行うことで得られる健康体
力の維持増進効果のみならず、疲労やスポーツ障害など、運動の実
施が心身に及ぼす部分的な負の側面についても学ぶ。運動やスポー
ツの安全・合理的な活用によって、卒業後の人生においても健康管
理できる能力の獲得を大きな目標とする。
運動実技では、縦断的な健康体力評価（体力測定）の重要性とその
方法について学ぶ。さらに、ストレッチング、筋力トレーニングな
どの運動に加え、「ニュースポーツ」「アダプテッド・スポーツ」
についても実践する。

実技16時間
講義14時間

身体活動・スポーツ論

現代社会において重要性が高まっている身体活動とスポーツについ
て、そのメカニズムを生理学、バイオメカニクス等の視点から学
ぶ。また、運動やスポーツの実施や普及が我々に及ぼしてきた影響
を自然科学および社会学の両面から検討し、自らの身体活動のあり
方について考えてもらう。大きな題材としては、「ヒトが運動して
いる時に身体に起こっていること」、「スポーツや日常の様々な身
体活動を観察する」、「そもそもスポーツとは何なのか、何をもた
らしたのか」などである。

生涯スポーツ実習

スポーツのルールや用具の特性、練習方法について知るだけでな
く、パフォーマンス向上のためのトレーニング理論や、各種スポー
ツの生理学的特徴、健康効果についても学ぶ。生涯を通じて、健康
の維持増進に加え、社会・文化活動としてもスポーツを有効に活用
できるようになることを大きな目標としている。
スポーツ実技部分は、ストレッチング、筋力トレーニングなどの一
人で行う運動と、バレーボール、バドミントン、バスケットボー
ル、卓球などの球技が中心となる。さらに、「ニュースポーツ」や
「アダプテッド・スポーツ」を実践する。縦断的な健康体力評価
（体力測定）の理論と方法についても学ぶ。

英語Ⅰ

高校までに学んだ英語の基礎を再度学修し直す。アルファベットか
ら始まり、発音、符号、品詞、語順など、英語の初歩的な文法事
項、基本語彙、平易な会話表現・作文などの学修を通して、英語の
基本を確実に修得することを第一目標とし、TOEIC L&Rテストにも
対応できるような基礎力を身に付ける。

英語Ⅱ

高校までに学んだ英語の基礎（並びに、英語Ⅰで学修した英語の基
礎）をさらに確実なものとし、基本的語彙を含め、英語の基本とな
る事柄をしっかりと理解できるようになることを第一目標とし、
TOEIC L&Rテストに対応できるような基礎力を修得する。

英語Ⅲ

高校までに学んだ英語の基礎（並びに、英語Ⅰと英語Ⅱの学修内
容）を土台として、基本的な語彙力と文法・構文力を身に付け、そ
れらを総合的に活用して身近な事柄に関する比較的平易な文書が理
解できるとともに、それらについて基本的な文章を書いたり話した
りすることができるようになることを目標とし、TOEIC L&Rテスト
にも対応できるような総合的な英語力を修得する。

英語Ⅳ

英語Ⅲまでの学修内容を土台として、さらなる語彙力と文法・構文
力を身に付け、簡単な説明文を理解し、図表などを読み取ることが
でき、日常生活での話題や関心のある事柄について自分の考えを述
べたり、英語で出された指示などを理解することができるようにな
ることを目標とし、TOEIC L&Rテストにも対応できるような総合的
な英語力を修得する。

英語Ⅴ

英語Ⅳまでの学修内容を土台として、より高度な英語の説明文を理
解し、より実用的な文章から必要な情報を十分に読み取ることがで
き、社会や日常生活の出来事について的確に説明することができる
英語力を身に付けることを目標とし、TOEIC L&Rテストにも対応で
きるような総合的な英語力を修得する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

科学技術英語Ⅰ

グローバル的な社会に対応するため、科学技術の情報を英語で受
信・発信する基礎的能力が必要となっている。本科目は専門分野に
関する科学技術英語の基礎を学び、英語による専門分野の科学技術
文章の読解・作成を行うのに必要な国際コミュニケーションの基礎
力を修得することを目的とする。具体的に、工学、情報、バイオ等
の専門分野の素材を題材にし、専門用語の意味、専門的な英語表現
方法等を学び、理解し、易しい技術的な教科書、マニュアル、記事
や論文等を読解でき、短い科学技術説明文を作成できる。

科学技術英語Ⅱ

科学技術英語Ⅰに引き続き、英語による専門分野の科学技術文章の
読解・作成・発表を行うのに必要な国際コミュニケーションの応用
力を修得することを目的とする。具体的に、各専門分野の科学技術
論文の読解法、英文によるレポートや論文の作成方法、英文による
プレゼンテーション資料の作成および発表手法を学び、専門分野に
関する総合的な英語応用力を身に付ける。

英会話Ⅰ

この授業は、ネイティブ・スピーカーにより、ネイティブの発音に
慣れ、「リズム」と「ストレス」で成り立つ英語音を理解する。英
語コミュニケーションの基本的表現、日常生活の中の英単語や英語
表現を学びこれを活用するための演習を行う。また、TOEIC（Ｒ）
テストの対応に有効なディクテイションを行い国際的な感覚を学
ぶ。

英会話Ⅱ

この授業は、ネイティブ・スピーカーにより、英会話Ⅰよりナチュ
ラルスピードに近いネイティブの発音に慣れ、音としての英語を理
解する。英語コミュニケーションの基本的表現、日常生活の中の英
単語や英語表現を英会話Ⅰに続き学びこれを活用するための演習を
行う。また、TOEIC（Ｒ）テストの対応に有効なディクテイション
を行い国際的な感覚を学ぶ。

総合英語演習

リスニング、ディクテーション、語彙問題を中心としたe-Learning
の演習課題を授業内でおこなっていくことを通して、基礎的な文法
事項・語彙・英語表現を修得し、日常生活における身近な事柄に関
して、コミュニケーションをとることができる力を身に付けること
を主眼とし、TOEIC L&Rテストにも対応できるような総合的な英語
力を修得する。

TOEICⅠ

TOEIC L&Rテストで５００ 点以上を取得することを目標としなが
ら、英語Ⅴまでに学んだ内容を土台として、社会人に必要とされる
高度で、総合的な英語力を身に付けることを主眼とする。具体的に
はTOEIC L&Rテストの試験形式に沿った形で、リスニングおよび
リーディングの力を向上させることを中心とする。

TOEICⅡ

TOEICⅠの学修内容を土台として、TOEIC L&Rテストで５５０点以上
を取得することを目標としながら、社会人に必要とされる高度で、
総合的な英語力を身に付けることを主眼とする。具体的にはTOEIC
L&Rテストの試験形式に沿った形で、リスニングおよびリーディン
グの力をさらに向上させることを中心とする。

言
語
系
言
語
応
用
ｂ
群

日本語表現技術

１年次前期の「スタディスキル」で学んだことを活かし、更に高度
な文章表現の技術、コミュニケーション技術を学ぶ。「スタディス
キル」では、特に大学生活で必要最低限の事項を優先的に学んだ
が、「日本語表現技術」では、より考えを深め、より効果的に表現
するためのスキルを身に付けることを目標とする。
　ライティング能力および論理的思考を身に付ける為の基礎的な演
習を行い、実用的にものを書くための基本論な事項について、また
論理的に書くとはどのようなことか、主張を明確に伝えるとはどう
いうことかを学んでいく。具体的には、文章の形式、構成法、主張
と論拠の立て方、文献の引用の仕方、テーマの深め方等を学び、学
期後半では報告やプレゼンテーションの発表、質疑応答等を行いな
がら、公的な場におけるコミュニケーションのスキルを学ぶ。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

プレゼンテーション技術

プレゼンテーションとは、単に人前に出て話せばいいというもので
はない。いかに「説得的に伝達するか」が重要な課題となる。その
為には「論理的に考え」「要点をまとめて整理し」「聞き手の立場
に立って表現する」という三つの要素と、これに付随する様々な技
術の修得を要する。
　本授業では、そうした基礎的な要素をふまえつつ、プレゼンテー
ションの事前準備から、シナリオの作成、伝達技術、そして質疑応
答に至るまでの、より高度なプレゼンテーション技術の修得を目標
とする。進め方としては、社会に出てからの実践にもつながる技術
上の知識やメソッドを学びながら、実際のビジネス分野でのヒット
商品の企画書やプレゼン資料などを読み解き、批判・批評的な意識
を高める。また、実際のプレゼン発表・質疑応答を通して、体系的
に技術を修得していく。

技術文章の書き方

技術者にとって研究報告書・論文・技術的なマニュアルの作成はコ
ミュニケーション手段の一つとして欠かせないことである。本科目
は技術者に必要な技術文章のまとめ方、マニュアルの作成方法をマ
スターし、ライティング技法も身に付け、卒業研究論文等の技術文
章を書けることを目的とする。具体的に、技術文章の構成、各専門
分野に関する専門用語、表やグラフの作成、技術文章の具体例（技
術報告書、取り扱い説明書等）を学習する。

身の回りの数学

高校から大学までの数学を三つの分野に分けて学ぶ。
第１分野（数、数式、図形の基本的な扱い）数の概念、数の表記、
数列の考え方、方程式の立て方、三角比と図形
第２分野（論理的な考え方、物事を整理し考える方法）
論理と思考、数え上げ、確からしさと確率、データの統計処理
第３分野（社会や自然に関する知識の基礎的な事柄の理解）
指数関数的増減と対数スケール、変化率と微分、面積と積分

実感する科学

身の周りや生活の中の自然現象や科学技術などを題材にして、自然
科学の基礎的な内容を学ぶ。原子一分子に始まり生命や地球まで、
この世界をつくる「物質」と、物質が動く源である「エネルギー」
を軸にして、物理・ 化学・生物一地学の４分野が、よく関連して
いることを感じてもらう。授業は、一方的に知識を詰め込む講義形
式ではなく、双方向的に進め、簡単な演示実験や動画も活用して、
「意味をつかむ」「考える」「体験や知識を互いにつなげる」 と
いつた姿勢で学ぶことの大切さを感じとってもらうことを目的とし
ている。そうした「知の実感」とともに、数量的なスキルを鍛える
計算や、数式とグラフの扱い方などの演習にも十分な時間をかけ
る。取り上げる題材は、物質と原子、 エネルギー、食事と栄養、
連度と加速度、地震と火山、汗はなぜ身体を冷やす、気象、遺伝、
ＤＮＡ、身近な電気、原子力発電、地球温暖化などである。

情報･ＡＩリテラシー
(情報基礎)

情報発信時と取得時における留意事項を理解するとともに、コンピュータと
ネットワークに関する様々な概念や応用技術を学び、それらを活用できる
能力を身につける。また、数理・データサイエンス・ＡＩに関して、それらが現
在進行中の社会変化に深く寄与しており、様々な留意事項があるものの、
多くの活用事例がうまれていることを学ぶ。さらに、実データ・実課題を用い
た演習など、社会での実例を題材として、データ加工・可視化・分析の方法
および機械学習の基本概念と活用法を習得する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

数
理
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報
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ＡＩとデータサイエンス
(情報応用)

ＡＩとデータサイエンス分野を取り巻く話題について取り扱うと共に、情報
系・工学系・サイエンス系・医療系などの各分野からの話題提供を交えて
講義を行う。 前半はＡＩとデータサイエンスに関する入門編、 基礎編、 実
践編として、データサイエンスの考え方、Ａlをめぐる動向や問題、 機械学
習の具体的手法、デイープラーニングの概要と手法について解説する。
後半は先に示した様々な分野からの具体的な話題提供により、課題レポー
トの作成を中心に指導する。授業全体をオムニバス形式で実施する。

（オムニバス方式／全15回）
（33．納富 一宏／1回）
科目ガイダンスとして、シラバス、授業予定、受講上の注意点、課題対応な
どについて説明する。
（38．塩野 直志／1回）
データサイエンス・AI序論について講義する。
（47．須藤 康裕／1回）
AIをめぐる動向としてソフトコンピューティングに関して講義する。
（46．前田 篤彦／5回）
AI分野の問題、機械学習の具体的手法、ディープラーニングの概要、
ディープラーニングの手法についてそれぞれ講義する。
（37．武尾 英哉／1回）
電気電子情報工学科におけるAIとDSの応用について話題提供を行い議
論する。
（49．杉村 博／１回）
「AIと家」と題してスマートホームに関する話題提供を行い議論する。
（48．三枝 亮／1回）
「AIとロボット」と題してロボットへのAI応用に関する話題提供を行い議論す
る。
（34．宮崎 剛／１回）
認識処理を活用した研究事例に関する話題提供を行い議論する。
（9．村田 隆／1回）
生物進化と最適化問題に関する話題提供を行い議論する。
（35．臼杵 潤／１回）
インターネットを介したデータ収集や収集したデータの分析や活用に関す
る話題提供を行い議論する。
（36．鈴木 聡／１回）
医療関係のAIやDSの活用に関する話題提供を行い議論する。

オムニバス方式

キャリア設計Ⅰ

大学生活において目標設定 やその計画が大切である。この授業で
は学習や学生生括の目標の設定やそれに向けての計画を具体化する
ことを目的として援業を進める。特に最近の就職活動に早期化にも
対応し、社会情勢や働くこと、仕事の種類などについても企業の協
力を得て実践的に理解を探める。自ら大学生活の目標設定ができる
ようになることを目標とする。

キャリア設計Ⅱ

前年度の学習や学生生活を振り返り、今年度の取り組みの目標設定
や進路選択に向けての知識を修得することを目的として開講する。
大学での学習と社会や企業との関わりを業界や職種と関連ずけて理
解を深め、学びの意義や大切さを再確認する。また、自分自身を文
章で表現手法やコミュニケーション力の大切さ、課題解決の手法な
どをグループワークを通して修得する。インターンシップと本科目
を連動することでより効果的な学習が実践できます。

キャリア設計Ⅲ

大学での各専門学習と社会や企業との関わりを業界や職種と関連づ
けて企業の協力を受けながら理解を深め、将来の進路選択や設計に
必要な知識やスキルの修得を目的として開講する。特に理系人材に
企業が求める能力や行動について企業での事例をもとにケースス
ターディを通して理解する。各種インターンシップや産学連携プロ
ジェクトと本科目を連動することでより効果的な学習が実践できま
す。

社会人に向けての準備講座

新年度から企業人となる前に企業人1年生として必要な行動やマ
ナーを理解すること、職場におけるマナーや仕事に関わる法律など
を具体的に取り上げ企業人として必要なスキルを身につけることを
目的としている。また、人生設計などやお金に関わる問題なども具
体事例をもとに理解を深める場面も設け卒業後の生活についてもそ
の意義を明確にすることも開講の目的としている。授業はグループ
ワークや演習などを盛り込み体験的に授業を進める。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

企業特別講座

この講座は企業からの寄付講座として開講します。企業が取り組む
製品開発製造・プロジェクトなどの事例をもとにそれらの業界で何
が行われているか、そのような取り組みが社会や生活に対してどの
ような効果が期待されるかなどを企業からの講座を通して実体験的
に理解します。また，大学での学びがどのように活用されているか
など具体的な事例や製品をもとに学び今後の進路や学ぶに活かせる
ようなことをこの講座から学びとり各自のスキルとしてもらいた
い。

インターンシップＩ

就職にむけて自分にとってなにが必要かなどを具体的に理解できる
機会である。この科目では 単独あるいは複数企業における評価を
伴う就業体験３日間以上の取り組みをもとに前述の理解を深めるこ
とを目的として開講する。年度初めのオリエンテーション事前学習
企業における就業体験 さらに事後学習で授業が構成されている。
目的意識を持ってこの科目を受講することを希望する。

インターンシップⅡ

インターシップは大学での学習や体験が社会や企業でどのように繫
がっているのか，また，就職にむけて自分にとってなにが必要かな
どを具体的に理解できる機会である。この科目では 単独企業にお
ける評価を伴う就業体験１０日間以上の取り組みをもとに、企業の
取り組み 働くことや就職することの意義、 専門学習の活用などに
ついて実践的に理解を深めることを目的として開講する。 年度初
めのオリエンテーション事前学習 企業における就業体験 さらに事
後学習で授業が構成されている。 目的意識を持って履修すること
を希望する。

課題解決型
インターンシップ

企業における身近な課題や新しいサービスや製品の改善などをテー
マに学習する専門領域の枠を超えて学生が連携して課題に取り組む
インターンシップである。　企業から投げられた課題をグループで
理解し　計画、実践、メンバーや企業とのコミュニケーションをも
とに社会人基礎力を実践的に育成する目的も合わせ持った科目であ
る。

産学連携プロジェクト

座学と企業と連携したプロジェクトを連動した科目構成である。イ
ンターンシップを経験したことのある学生向けの科目と位置付け
る。　社会人基礎力　SDGsの考え方　社会人マナー　企業研究の手
法などを理解し、実際に企業と連携した調査・ものづくりなどの
テーマを学部横断的な学生グループで取り組む。　取り組みではプ
ロジェクトの進め方・役割分担・コミュニケーションなども実践的
に学び、専門的な知識やスキルの実践的な活用についても理解を深
める。

微分積分学Ⅰ-ｃ

高等学校で数学Ⅲの「関数の極限」「微分」「積分」の範囲を学ん
でいないことを前提に、 1 変数関数の微分法と積分法の基礎を学
ぶ。授業は週2回、講義と演習を織り交ぜて行う。
１ ．数列と数列の極限
２ ．指数関数・対数関数・三角関数の定義と性質
３ ．関数の極限と導関数の定義
４ ．基本関数の導関数
５ ．合成関数と逆関数
６ ．導関数の計算法
７ ．高次導関数
８ ．テイラー展開
９ ．不定積分の概念と基本性質、計算法
10 ．定積分の概念と基本性質、計算法

線形代数学Ⅰ-ａ

平面上のベクトル、空間内のベクトルおよび空間内の平面の方程式
について学ぶ。その後、行列の基本的性質とその応用として ２元
および３元連立 １次方程式の解法について学ぶ。次に行列式を扱
う。特に４次までの行列式については計算ができるようにする。以
上の計算では、行列の行基本変形が重要である。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

確率統計

（「微分積分学Ⅰ」および「微分積分学Ⅱ」の単位を修得している
ことが望ましい）
実験や調査の計画や得られたデータの解析には、数理統計学の知識
が必要である。そこで、確率・統計の基本的な考え方、一般的な理
論についての講義を行う。また、演習を通じてデータの処理、分析
に関する方法の基礎を学ぶ。
１ ．確率の基本事項
２ ．母集団と標本
３ ．いろいろな統計量
４ ．統計量の推定と検定
５ ．相関係数と回帰直線

基礎化学Ⅰ-ａ

物質に対する理解を深めるために化学の基礎について講義し、関連
する専門科目を学習するにあたって、導入となる基礎的知識を与え
る。講義は高校で化学を履修していないか、高校での化学に関する
理解が十分でない学生を対象としたもので、その内容は次の項目に
関するものである。原子（同位体、原子量、モルの概念、原子と元
素、原子スケ－ルなど）、原子の構造（原子スペクトル、原子模
型、波動方程式など）、周期律（巨視的性質と原子レベルでの性
質、元素の分類、元素の性質に見られる周期性など）、化学結合
（イオン結合、共有結合、分子軌道、分子間に働く力など）、物質
の３態（気体、液体、個体）、気体の性質（ボイルの法則、理想気
体の状態方程式など）。

基礎化学Ⅰ-ｂ

物質に対する理解を深めるために化学の基礎について講義し、関連
する専門科目を学習するにあたって、導入となる基礎知識を与え
る。講義は高校で化学を履修し、高校レベルでの化学をかなり理解
している学生を対象としたもので、その内容は次の項目に関するも
のである。原発事故と放射能、元素の起源と原子の構造、光の粒子
性と電子の波動性、シュレディンガー方程式、箱の中の粒子のエネ
ルギー、水素原子の波動関数とエネルギー、古典論による化学結合
と混成軌道、分子軌道法の初歩、固体の構造と電子軌道、物質の量
と濃度、酸と塩基、酸化と還元。

基礎化学Ⅱ-ａ

前期「基礎化学Ⅰ」で学んだ基礎概念を基に、日常生活に関係の深
い事柄を例に取り上げながら、熱力学を中心に物質の状態変化との
関係、化学的テ－マともいうべき化学反応とその平衡の取り扱いに
まで拡張する。講義は前期の場合と同様、高校で化学を履修してい
ないか、高校での化学に関する理解が十分でない学生を対象とした
もので、その内容は次の項目に関するものである。気体の性質（実
在気体の状態方程式など）、熱力学（熱と仕事、エンタルピー、エ
ントロピーなど）、物質と状態の変化（気体、液体、固体など）、
化学反応と平衡（反応機構、活性化エネルギー、化学平衡など）、
酸と塩基（酸、塩基、中和反応など）、酸化還元と電池（酸化と還
元、イオン化傾向、電池など）。

基礎化学Ⅱ-ｂ

前期「基礎化学Ⅰ」で学んだ基礎概念を基に、日常生活に関係の深
い事柄を例に取り上げながら、熱力学を中心に物質の状態変化との
関係、化学反応とその平衡の取り扱いにまで拡張する。講義は前期
の場合と同様、高校で化学を履修し、高校レベルでの化学をかなり
理解している学生を対象としたもので、その内容は次の項目に関す
るものである。気体分子運動とエネルギー、運動の自由度と内部エ
ネルギー、ワンデアワルスの状態方程式、熱力学第一法則、内部エ
ネルギーとエンタルピー、等温可逆過程と断熱可逆過程、カルンー
サイクル、クラジウスの関係、エントロピー。

基礎力学Ⅰ-ａ

「基礎力学Ⅱ-ａ」、「基礎力学Ⅱ-ｂ」、「基礎力学Ⅱ-ｃ」、
「基礎力学Ⅱ-ｄ」とあわせて物理学の一分野である力学をその内
容とする科目である。力学はわれわれの身の回りの物体にはたらく
力とその力によって生じる運動の法則を主として扱う学問であり、
物理学の他の分野の基礎であるばかりでなく、工学の基礎にもなっ
ている。具体的には基本原理であるニュートンの運動の法則を基に
して種々の力学現象を学ぶ。本科目「基礎力学Ⅰ-ａ」では簡単な
例を通して運動の法則、力学的エネルギー保存の法則、運動量保存
の法則などを学ぶ。なお、本科目「基礎力学Ⅰ-ａ」は高校で物理
を全く学習していない学生、あるいは高校での物理や数学のベクト
ルや微積分の学習が十分でなかった学生を対象とする。週に 回の
講義（演習を含む）を通じて、基礎的な事項の修得を目標に学習を
行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

基礎力学Ⅱ-ａ

「基礎力学Ⅰ-ａ」、「基礎力学Ⅰ-ｂ」、「基礎力学Ⅰ-ｃ」、
「基礎力学Ⅰ-ｄ」に引き続いて力学についての講義を行う。本科
目「基礎力学Ⅱ-ａ」では円運動、単振動、剛体の力学を学ぶ。な
お、本科目「基礎力学Ⅱ-ａ」は高校で物理を全く学習していない
学生、あるいは高校での物理や数学のベクトルや微積分の学習が十
分でなかった学生を対象とする。週に１回の講義（演習を含む）を
通じて、基礎的な事項の修得を目標に学習を行う。

基礎電磁気学Ⅰ-ａ

「基礎電磁気学Ⅱ-ａ」、「基礎電磁気学Ⅱ-ｂ」とあわせて物理学
の基礎的な分野である電磁気学について講義する。とりわけ、電界
や磁界などの「場」という概念の修得を重視して講義を行う。本科
目「基礎電磁気学Ⅰ-ａ」では「静電気」と「直流回路」の分野を
学習する。なお、本科目「基礎電磁気学Ⅰ-ａ」は高校で物理を全
く学習していない学生、あるいは高校での物理や数学のベクトルや
微積分の学習が十分でなかった学生を対象とする。週に１回の講義
（演習を含む）を通じて、基礎的な事項の修得を目標に学習を行
う。

基礎電磁気学Ⅱ-ａ

「基礎電磁気学Ⅰ-ａ」、「基礎電磁気学Ⅰ-ｂ」とあわせて物理学
の基礎的な分野である電磁気学について講義する。とりわけ、電界
や磁界などの「場」という概念の修得を重視して講義を行う。本科
目「基礎電磁気学Ⅱ-ａ」では「磁界」と「電磁誘導と交流」の分
野を学習する。なお、本科目「基礎電磁気学Ⅱ-ａ」は高校で物理
を全く学習していない学生、あるいは高校での物理や数学のベクト
ルや微積分の学習が十分でなかった学生を対象とする。週に１回の
講義（演習を含む）を通じて、基礎的な事項の修得を目標に学習を
行う。

地学概論Ⅰ

「地学概論Ⅰ」では、地球上で現在起こっているいろいろな自然現
象、ならびに地球誕生から現在までの４５億年の間に起きたさまざ
まな自然現象について学ぶ。地球表層部の構成とその歴史的発展を
テーマとした地質学、現代という断面での地球の力学的構成の解明
をテーマとした地球物理学について講義する。さらに、地形学、気
象学についても扱い、グローバルな視点で地球環境を考える。授業
は通常の講義形式で行うが、野外巡検を１回開催する。

地学概論Ⅱ

「地学概論Ⅱ」では、宇宙で起こっているさまざまな現象、太陽と
太陽系惑星空間、恒星の内部構造と進化、中性子星やブラックホー
ル、銀河、クエーサーと活動銀河核などについて扱う。天文学、宇
宙科学の進展は目覚ましく、従来の地上観測による可視光や電波に
加え、衛星によるＸ線、γ線の広い波長域での観測が行われてい
る。太陽観測衛星「陽光」「SOHO」やハッブル望遠鏡、すばる望遠
鏡など、最先端の天文学の知見を全般的に平易に概観する。そして
宇宙での現象の多様さと不思議、その疑問を解明しようとした人間
の努力と叡知を辿り、宇宙観の変遷と「宇宙の中の人間」について
も考えていく。

物理・化学ユニット
プログラム

物理と化学の基礎実験をおこなう本科目では、学生が自ら深く考
え、実験を遂行することを重視する。簡単なガイダンスに基づいて
の実験の遂行データの扱い方、データの整理と分析、レポート作成
を通して、物理、化学という自然科学の一端に触れ、技術者、研究
者としての基礎を培うことをねらいとする。物理実験は、基本的な
物理量の測定を通して、物理学における実験の基礎的な手法を学ぶ
とともに、力学や電磁気学の講義の内容の理解を深めることを目的
とする。化学実験は、日常生活における身近なテーマを選び、それ
により実験の基礎的操作を修得することを目的とする。

データサイエンス
プログラム入門

〔微積分学Ⅰ-ｃの内容を理解していることを前提に講義を行う〕
現在の統計解析は統計解析用ソフトを用いるのが一般的である。本
講義では、統計学の基本的な知識である平均や標準偏差、点推定、
区間推定検定などを学び、Excelを用いて基本的なデータの集計や
基本的な統計解析手法を実際に行う。さらに、統計解析で良く用い
られているソフトである「R」や「Python」の基本的なプログラミ
ングなどを学んだ上で、実際に簡単なデータの収集、整理、解析の
方法が身につくような講義を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分
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門
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統計データ解析基礎

〔データサイエンスプログラム入門を履修したことを前提に講義を
行う〕
実験などで得られたデータを扱うためには、統計学的な手法を用い
て解析を進めることが多い。データサイエンスプログラム入門で
は、主として １ 変数の統計手法について学んできたが、本講義で
は ２ 変数以上のデータの取り扱い方について講義を行う。多変量
解析の基本的な手法である回帰分析や主成分分析などについて学
び、実際にネット上から手に入れられるデータを用い、「R」や
「Python」などの統計解析ソフトにより解析の方法が身につくよう
な講義を行う。

応用化学概論

応用化学概論では、応用化学生物学科の教員が各コースの学びと研
究分野について、高校での化学の学習内容を踏まえた上で、工学的
な視点から講義を行います。化学産業において活用されている事
例・内容や科目群との関係を理解することで、応用化学生物学科の
カリキュラムの特徴と、卒業研究での分野について具体的に把握す
ることを目的とします。
また、演習やグループワークなどにより、工学部で学ぶにあたって
の目的意識を涵養し、課題調査方法や学習計画方法、学ぶことで身
につくもの、化学分野でのアプローチ手法などを確認・修得してい
きます。
これらを通じて、工学部における課題発見、課題解決能力の素地を
身に着けていきます。

10．森川浩：12回　13．大庭武泰：3回

共同
講義：15時間
演習：15時間

生物工学概論

生物工学概論では、応用化学生物学科の教員が各コースの学びと研
究分野について、高校での生物の学習内容を踏まえた上で、工学的
な視点から講義を行います。バイオテクノロジー産業において活用
されている事例・内容や科目群との関係を理解することで、応用化
学生物学科のカリキュラムの特徴と、卒業研究での分野について具
体的に把握することを目的とします。
また、演習やグループワークなどにより、工学部で学ぶにあたって
の目的意識を涵養し、課題調査方法や学習計画方法、学ぶことで身
につくもの、生物分野でのアプローチ手法などを確認・修得してい
きます。
これらを通じて、工学部における課題発見、課題解決能力の素地を
身に着けていきます。

1．飯田泰広：12回　2．市村重俊：3回

共同
講義：15時間
演習：15時間

有機化学

生物は,外部から物質を摂取し, また, 必要とする物質をつくるこ
とにより, 自らの生命活動を維持している。近年の科学の進歩によ
り, 今まで困難とされてきた生命現象の仕組みを分子のレベルで理
解することが可能になってきた。基本的に, 生物によって作り出さ
れる物質は有機化合物とよばれ, 炭素を中心に水素, 酸素, 窒素な
どの原子からなる化合物である。本講義では, 生命科学を学ぶのに
必要な有機化学の基礎(価電子, 電気陰性度, 化学結合, 官能基，
構造式と物理的性質の相関など)について学ぶ。われわれの周辺に
ある多種多様な有機化合物のうち, 特に炭化水素（アルカン、アル
ケン、アルキン、芳香族化合物）を取り上げ、命名法、異性体、共
鳴構造、アルケンの付加反応、芳香族化合物の求電子置換反応を中
心として学修する。

分析化学

分析化学は、物質の構成成分を定性的および定量的に追求し、その
物質の物理的および化学的状態を究明するための学問である。本科
目は分析化学における知識・技術を修得し学力向上を図るととも
に、様々な化学的事象に対して分析化学的視点から思考できるよう
な応用面での学力育成の足がかりにしたい科目である。また本学科
のすべての専門科目の基礎ともなる重要な科目である。「分析化
学」では、以下の内容の講義を行う。1項.分析化学とは、分析法の
種類, 2項.単位と分析値の評価法、統計処理, 3項.濃度の表現法、
質量作用の法則, 4項.電解質の電離、緩衝液, ５項.酸塩基平衡、
中和滴定, ６項.沈殿平衡７項.錯生成平衡
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

生化学Ⅰ

生命活動は、外界と区切られた小さな「細胞」という空間の中で、
無生物である何千種類もの化学物質が純粋に物理法則に従い、化学
反応を行うことで営まれている。生化学とは、生命活動に関わる分
子とその反応を対象とする化学である。生化学Ｉでは、生命とは何
か、生体と水溶液、生体と熱力学の法則を理解することに始まり、
生体分子である①アミノ酸、ペプチド、タンパク質、②核酸
（DNA、RNA）、③糖類、④脂質、⑤酵素についてその構造と機能を
深く理解する。

生化学Ⅱ

動物は、植物や他の動物を食餌によって摂取し、これに含まれる栄
養素をもとにしてエネルギーを生み出すと共に、自らをつくり、生
命活動を維持している。生化学Ⅱでは、三大栄養素と呼ばれる糖
質、脂質、タンパク質を中心に、これらの生体成分が細胞内で分解
されたり再構築されたり、またはエネルギーに変換されたりする
『代謝』について学ぶ。代謝には、いくつもの化学反応が連続的に
起こる経路がある。個々の代謝経路について学修すると共に、各反
応が細胞のどこで起こり、生成物がどのように利用されて生命活動
の維持に寄与するのかを一連の流れで学ぶ。

物理化学基礎

自然界を支配している法則を「物理化学基礎」で学ぶことによっ
て、物質の性質や化学変化を理解できるようにする。
「物理化学基礎」では、物質量、SI単位を学んだ後、
（ 1 ）気体の性質
完全気体の状態方程式
気体の分子運動論
化学量論、混合気体
実在気体
（ 2 ）熱力学第一法則
エネルギーの保存
内部エネルギーとエンタルピー
（ 3 ）熱化学
物理変化
化学変化
（ 4 ）熱力学第二法則
エントロピー
ギブズエネルギー
（ ５ ）純物質の相平衡
相転移の熱力学
相図
を講義する。演習課題を自ら解くことで基礎力を身につけ応用力の
向上を図る。「物理化学基礎」は 2 年次後期の「溶液の性質と熱
力学」に継続する。

化学工学基礎

物質の化学的な性質を応用して工業製品の製造、開発に携わるのが
化学技術者であるため、化学工学は不可欠である。化学工学の基礎
となる下記の基本的な事項の修得を目的とする。
1 ）種々の物理量を扱うために必要な単位およびその換算方法
2 ）化学反応式を用いて目的の製品を得る際に必要となる原料やエ
ネルギー量およびその収支（化学工学量論）
3 ）化学平衡、気液平衡、固液平衡、蒸気圧などを製品の製造に応
用する方法の基礎（平衡論）
4 ）熱、物質、運動量の移動速度の基礎（移動論基礎）
5 ）化学反応速度論を使って必要な装置の大きさを求める方法の基
礎（速度論）
6 ）蒸留塔、ガス吸収塔の設計の初歩

専
門
基
幹
科
目

地球と生命の元素

無機化学に関連する典型元素の特性に関して学習する。この科目を
履修すると、典型元素で構成される化合物の構造、特性と元素の特
性との関連、さらに、化合物の諸物性を考えるのに有効な基礎知識
が身に付く。今後、「身の回りの金属元素」、「金属元素の化
学」、「エネルギー化学入門」、「エネルギー材料化学」を学習す
るためにも必須な基礎知識となる。具体的には、1項.元素の電子配
置と性質, 2項.典型元素の周期性と電子配置の関係, 3項.水素、炭
素、窒素、酸素等の非金属元素の特性とその化合物, 4項.1 族、 2
族の金属元素の特性とその化合物, 5項.13 ～1８族元素（p-ブロッ
ク元素）の特性とその化合物
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

非金属元素の化学

非金属元素を中心にし、無機化学の基礎的なことがらについて学
ぶ。すなわち、はじめに物質を構成する基本粒子である原子の構
造、元素の性質、元素の周期性と電子配置の関係、そして化学結合
に関することを学習する。これらは実際の無機化合物の構造や性質
（反応）を理解する上で必須な知識である。1項.原子の構造と周期
律①物質と原子、②原子核と電子構造、③電子配置と周期表, 2項.
元素の性質①イオン化エネルギー、②電気陰性度、③イオンの電子
配置, 3項.化学結合①イオン結合とイオン結晶、②共有結合と分子
構造、③金属結合、④水素結合, 4項.非金属元素   ①水素、②窒
素、③酸素、④フッ素、など

身の回りの金属元素

本講義では、「地球と生命の元素」や「非金属元素の化学」に引き
続いて、遷移金属元素（周期表で 3 族～12族の元素）に関する以
下の項目について学習する。
1 ．遷移金属元素の特性
2 ．金属錯体の特性と反応
3 ．鉄族、銅族、亜鉛族元素の特性とその化合物
4 ．金属元素に関する新しい研究領域
1 ～ 3 の学習により、遷移金属元素に関係する基礎を修得し、4の
学習により金属元素と専門科目との関連について理解を深める。

金属元素の化学

「地球と生命の元素」や「非金属元素の化学」に引き続いて、主に
遷移金属元素（周期表で 3 族～12族の元素）に関する以下の項目
について学習します。
1 ．金属元素の性質
2 ．金属元素と非金属元素とのさまざまな結合理論
3 ．金属錯体の構造、反応と磁性
4 ．結晶とＸ線回折
5 ．金属元素に関する新しい研究領域
1～4の学習により、遷移金属元素に関係する基礎を修得し、5の学
習により金属元素と 専門科目との関連について理解を深めること
ができます。

医薬品の効果と反応

この科目では有機化合物を官能基別に見て、系統的に解説する。前
半1/3では高校で学んだ有機化学の復習・補完を兼ねて基礎的事項
を改めて説明するとともに、それらをまず十分に理解させて覚えさ
せる。後半2/3では官能基別に見た典型的な有機反応を取り上げて
説明し、演習を交えて理解させる。本科目の到達目標は、有機化合
物を官能基別に見て分類し、この分類ごとに次のことができる。1.
酸性・塩基性・中性、溶解性、極性・非極性、化学反応性など、典
型的な性質を示すこと。2.代表的な化合物を列挙すること。3.これ
らの化合物を慣用名とIUPAC命名法の両者を用いて命名すること。
また、その逆もできる。4.典型的な有機反応を列挙し、化学量論に
基づく収支計算ができる。

有機官能基の化学

有機化合物を官能基別に俯瞰し、それらの基礎的性質ならびに反応
について講義する。この講義ではそれらの内容を掘り下げ、さらに
合成反応への応用を念頭において、代表的な反応については反応機
構についても詳細に論じる。
1 .有機化合物の官能基による分類と化合物例、慣用名とIUPAC命
名、物理的・化学的性質
  アルコール、ケトン、アルデヒド、 カルボン酸および誘導体、
スルホン酸、ニトロ化合物
2 .有機化合物の反応および反応機構
　2 - 1 .アルコール
  2 - 2 .アルデヒド、ケトン
  2 - 3 .カルボン酸および誘導体
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

化学反応はなぜ進行する
のか

無機化合物か有機化合物であるかを問わず、自然界を支配している
法則を「物理化学」で学ぶことによって、物質の性質、化学変化、
化学反応を理解できるようにする。「物理化学」の基礎知識を講義
および講義中に実施する演習を通して確実なものとする。
「化学反応はなぜ進行するか」では、
（ ０ ）量と単位
ものの状態・物理的状態・圧力・温度・物理量
（ 1 ）気体の性質
状態方程式
（ 2 ）熱力学第一法則
エネルギーの保存
内部エネルギーとエンタルピー
（ 3 ）熱化学
物理変化
化学変化
（ 4 ）熱力学第二法則
エントロピー
ギブズエネルギー
（ ５ ）純物質の相平衡
相転移の熱力学
相図
を講義する。

化学反応の応用技術

さまざまな化学製品（繊維、医薬品、プラスチック、ゴム、食品
等）を製造するには、反応、分離、精製などの各種プロセスを統合
し、最適なシステムを設計・製作・運転する必要がある。本科目で
は、これらを取り扱う学問である化学工学の基礎と役割を学ぶとと
もに、物性、収支、平衡、反応といった化学工学に必要な基礎知識
を理解し、化学プロセス設計の基礎を学ぶことを目的とする。具体
的には化学反応、物理化学、化学工学等の知見が化学工業におい
て、実際にどのように活用されているか、またそれらが如何に重要
であるかを修得することを目標とする。

バイオ工学基礎

バイオテクノロジーは、生物・化学・物理が融合する分野であるた
め、専門的な学びを深めるには論理的な思考に基づいた数学的な扱
いが不可欠である。本講義で利用する数学は基礎的なものが多い
が、他のさまざまな講義および学生実験につながる重要なものであ
る。身近な化学的、物理的な事例を多数利用することで、客観的な
指標となる数値化の手法を身に付けてもらうとともに、その重要性
についても学んでもらう。また、図表の作成法、利用法についても
あわせて学ぶ。

生物無機化学

生物無機化学は，生命現象を無機化学の視点から考える学問であ
る。これまでの研究により，生体内の有機化合物が織りなす生命活
動を維持するためには，多種類の無機元素，特に金属元素の存在が
不可欠であることが明らかになっている。光合成生物の電子伝達経
路やミトコンドリアの呼吸鎖において，電子の動きはATP合成を可
能にするプロトンポンプと連動し，鉄や銅を含むタンパク質[シト
クロム, 鉄-硫黄タンパク質, プラストシアニン]に運ばれる。緑色
植物に見られる酸素発生をともなう水分解中心では，マンガンの化
学が生物学的に巧みに使われている。
　本講義では，生命に関係が深い無機元素の生体内での典型的な役
割や重要性について理解することを目的とする。さらにタンパク質
の特性を考える上で必須な錯体に関する基礎知識についても学修す
る。

生物有機化学

生命活動を含めた多くの生化学現象では、核酸、タンパク質、糖、
脂肪などの様々な有機化合物が関与している。これらの物質の機能
は、特有の物理的・化学的な構造と、化学的反応性に基づいてい
る。本講義では、酵素の触媒作用など、多くの生化学的現象を分子
レベルで理解するために、生命現象にかかわる物質の構造と機能に
関する基礎を有機化学の観点から講義する。特に、有機化合物の機
能を表す構造上の特徴である官能基を持つ化合物（アルコール、
フェノール、エーテル、アルデヒド、ケトン、アセタール、ヘミア
セタール、カルボン酸、エステル、酸無水物、酸ハロゲン化物、ニ
トリル、アミド、アミンなど）について、その有機反応を例にとり
説明し、生体物質を理解する上での基礎的事項を解説する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

バイオ物理化学Ⅰ

物理化学は、物理の理論や測定法を化学に応用した学問分野であ
り、バイオテクノロジーとも密接に関連する。そのため、さまざま
な現象の本質を理解、定量的に表現するだけでなく、現象を積極的
に応用するための重要な基礎科目となる。本講義では、熱力学の基
礎的な内容を利用して、気体・液体・固体の性質、化学反応、相平
衡、エネルギー等について学んでもらう。これらは主に平衡論に関
する内容であり、「バイオ物理化学Ⅱ」、さらには各種専門科目へ
つながるものである。

バイオ物理化学Ⅱ

生命現象を理解する上で、熱力学、反応速度論、量子論、分子分光
学などの物理化学の基礎知識は必須である。本講義では、タンパク
質や核酸などを題材に、物理化学の概念を学修することにより、生
命科学に対して物理化学がどのような定量的な見方を与えてくれる
かという視点を理解することを目指す。さらに、生命科学の分野で
使用されている分析機器の原理を理解するうえで必要な物理化学の
基礎知識の修得も目指す。

微生物学

微生物はその実態が知られる遥か昔からパンや酒造りなどに利用さ
れている。また、近年の遺伝子工学技術により新しいバイオテクノ
ロジーの基礎となった生化学や分子生物学、細胞生物学などの成果
の多くが微生物の研究から生み出されている。本講義では、バイオ
の基礎になる微生物に対する基礎を修得することを目的としてい
る。具体的には、微生物の基本的な取り扱い方法、微生物の種類や
構造およびその特徴、病原微生物や有用微生物、および微生物利用
について学修する。

分子生物学

分子生物学は、生命現象を分子のレベルで理解することを目的とし
ており、組換えDNA技術の創出により急激な進展を見せ、その普遍
性の高さから、現在、生物学の中心的領域となっている。
この講義では、染色体の構造と機能や、遺伝子発現の機構、遺伝情
報伝達の仕組み等を分子レベルで理解する。また、細胞生物学を分
子レベルで理解し、シグナル伝達や細胞周期など、細胞における生
理機能について学ぶ。

細胞生物学

生命の基本単位は細胞である。地球上には１億もの生物種が存在し
ているといわれているが、すべての生物は細胞から成り立ってお
り、細胞の営みによって “いのち”が育まれている。近年、細胞
の営みは、物質の構造と機能といった化学的な見方で解明されつつ
あり、その基本的な仕組みは生物間で驚くほど共通していることが
わかってきた。本講義では、細胞を構成している物質群と、それら
が集まって構築された細胞小器官の構造と機能について概説した
後、細胞が生きていく上で必要な物質やエネルギーを細胞自らが生
み出す仕組みや、細胞膜で囲まれて孤立している細胞が外界からの
様々な情報を得て役割を果たす仕組みについて概説し、細胞とは何
かの理解を深める。

遺伝子工学

遺伝子工学は、医学、薬学、理学、工学、農学関連の様々な分野で
盛んに利用されており、その基礎知識を修得することはバイオ技術
者に必須になっている。本講義では、遺伝子工学で使用する試薬、
酵素類、細胞の設計図であるDNAやRNAの抽出精製方法、原核生物と
真核生物の遺伝子工学的な違い、DNAの複製と塩基配列を解析する
クローニング技術、遺伝子導入法、タンパク質を発現させる発現系
の構築や発現抑制と促進、遺伝子の改変と変異導入法、タンパク質
発現後のダウンストリーム技術、トランジェニック植物や動物・遺
伝子診断や治療・再生医療などの応用分野について修得する。ま
た、遺伝子工学において配慮するべき工学倫理や遵守すべき
法規、必要な施設についても修得する。

専
門
応
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化学反応工学

化学反応工学では、化学反応をいかに起こすかという点に関心を寄
せた工学的基礎知識の修得を学習目標とする。本科目では、反応速
度を成分濃度、温度の関数として表記し、単一反応、複合反応を対
象とし、反応の見方（数式モデル）を構築することに最大の関心を
払う。また、反応器設計の基礎を修得すべく、反応モデルを回分反
応器、押出し流れ反応器、完全混合流れ反応器に適用し、反応器規
模、流量を決定する手法についても学習する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

化学技術と分離操作

化学工業では混合物から目的の物質を分離することが重要である。
そのため化学工場の装置の大部分は分離精製のための装置である。
平衡関係の差を利用して物質を分離する装置の代表的なものは蒸留
装置、ガス吸収装置である。これの装置の設計方法は物質収支と平
衡関係を組み合わせた方法、物質収支と衡関係と物質移動速度を組
み合わせた方法に大別される。蒸留、ガス吸収で使う液平衡の表し
方と装置の設計法を講義する。「化学技術と分離操作」を学ぶこと
によって種々の分離装置への応用能力、デザイン能力の修得が期待
される。

化学と生活入門

商品から学ぶ化学の基礎を中心に、我々の生活を支える化学製品や
化学現象を概説する。これらをもとに、大学化学の基礎（有機化
学、無機化学、物理化学）を学んだ土台に立ち、高校化学より一段
深い視点で理解を深め、自ら説明できるようになることを目標とし
ている。商品や化学現象の具体的例として、有機化学の視点からワ
イン成分やプラスチックを、無機化学の視点かポット洗浄剤や真珠
を、物理化学の視点から排気ガス浄化や梅酒製造（浸透圧）を説明
し、これらが化学変化・化学の性質が巧みに機能していることを理
解する。

マテリアル反応化学

よく知られた生活製品の原材料に視点を当て、化学的視点からの特
長・他材料との相違点について学修し、理解を深めることを目標と
する。並行して、製造する仕組みを化学反応の1つとして捉え、理
解することも学修目標とする。
（オムニバス方式／全１５回）
11．山口　淳一：7回
前半では「有機化学・有機化合物」に焦点を当て、低分子化合物か
ら高分子化合物に渡る解説を行う。
5．茂野　交市：８回
後半では、「無機化学・無機化合物」に焦点を当て、生活内で使わ
れる無機化合物について解説を行う。

オムニバス方式

ライフ材料化学

我々の生活で活用されている各種化学製品の製造に焦点を当てて学
ぶ科目です。製品の製造に必要な化学反応そのものだけではなく、
同時に起こる副反応および不純物への対応方法について、有機化
学、無機化学、物理化学、化学工学の視点から概説します。また、
製品の利用に伴う環境への影響やリサイクル方法についても学びま
す。これらの学びを通し、化学製品が社会に与えるインパクトにつ
いて理解し、持続可能な開発について化学の視点から理解できるこ
とを目標とします。

高分子科学

高分子化合物は、生命体はもとより日常生活や産業活動に不可欠な
材料であるばかりでなく、今後の新しい技術開発の基礎材料となる
ものである。本講義では、現代の高分子科学を理解する上で必要不
可欠な基礎的事項を正確に修得するために、“高分子とは何か”の
基本を、高分子の構造、物性、合成の全般にわたって系統的に説明
し、理解することを目指す。
１ ．高分子とは何か
２ ．高分子科学と高分子工業の歴史
３ ．高分子の合成
４ ．高分子の構造
５ ．高分子の力学的特性
６ ．高性能高分子概論
７ ．機能性高分子概論

エネルギー化学入門

この科目ではエネルギーと化学の関わりについての基礎を学びま
す。ここでの学びが他のエネルギーに関する科目の理解に役に立ち
ます。具体的には下に示す項目を学習します。
（ 1 ）エネルギー（熱、電気、光、化学）の相互変換による、エ
ネルギーの産生と物質合成、
（ 2 ）資源の循環、効率的な利用とそれを実現する化学技術、お
よびエネルギー的視点からの評価、
（ 3 ）エネルギー化学に関連する社会や産業界の現状
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

エネルギー材料化学

エネルギーを生みだすためにさまざまな材料が用いられ、組み合わ
されています。それらの多くは結晶質の固体材料です。 「地球と
生命の元素」や「非金属元素の化学」、および「身の回りの金属元
素」や「金属元素の化学」で学んだ知識を土台とし、結晶質の固体
材料に関する次の項目を主に学習します。
（ 1 ）結晶の構造
（ 2 ）格子欠陥
（ 3 ）Ｘ線解析法
（ 4 ）状態図

化学プラント工学

私たちの身の回りには、燃料、プラスチック製品、医薬品、化粧
品、半導体など、生活に必要不可欠な製品が多い。これらは化学工
業によって製造・生産されたものであり、複数の様々な化学装置
（化学プロセス）が組み合わされた化学プラントから成る。化学プ
ラントは安定して、安全に、かつ経済的に操業されることが必要
で、その目的に適ったように設計されている。設計に使われている
知識で中核をなすのが化学工学である。設計に関する仕事の流れと
その概要を理解し、設計の仕事がどのようなものであるか、化学工
学が実際の仕事にどのように使われているかを理解することを目的
とする。また、実際に稼働しているプラントを例にしたプラント設
計の演習を通じて、その理解を促進し、設計能力が身に付くことを
目指している。

エネルギーシステム
デザイン

化学製品の生産では、反応・物質移動・熱移動を組み合わせたさま
ざまな操作を利用している。また、これらすべての操作はエネル
ギーの投入で実現されている。この授業では、化学システムをエネ
ルギーの視点からみながら、各要素がいかに化学システム全体を作
り上げているかをみる。化学システムでの物質の変化に伴うエネル
ギー変化を、図を用いて視覚的に把握する方法および得られた図か
らシステムの特徴を読み解く方法、さらにはシステムの改善方法を
見つける方法について講義および演習を行う。

応用微生物学

微生物をヒトとの関わりで考えると、①種々の疾病をもたらす病原
微生物群、②発酵食品、栄養食品、嗜好品、抗生物質、酵素その他
有用物質等の生産、さらには環境の改善等に関与するいわゆる有用
微生物群、③そのどちらにも属さない微生物群、とに分けられる。
本講義では、特に②に属する微生物群に注目し、微生物の培養、発
酵と腐敗、有用微生物の種類と応用、発酵法による生理活性物質の
製造、醸造食品の製造法、微生物によるバイオレメディエーション
などを題材として、これまで人類がどのような方法で、どのような
ことに微生物を応用してきたか、その科学的根拠にはどのような現
象、知見が貢献してきたか、などについて学修し、さらに③に属す
る膨大な数の微生物群を新たに②に組み入れる可能性について考察
する。

発生生物学基礎

多細胞生物は、 1 個の受精卵が分裂増殖し、また多様な細胞分化
を経て複雑なからだをつくりあげると共に、次世代につながる生殖
細胞をつくり、やがて死んでいく。本講義では、受精卵から個体形
成、そして死に至る発生事象の流れと、そのしくみの概略を学び、
発生生物学を理解するための基礎的能力を身につける。

進化生物学Ⅰ

一般社会では「進化」という言葉は、生物の進化とは異なる意味で
使われる場合が多い。生物学の一分野としての進化学は、地球上の
多様な生物がどのようにして生じたかを探求する学問である。この
講義では、生物学における「進化」の意味を学び、進化を駆動する
さまざまな要因を概説する。まず、進化のしくみを学ぶための基礎
知識として、遺伝のしくみと集団遺伝の理論を学ぶ。次に、遺伝的
浮動と自然選択について学ぶ。系統樹の概念を理解した後、1つの
種が2つの種に分かれる種分化の機構について学ぶ。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

進化生物学Ⅱ

進化生物学Ⅰでは進化の理論を学んだ。進化生物学Ⅱでは地球の歴
史と地球上の生命の進化の歴史、生物の系統について、生命と地球
環境との相互作用を中心にして学ぶ。主な内容は、生命の起源、す
べての生物の系統関係、光合成生物と地球環境の相互作用、真核生
物の起源、動物および植物の系統である。動物の系統においては動
物の体のつくりと系統関係を学修する。植物の系統においては世代
交代の進化と陸上環境に適応した生殖方法の進化について学修す
る。

海洋生物学

海洋に生息している多種多様な生物の分類、生物学的特徴、生息環
境とその特性について理解を深め、海洋生態系がどのように構築さ
れているのかを概説する。また、主要な魚介類の資源状況や生理
学、および魚介類の食品について学修する。特に、食物アレルギー
の原因となる生物、魚介類の嗜好特性や鮮度低下および魚介類のも
つ健康性機能について学修する。

植物科学

動物は移動して餌をとることによりエネルギーを得るが、植物は移
動せずに光合成によりエネルギーを得る生存戦略を取っている。本
講義では、植物の構造と分類の基礎を学んだ後に、植物がどのよう
にして陸上の乾燥に適応し、地上の重力や風などに耐え、様々な環
境変化に適応して生存し、発芽から成長、開花して種子を再生産す
るか、その生存戦略を学ぶ。また、光合成のしくみとして、光を効
率よく吸収するための葉の構造、光エネルギーを化学エネルギーに
変換する光化学機構、過剰な光エネルギーによるダメージを防ぐし
くみについて学修する。

植物バイオテクノロジー

植物バイオテクノロジーは、植物生理学、植物遺伝育種学、植物細
胞分子生物学など、最先端のバイオサイエンスを基盤とした学問で
あり、食糧問題や環境問題の解決、有用物質やバイオエタノールの
効率的生産、医療へ
の応用など、幅広い分野での貢献が期待されている。本講義では、
植物生理、生態、分類、遺伝育種などの基礎知識を修得する。ま
た、植物バイオテクノロジーに関連する技術の理論を修得しつつ、
農業・工業・環境・医療など､ 様々な分野で活用されている研究成
果の事例を学修する。

動物バイオテクノロジー

動物を対象にした遺伝子工学の技術は近年著しく発展し、医療や食
品等の各種分野で応用されつつある。本講義では最初に、遺伝子操
作、動物細胞の培養法、動物細胞および個体への遺伝子導入技術等
の解説を行う。続いて、これらの技術により作出された遺伝子改変
動物や、クローン動物、ES細胞およびiPS細胞についての原理や医
療応用についての解説を行う。また、遺伝子工学の進歩を背景とし
た最新の診断技術や再生医療等についての解説を行うとともに、こ
れらの技術を用いる上で生ずる倫理問題についても論じる。

生物工学

生物工学は、生物のもつ機能をその科学的理解に基づいて工学的に
利用する技術であり、21世紀の社会を支える基盤技術の一つであ
る。酵素工学と遺伝子工学を含む生物利用技術として生まれた「バ
イオテクノロジー」は、分子生物学や生物化学などの基礎科学の発
展とともに近年めざましい発展を遂げており、現在では、化学工
業、医薬・医療、食品工業、農業、エネルギー、環境などを含む幅
広い産業分野において貢献している。本講義では、生物の持つ物質
生産機能に関する基礎的知見および利用技術について述べるととも
に、倫理的側面や自然環境との関係についても言及する。

バイオ製品科学

バイオ関連分野の仕事に携わっているさまざまな講師の話を通し
て、学科でこれまで学修してきたこと、あるいはこれから学修する
ことがどのようなかたちで社会とつながっているかを理解する。具
体的には、紹介されたバイオ関連製品が、①どのようなものを原料
として作られているか、②それぞれの製品の優れている点は何か、
③社会でどのように役立っているか、④これらの製品を研究・開発
するにはどのような科目を学んだらよいか＜学修内容がどのように
社会で活かされるのか＞について学修する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

機器分析

機器分析は科学技術の発展に不可欠なものである。バイオテクノロ
ジーも例外ではなく、固体・液体・気体のさまざまな試料の定量分
析、定性分析に利用されている。本講義では、学生実験で実際に利
用する汎用的な分析機器（ガスクロマトグラフィー・液体クロマト
グラフィー、紫外・可視分光光度計、原子吸光分光光度計など）を
中心に、測定原理、機器の特徴、結果の扱い方について学ぶ。一
方、分析に最適な機器はどのように選べば良いだろうか。例えば、
溶液濃度の測定、表面構造の観察、表面組成の分析、これらにはい
ずれも複数の選択肢がある。最適な手法や機器の選択が可能になる
よう機器分析全般についてもあわせて学修する。

エンジニアリング・
デザインと生物模倣技術

環境や生物を模倣することで、新たな工学的な視点を得る生物模倣
技術について学ぶ。生物模倣技術を取り入れた製品などを事例に講
義や自主的な調査・実験を通して学ぶことで、工学教育にとって不
可欠なエンジニアリング・デザインの重要性と視点を理解すること
を目標とする。また、生物模倣技術の学びを通して、他分野の知識
の重要性とともに多面的な見方の大切さを実感できる効果も期待し
ている。本科目は3 学科共通科目として設置された。専門ベースの
異なる視点からの講義とその後の3 学科の学生が一緒になり協働で
調査や実験を進めていくという、従来の単独学科では実施できな
かった内容を含むことも特徴の一つである。

生命科学Ⅰ

生物の生命現象を、具体的に知ることは、将来、生物系分野に進む
ことを希望する学生に必須である。ここでは、細胞の構造と仕組
み、代謝、セントラルドグマ、遺伝の法則、生物の多様性、植物の
しくみなどを学ぶ。

生命科学Ⅱ

これから生命科学の分野を学ぶ者にとって、生物が生きていくため
に必要な生命活動を具体的に知ることは非常に重要である。本講義
では、高校生物で学ぶ内容に加えて、今後学ぶ上位科目との接続を
スムーズに行える基礎知識を習得する。「生命科学Ⅰ」で学んだ化
学を基礎とした生命現象を基盤として、高校生物で学ぶ「生命現象
と物質」「生物の体内環境と維持」「生物の分化」と関連して、個
体レベルでの生命現象や動植物の生理・生態をより深く学び、生命
を維持するしくみについて学習する。また、高校生物で学ぶ「生物
の進化と系統」についても、学説とその根拠を学習する。また、こ
れら生命活動の理解から発展したバイオテクノロジーの基礎知識に
ついても習得する。

生命有機化学Ⅰ

生物の生命活動では、多くの有機化合物が相互作用や反応を介して
生命の恒常性を維持している。本講義では、「有機化学」および
「生物有機化学」で学んだことを前提として、生体物質の立体構造
と生体内で起こる反応を理解するための基礎的事項について学び、
有機反応についての基盤となる知識の修得を目指す。

生命有機化学Ⅱ

生体内では、有機反応により生体内で必要な化合物を合成してい
る。また、医薬品に代表される生物活性物質は、生体物質に作用す
ることで、生体反応を調節する。本講義では、「有機化学」、「生
物有機化学」および「生命有機化学Ⅰ」で学んだことを前提とし
て、生命化学領域において、生物活性化合物の分子設計、有機合成
について基盤となる知識の修得を目指す。

生命物理化学

生命現象を分子・細胞・組織レベルで理解するためには，物理化学
的なものの見方が欠かせない。2年前期のバイオ物理化学IIでは，
熱力学と速度論を中心に学修した [物理化学は，熱力学，化学反応
速度論，量子論，分光法の大きく4つの分野に分けられる]。本科目
では，分子分光学を理解するうえで必須となる事柄と生命科学への
応用を中心に学修する。
　生体分子[特に生体高分子]の特性は，さまざまな分析機器を用い
て解析　されている。これらの分析機器で何が測定できるかをきち
んと理解することは，正しい機器を選択するうえで極めて重要であ
る。したがって本科目では，種々の分析機器の原理について，物理
化学の視点から丁寧に解説していく。
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授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

免疫化学

私たちの体には、自己と非自己を識別し、非自己を異物として特異
的に排除する免疫系とよばれる高度に洗練されたシステムが備わっ
ている。抗体はこの『免疫』をつかさどる主要な分子群の一つであ
り、特定の分子構造のみを認識して結合するといった特殊な性質を
持つタンパク質である。抗体は本来、生体内にあって生体防御に関
わるが、特定の分子（抗原）と特異的に結合することから、分析用
試薬としても広く利用されている。本講義では、抗体の構造と抗原
分子を認識する仕組みを解説し、抗体を用いて抗原を検出、測定す
る各種免疫測定法を紹介する。また、生体が抗体を生み出す免疫系
の仕組みについて概説し、新たな免疫測定系を構築する上で留意す
べき点などを解説する。

神経生物学

神経系は、私たちが感じたり、動いたり、記憶したり、考えたりす
るために機能する、謎が多い器官である。「神経生物学」では、神
経系を構成する部品の解説から始まり、五感を感じる仕組みや運動
機能が制御される仕
組み、さらには、身体の調子を整える仕組みについて解説すること
で、謎の一端を理解することを目指す。 

発生生物学

多細胞生物は、1個の受精卵が分裂増殖し、また多様な細胞分化を
経て複雑なからだをつくりあげると共に、次世代につながる生殖細
胞をつくり、やがて死んでいく。本講義では、「発生生物学基礎」
で修得した基礎的知識をもとに、様々なモデル生物を用いて得られ
た知見を、臓器、細胞、遺伝子などの各段階で学び、発生制御のメ
カニズムについて理解を深める。

進化生態学

自然界では、様々な生き物が周囲の環境と相互に関係しながら生活
している。生態学は、生物を集団として捉える学問分野である。本
講義では、生態学に関する基本的な概念や知識を学び、生物間相互
作用や生物と環境との関わりについて理解を深める。また進化の過
程において、集団の遺伝的構造が変化する仕組みについても学修す
る。

脳科学

謎が多い神経系の中でも、脳の理解は最も難しい研究領域とされて
いる。「脳科学」では、この難攻不落な研究領域についての最新の
知見を解説することで、記憶、感情、意思などの制御機構について
の理解を深める。また、脳の機能異常によって生じる、神経精神疾
患についての理解を深め、これからの社会に求められる神経科学研
究の方向性について考える能力を養う。 

バイオインフォマティクス

バイオインフォマティクスは、生物学の知識を情報科学の手法に
よって解析する分野を指し、生命情報学とも訳される。ゲノムプロ
ジェクトによって大量の塩基配列情報が産出されてきたが、それら
の配列情報から生物学的な情報を取り出す研究分野として、バイオ
インフォマティクスが生まれた。今やバイオインフォマティクスの
分野で生まれた技術は、様々な研究分野において欠かせないものと
なっている。本講義では、生命科学情報のデータベースや文献検
索、プログラムツールの利用法など、生化学・遺伝子工学・分子生
物学・細胞生物学などに必要なバイオイフォマティクスの基礎と実
用的な技術を修得する。

専
門
関
連
科
目

環境科学

地球・地域の環境に関して、現在生じている環境問題（生物多様
性・森林減少・廃棄物の越境移動・海洋汚染・温暖化・人口増加な
ど）を取り上げ、その現状と原因および対策を中心に、ニュース記
事や科学雑誌紙面、ビデオなどの視聴覚教材を主な資料として話題
提供し、環境問題の基本を理解してもらうとともに、環境保全の意
義について理解する。本科目は、環境問題を学ぶ上で必要な基礎知
識と見方が修得できるよう講義を進め、現在の環境問題について議
論し、自ら実行できる対策を提案できるようにする。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

大気・水質環境

大気や水は生物の存続に関わる重要な環境中の物質である。本科目
は大気と水と生物との関係を基本に広い視野のもとで、化学物質や
生物由来による環境破壊の事例を取り上げ、発生メカニズム、現
状、リスクアセスメント（安全性の評価）および対策を学習し、大
気環境と水環境、さらに人間生活との関係の将来像について考えて
いきたい。環境化学計測、環境保全・エコロジー、環境工学なども
合わせて学ぶことで環境における全体像が把握できるであろう.
1項.大気環境, 2項.水質環境, 3項.大気・水質環境の保全

環境工学

人類の生産活動と環境問題には密接な関係があり、高度成長期の日
本では様々な公害が発生してきた。近年は、温暖化など、地球規模
で環境問題をとらえる必要性が生じている。本講義では、国内外の
具体的な事例を利用しながら問題の本質を整理するとともに、それ
らの防止および対策につながる手法について工学的視点を持って学
んでもらう。また、水問題と関連して水質汚濁を扱い、発生源での
さまざまな防止技術（物理的処理法、化学的処理法、生物化学的処
理法）を単位操作およびプロセスとして学ぶことで、応用力も身に
付けてもらう。

環境保全学

人間の生活によって環境の改変や汚染が生じる。本講義では、特に
水環境を例に環境保全、環境の持続可能性を学んでもらう。具体的
には、生活によって水質がどのように変化し、生物や生態系にどの
ような異変が起きるかについて、河川・湖沼・海の有機汚濁、富栄
養化、酸性化、農薬汚染などを例に解説する。さらに、現場での保
全技術（バイオレメディエーションなど）、バイオリアクターを用
いた処理技術、さらにはライフサイクルアセスメント（LCA）や法
律等の面から環境保全について議論する。

環境化学計測

環境基準が定められている環境汚染物質の分析を、調査計画の作
成、サンプリング、試料の保存、前処理、定量分析まで、分析操作
の流れに沿って学ぶ。特に基礎を踏まえ、実際に用いられている最
新の計測技術を修得することを目的とする。また、各自の関心のあ
る身近なテーマについて環境調査計画書を作成することで、環境化
学計測の基本と実際を身に付けることを目的とする。1項.環境計測
の相手を知る, 2項.分析化学の基礎概念と環境計測, 3項.試料の採
取と保存・前処理, 4項.分析フローシートを研究しよう, ５項.身
近な器具について考えよう, ６項.試料の採取から廃棄まで７項.環
境計測に用いられる機器分析

医薬・有機合成入門

医薬有機合成を志向する学生に対する入門的な科目で ある。2年次
前期までの有機化学系の講義内容の補足を兼ねつつ、医薬有機合成
に関する下記の新しい分野を学習する。
1 .医薬有機化学分野
1 - 1 .アミンの分類と性質。窒素原子を含む生理活性物質の例
示。
1 - 2 .アミド、ラクタム類の分類と性質。アミドやラクタム構造
を有する医薬品等の例示。
1 - 3 .アミノ酸の構造、ペプチドの合成法。生理活性ペプチドの
例示。
2 .基礎有機化学分野
2 - 1 .結合と軌道-原子・分子の軌道、混成軌道
2 - 2 .芳香族化合物の化学:共鳴と配向性ほか
2 - 3 .光学異性-分子不斉、光学活性

医薬品合成化学

大きく分けて2つの内容に大別される。1）医薬品合成に向けて必要
な有機反応を学ぶ。2）医薬品合成の事例をあげながら、その考え
方、背景、社会とのつながりについて学ぶ。すなわち、医薬品の開
発には、有機合成のテクニック、他の分野との共同研究、現在の社
会情勢など、多岐にわたっていることを認識、学修することを目指
している。　具体例として以下の通りである1）逆合成の考え方、
炭素−炭素結合反応、Diels-Alder反応、反応の制御など　2)　生理
活性物質の合成例、ケミカルバイオロジーとは、ゲノム研究と有機
合成反応との接点　など

基礎医学

人体の構造と機能（消化器・循環器・呼吸器・腎臓・泌尿器）に関
する内容を中心として、疾病や障害の治療、疾病の予防、健康と病
気、人体に及ぼす外的要因と防御機構、人体の五感、生命の恒常性
など、医学・医療の基礎について学修する。
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授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

公衆衛生学

医学は、基礎医学、臨床医学、社会医学に分類されていて、公衆衛
生学は、社会医学に属する。本講義では、個人や人間集団の健康を
保持するために、人間を取りまく環境、即ち生態系を基盤とした健
康について学修する。あわせて、食品衛生管理者・食品衛生監視員
として必要となる地域・職域の場における集団の健康管理の意義・
組織・予防対策ならびに健康保持増進に関する包括的知識を修得す
る。

薬理学

薬物の生体に対する薬物の作用を、生理学、生化学、病理学などの
基礎知識を基に修得するとともに、個々の疾患における薬物治療と
その副作用、有害反応に対する考え方、薬物動態学などについて学
ぶ。

化粧品科学

化粧品に関して、素材を中心に、その物質的な面と機能的な面から
学ぶ。スキンケア化粧品やメークアップ、ヘアケア用化粧品等に対
して、皮膚の構造や機能といった生物学的側面と化粧品素材として
の種類や化合物としての特性といった化学的側面について学ぶとと
もに、原材料としての界面活性剤や油性原料、保湿剤や薬効剤など
に関する知識の修得を行う。

食品機能化学

⾷品に関連する様々な応⽤分野を学修するためには，「⾷品にどの
ような成分が含まれ，どのような特性や機能を持っているか」を体
系的に理解しておくことが極めて重要である。本講義では，われわ
れは何のために⾷品を摂取するのか，⾷品はどのような成分から構
成されているのか，⾷品成分はどのような化学的性質を有している
のか，⾷品成分が⽣体にどのような影響を及ぼすのかなどを学修
し，⾷品と⽣体とのかかわりを総合的に理解することを⽬指す。そ
のためには，⾷品成分を有機化学の視点で捉える姿勢が⽋かせな
い。食品成分の貯蔵，加⼯，調理中の変化は，化学的に理解するこ
とができる。また，ヒトの体内で消化・吸収・代謝される過程も分
⼦構造の変化から理解できる。

食品衛生学

私たちは食品を食することにより活力を得ている。もし食品が微生
物などにより汚染され、あるいは鮮度を失い腐敗していたらどうな
るだろうか。その場合、食中毒を起こしたりして私たちに害をもた
らすことになる。さらに、毒素をもつ食品を食した場合には、時に
は死にいたる場合もある。また、有害物質で汚染された食品を知ら
ずに食することもある。本講義では、食品衛生管理者および食品衛
生監視員として必要な食の安全に関する知識を得るために、基礎的
な微生物学を学び、食品の腐敗、化学物質による汚染・混入・生
成、天然の有害成分と食中毒、食品添加物、農薬といった項目につ
いて学修し、食の安全性の重要性を理解する。大量調理施設におけ
る安全な食の提供に必要な危害分析と重要管理点（HACCP）、食品
安全に関わるリスクアナリシスといった食品衛生の実践応用につい
て学び、衛生管理の方法を理解する。

食品分析学

食品の機能は食品の成分組成・含量の反映である。このような食品
成分を定性・定量的に分析することを食品分析という。食品分析
は、食品の栄養価や嗜好性を評価するために役立つ分析値を得るた
めの技術・手段である。食の安全・安心に対する消費者の関心が高
まるにつれ、食品分析の役割はますます大きくなっている。本講義
では、食品および食品素材の構成成分を分析するために必要な手法
および分析化学的な原理を１つ１つ理解することにより、実際の現
場で分析できる実力を身に付けることを目指す。

食品加工学

食品は種々の化学成分から構成されている。これらの成分は様々な
要因によって変質・腐敗が起こり、品質の劣化は避けられない。こ
れらのことから古来より乾燥、燻煙、塩漬、低温などの貯蔵法が考
案されてきた。これらの手法は次第に積極的に食品貯蔵に用いられ
るようになり、改良が頻繁に加えられている。さらに、単に食品の
貯蔵期間を延ばすだけでなく、利便性、嗜好性、栄養性の向上を目
的として様々な加工法が考案され、新しい加工技術として定着して
いる。近年、食品科学の進歩はめざましく、食品加工技術も飛躍的
に近代化されている。本科目では、伝統的食品加工技術から最新加
工技術に至るまでを講義する。
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授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

生命化学演習

必修科目の「基礎化学I-a, II-a」，「有機化学」，「生物有機化
学」，「バイオ物理化学Ⅱ」，「生命物理化学」で学んだ生命化学
領域の基礎的事項[化学を基盤とする内容]について，基礎・標準の
演習問題を解くことにより内容の深い理解をはかるとともに，発展
的な事柄についても学修する。地方上級試験や大学院試験に合格で
きるレベルの習熟度を目指す。

生物科学演習

必修科目の「生命科学I, Ⅱ」, 「生化学I, II」，「細胞生物
学」，「分子生物学」．「発生生物学基礎」，「神経生物学」で学
んだ生物科学に関する基礎的事項[生物を基盤とする内容]につい
て，基礎・標準の演習問題を解くことにより内容の深い理解をはか
るとともに，発展的な事柄についても触れる。地方上級試験や大学
院試験に合格できるレベルの習熟度を目指す。

総合ゼミⅠ

卒業研究と並行して、卒業研究指導教員により研究室ごとに行われ
る。卒業研究に関連した内外の図書・文献を輪読あるいは紹介し、
研究をする上での各種問題の提起、解決法を模索する。また、専門
的な知識を一層深め、その応用力および自主的な学習態度を身に付
けるとともに、発表および討論の方法を訓練する。

総合ゼミⅡ

卒業研究と並行して、卒業研究指導教員により研究室ごとに行われ
る。卒業研究に関連した内外の図書・文献を輪読あるいは紹介し、
研究をする上での各種問題の提起、解決法を模索する。また、専門
的な知識を一層深め、その応用力および自主的な学習態度を身に付
けるとともに、発表および討論の方法を訓練する。「総合ゼミI」
をより深堀した内容で実施する。

研究実践ゼミナール
希望する教員のもとで、研究・文献調査等の活動を行い、より専門
的な研究を行うために必要な知識および実験技術を修得する。

応用化学・生物工学
ユニットプログラムⅠ

本学科で学んでいくためには、化学と生物に関する基礎的事項の理
解が必要である。本科目では、化学分析を行う際や生物を取り扱う
際に必要となる基礎知識や技術について、実験と講義を通して修得
する。化学および生物学をより分かりやすく理解するために、実
験、レポート、プレゼンテーション、講義および演習を融合させた
科目である。今後の実験に必要な基礎的知識（実験における安全、
ノートのとり方、レポートの書き方、グラフや表の書き方、フロー
チャートの書き方、発表の仕方）について学修し、実践（生物試料
の取り扱い／試薬の調製法／測定器具の使用法／化学的なおよび生
物学的な分析の基礎）を行う。

応用化学・生物工学
ユニットプログラムⅡ

本科目では、『応用化学・生物工学ユニットプログラムI』の学修
内容を踏まえ、化学および生物の分野の知識や技術について、実験
と講義を通して修得する。『応用化学・生物工学ユニットプログラ
ムI』と同様、化学および生物学をより分かりやすく理解するため
に、実験、レポート、プレゼンテーション、講義および演習を融合
させた科目である。化学と生物の実験を主として、分析化学や有機
化学、生命科学にも関連した実験を行う。酸化還元滴定や分光光度
計を用いた定量分析、DNAの操作などに取り組むとともに、教員と
共に学生数人で一つのテーマを協力して遂行することによるコミュ
ニケーション能力、成果を伝える発表能力などの総合力を修得す
る。

合成化学実験ユニット
プログラム

有機合成に関する7テーマの実験を行い、基礎的な実験手法に慣れ
させる。テーマごとに、実験に先立って講義を行い、操作をフロー
チャートで記入させることにより実験内容をよく理解させる。実験
終了後にも、まとめの講義と問題点を討議し、観察事項、結果、考
察を追記した報告書としてまとめさせる。このように、実験テーマ
のすべてについて「講義」「実験」「報告書作成」で組み立ててユ
ニット化し、学習効果のより一層の向上を図る。
1. 基礎教育  実験の意義、基礎用語、基本操作法、レポートの書
き方　実験の安全
2. 分子模型　有機化合物の制作、異性体の観察と確認
3. 構造式作画　ChemDrawの基本操作と作画練習
4. 有機分析　有機化合物の分離、同定と定量
5. ルミノール　合成と発光現象の観察
6. 還元反応とアセタール化　ベンジルの還元と生成物のアセター
ル化
7. 薄層クロマトグラフィーとNMR分光法　異性体のTLCとNMR分析
8. オレンジII　合成と染色

共同
講義：46時間
実験：44時間
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

物理化学実験ユニット
プログラム

物理化学や化学工学における基本的な課題につき、講義・学生実
験・レポート指導を実施し、基礎的な実験技術、測定データの整
理・解析法、レポートの書き方を修得させる。「物理化学実験ユ
ニットプログラム」は物理化学や化学工学の講義と密接な関係があ
り、学生が実際に実験することにより、物理化学や化学工学の課題
についての興味と理解を深めさせる。
実験のテーマの例：
 反応速度
 電気化学
 吸着
 分配係数
 流体の流れ
 コンピュータ
 熱化学

共同
講義：20時間
実験：70時間

応用化学実験

応用化学実験では、5 ～ 6 名でチームを構成し、役割分担を明確
にしたうえで、、2年間で学んだ実験技術、講義で身につけたを知
識などのこれまでに修得した化学に関する知識や技能を駆使し、化
学に関する与えられた課題の解決を目指す。チームによる活動や得
られた成果をもとに、卒業研究において必要となる、次のことを学
ぶ。
（ 1 ）化学的な現象の正しい考察方法
（ 2 ）チームで仕事をするための能力
（ 3 ）良質な報告書の作成方法
（ 4 ）口頭発表力
（ 5 ）問題解決能力

共同

環境化学実験

環境分析に必須な定量分析における分析操作技術を修得することを
主目的とし、実験と講義・発表を交互に進める。実験では、主に機
器分析を活用し、実習を通して分析基礎技術と測定器具の取り扱い
方法を学ぶ。各実験には身近な題材を用いたものづくり的な実験も
取り入れている。講義では、学生実験の意義、データの取り扱い方
法、視聴覚教材を積極的に取り入れた重量分析や容量分析の演習を
行い、化学分析に対する広い視野を養えるように指導する。さら
に、自分で行った実験を発表会で発表し、プレゼンテーション技術
も養う。

微生物学実験

微生物は古くから人々の生活や文化に密接にかかわってきており、
また、その利用はバイオテクノロジーの根幹をなすものである。本
実験では、微生物の基本的な取り扱い方に始まり、滅菌操作や培地
作製、無菌操作技術や、微生物機能の利用に関することを修得す
る。また、微生物汚染や微生物の検出など、食品微生物に関する実
験を行う。

生化学実験

生化学は生物化学の分野のみならず、分子生物学や遺伝子工学を含
む領域として認識されつつある。本実験では、生物化学と分子生物
学や遺伝子工学を含んだ実験に取り組む。具体的には、タンパク質
や生体機能触媒(酵素)の取り扱い方や機能の評価、DNAの取り扱い
や性質を理解するための実験を行う。また、生物科学や分子生物
学、遺伝子工学の実験を行うにあたり関連する機器の操作や原理、
機器分析分析についても学ぶ。

応用バイオ実験

食品化学・化粧品化学・環境化学・医療健康に関するさまざまな実
験(抗酸化作用、食品の粘弾性、水分保湿性、微粒子の形態と光の
関係、水・大気の環境分析、定量PCRのよる発現率など）を通し
て、バイオ技術の基礎と応用に関する知識を深めるとともに、適切
な分析方法や機器操作、技術の習得することを目指す。また、実験
時に得られたデータの解析や評価をもとに、報告書を作成する技能
を習得する。

応用バイオユニット
プログラム

本科目では、「微生物学実験」や「生化学実験」および「応用バイ
オ実験」で学修した内容を踏まえ、「食品」、「環境」、「医
薬」、「化粧品」の分野に関連する知識や技術に関して、実験や講
義を通して学修する。それぞれの分野で応用可能な機器分析を行う
とともに、データ解析や報告書を作成する技能の習得を行う。ま
た、研究で必要な実験をデザインする能力の習得を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

応用バイオプロジェクト

これまで行ってきた実験を通して、機器分析の代表的な分析方法や
測定機器の原理、また、応用バイオ科学実験で研究レベルで利用さ
れているさまざまな機器に触れ視野を広げ、それぞれの機器の位置
づけに関して学修してきた。本プロジェクトでは、自らテーマを設
定する自主テーマ実験により、課題設定と解決、実験をデザインす
る力を身に付ける。特に、課題解決における分析機器の利用をとお
して、卒業研究で必要となる総合的な能力を身に付ける。

機器分析ユニット
プログラム

原則，数名を１グループとして各教員の指導の下に，卒業研究にお
いて必須の各種の分析機器について，その基本的な測定原理および
その応用を英文テキスト、専門分野の英文論文などを教材として学
ぶとともに，測定結果の解析に必要な知識の修得をおこなう。また
未知試料について各種分析機器を用いて分析をおこなう数種のユ
ニットテーマにおいて、問題発見･解決能力を身に付けるとともに
基礎的技術の習得が目標である。

講義30時間
実験45時間

国際化学実験

夏季に集中講義として開講される実験科目であり、化学の実験の基
礎から応用までの化学の基礎的知識およびオンラインならではの最
新の実験テクニックを体験し、さらにまた語学力や国際性を身に付
けることを目標としている。英語を母国語とするネイティブスピー
カーをゲスト講師として招いて、すべて英語で実施される。以下の
実験内容を行う（1）植物からの色素の抽出（２）pH滴定（３）ア
スピリンの合成（４）アスピリン合成品の評価、硬度滴定

バイオ特別実験

これまでのバイオ実験で修得した基礎技術をもとに、バイオ技術者
として必要な知識や技術をさらに向上させる。特にここでは、英語
におけるバイオ教育の充実をはかることを目的としており、外国人
講師による英語の実験マニュアルおよび説明をもとに、英語でコ
ミュニケーションを取りながら実験を行い、実験に関する英語での
口頭試問に答えられるレベルの英語力の修得を目指す。

生命科学実験Ⅰ

本実験科目では，2年前期に学修した「発生生物学基礎」，「進化
生物学II」，「細胞生物学」，「バイオ物理化学II」，「生物有機
化学」の各講義で取り上げた事柄のうち，今後の生命科学コースの
学修において基盤となる内容を，実験をとおして修得することを目
指す。具体的には，動物の再生，発生のしくみ，動物細胞の培養と
顕微鏡観察，植物に共通して見られる世代交代，反応速度，抽出や
ろ過などの有機化学実験で必要とされる基本操作，植物の育成条件
などに関する実験を行う。これらの実験を通して，さまざまな生物
試料 [動物・植物・細胞など]の取り扱い方，分析機器 [分光光度
計や旋光計など] や顕微鏡の使い方，有機化学実験における基本操
作，実験ノートの保存・管理方法，実験結果を適切に記述する方法
などについて学修する。

生命科学実験Ⅱ

本実験科目では，2年後期の「生命科学実験I」で学修した内容を踏
まえ，2年後期と3年前期に学修した「分子生物学」「生化学I」
「生化学II」「生物物理化学」「神経生物学」の各講義で取り上げ
た事柄のうち，今後の生命科学コースの学修において必要となる実
験手法や考え方を，実験をとおして修得することを目指す。具体的
には，核酸の電気泳動，PCR反応の操作，脳と神経細胞の構造，線
虫の発生と行動，分析機器の原理と操作について学修する。これら
の実験をとおして，DNAの構造，相補的塩基対の形成，遺伝，脳の
役割と記憶形成，学習のメカニズム，発生と分化の原理など，これ
までの講義で学修した内容をより深く理解することを目指す。

生命科学ユニット
プログラム

本プログラムでは、2年後期の「生命科学実験I」、３年前期の「生
命科学実験II」で学修した内容を踏まえ、生命科学およびその関連
分野で現在求められている学問的な基礎、および卒業研究のテー
マ・課題に関する学問的背景を、講義と実験をとおして学修する。
加えて，生命科学分野の研究で使われている最先端の分析機器[共
焦点レーザー顕微鏡や高感度熱量測定など]について，操作法と原
理を学修する。また、得られた実験結果や観察事項を適切に表現で
きる能力の修得も目指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

プレ卒業研究Ⅰ

社会的、学術的に必要な課題に関して、卒業研究にて扱う内容を先
駆的に学ぶ科目である。答えのない研究テーマに関して、自主的に
実験を行う。各研究室の研究内容に関する実験を通して、先端の研
究に触れながら、化学研究に対する意欲を高めていく授業である。
実験は個別もしくはチームで実施する。能動的に実験し、周囲に相
談し、自ら考えながら研究を進めていく能力を身に付ける。本科目
を履修するには研究を実施したい研究室の教員の許可を得る必要が
ある。

プレ卒業研究Ⅱ

社会的、学術的に必要な課題に関して、卒業研究にて扱う内容を先
駆的に学ぶ科目である。答えのない研究テーマに関して、自主的に
実験を行う。各研究室の研究内容に関する実験を通して、先端の研
究に触れながら、化学研究に対する意欲を高めていく授業である。
実験は個別もしくはチームで実施する。能動的に実験し、周囲に相
談し、自ら考えながら研究を進めていく能力を身に付ける。本科目
を履修するには研究を実施したい研究室の教員の許可を得る必要が
ある。

プレ卒業研究Ⅲ

社会的、学術的に必要な課題に関して、卒業研究にて扱う内容を先
駆的に学ぶ科目である。答えのない研究テーマに関して、自主的に
実験を行う。各研究室の研究内容に関する実験を通して、先端の研
究に触れながら、化学研究に対する意欲を高めていく授業である。
実験は個別もしくはチームで実施する。能動的に実験し、周囲に相
談し、自ら考えながら研究を進めていく能力を身に付ける。本科目
を履修するには研究を実施したい研究室の教員の許可を得る必要が
ある。

プレ卒業研究Ⅳ

社会的、学術的に必要な課題に関して、卒業研究にて扱う内容を先
駆的に学ぶ科目である。答えのない研究テーマに関して、自主的に
実験を行う。各研究室の研究内容に関する実験を通して、先端の研
究に触れながら、化学研究に対する意欲を高めていく授業である。
実験は個別もしくはチームで実施する。能動的に実験し、周囲に相
談し、自ら考えながら研究を進めていく能力を身に付ける。本科目
を履修するには研究を実施したい研究室の教員の許可を得る必要が
ある。

卒業研究Ⅰ

実験を中心とした、卒業研究を実施する。各研究室の卒業研究指導
教員により個別の研究テーマが与えられる。1～3年次に学んだ専門
科目を土台として、卒研テーマをより深堀して設定し、問題発見・
問題解決能力を日々向上させる。前期終了時に取り組んだ内容をま
とめて提出する。また。指導教員の下で、研究を通じて実験、討
論、発表、報告などの方法および実際的な技術や知識を修得する。
さらに研究室内での協働して、研究を進める環境適応力を向上させ
る。

卒業研究Ⅱ

実験を中心とした、卒業研究を実施する。各研究室の卒業研究指導
教員により個別の研究テーマが与えられる。前期の「卒業研究I」
を踏まえて、さらなる発展を目指す。また、卒業研究発表会で報告
するとともに、論文を提出することにより完成する。指導教員の下
で、研究を通じて実験、討論、発表、報告などの方法および実際的
な技術や知識を修得し、また問題解決への応用能力と問題解決のた
めのデザイン能力を養う。さらに研究室内での人との交流により社
会人として必要な協調性なども含めた総合的能力を高める。卒業研
究はもっとも重要な必修科目である。

海外化学研修Ⅰ

国際的化学技術者の素養を身に付けるために、海外の大学に約１ヶ
月滞在し、英語のレベルアップを図るとともに、英語による化学関
連分野の勉強を体験する。初めの３週間は主に英会話を集中的に勉
強し、最後の１週間は化学の実験を行いながら、英語により化学関
連の基本知識や化学実験での安全性に関する事柄を学ぶ。

海外化学研修Ⅱ

国際的化学技術者の素養を身に付けるために、海外の大学に約６ヶ
月滞在し、英語のレベルアップを図るとともに、英語による化学関
連分野の勉強を体験する。前半の３ヵ月は主に英会話を集中的に勉
強し、後半の３ヵ月はネイティブと一緒に化学の授業や実習を受け
ながら、英語により化学関連の基本知識を学ぶ。
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授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

海外バイオ研修Ⅰ

国際的バイオ技術者の素養を身に付けるため、米国シアトルにある
サウスシアトル・カレッジに約１ヵ月滞在し、英語のレベルアップ
を図るとともに、英語によるバイオ関連分野の勉強を体験する。は
じめの３週間は主に英会話を集中的に勉強する。最後の１週間はバ
イオ関連技術に関する実習を通して、バイオ関連分野の基本知識を
英語により学修する。

海外バイオ研修Ⅱ

国際的バイオ技術者の素養を身に付けるため、米国シアトルにある
サウスシアトル・カレッジに約６ヵ月滞在し、英会話力の向上を図
るとともに、英語によるバイオ関連分野の勉強を体験する。前半の
３ヶ月は主に英会話
を集中的に勉強し、後半の３ヶ月はネイティブの学生と一緒にバイ
オ関連技術に関する授業を受けることによって、バイオ関連分野の
専門知識を英語により学修する。

国際コミュニティバイオ
英語Ⅰ

この科目は、前期、後期を通して履修することが望ましい。また、
海外バイオ研修ⅠおよびⅡを履修しようとする学生は必ず履修する
こと。コミュニケーションツールとしての英語およびバイオ技術者
としての基礎的な英語力養成を目的とする。英会話は
「conversation」ではなく「communication」であるという考え方
の基に、単に英語が話せる人材の育成ではなく、話すための土台と
なる異文化理解も学修し、同時にバイオ英語を使うための基礎知識
の修得にも努める。国際コミュニティバイオ英語Ⅰでは、言語は文
化の表層であることを前提に、英語と日本語の違いを理解しなが
ら、異文化との接し方や理解のしかたを学修する。また、英語での
コミュニケーション能力を向上させるために必要な基礎力の修得を
目指す。

国際コミュニティバイオ
英語Ⅱ

この科目は、前期、後期を通して履修することが望ましい。また、
海外バイオ研修ⅠおよびⅡを履修しようとする学生は必ず履修する
こと。コミュニケーションツールとしての英語およびバイオ技術者
としての基礎的な英語力養成を目的とする。英会話は
「conversation」ではなく「communication」であるという考え方
の基に、単に英語が話せる人材の育成ではなく、話すための土台と
なる異文化理解も学修し、同時にバイオ英語を使うための基礎知識
の修得にも努める。国際コミュニティバイオ英語Ⅱでは、国際社会
で活躍する基礎力を養いながら、英語でのコミュニケーション能力
の向上を目指す。英語で考え、英語で表現する実習を重ね、英語を
使う応用力を身に付ける。

中級IT国家資格取得支援
講義

国家資格である情報処理技術者試験の合格を目標とし、過去に出題
された問題や今後出題が予想される問題の演習を行う。対象とする
スキルレベルおよび試験は、情報処理技術者試験制度のスキルレベ
ル 2 である基本情報技術者試験である。

専
門
教
育
科
目

専
門
実
践
科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（工学部応用化学生物学科）

科目
区分

専
門
教
育
科
目

専
門
実
践
科
目

企業における課題と解決
を学ぶ

企業や研究所、教育機関、等に在職した経歴を持ち、その分野の最
前線で活躍してきた社会人より、現場でしか知り得ない技術者とし
て不可欠の技術面及び技術者としての倫理面、物の見方や考え方、
対応の仕方など、将来に必要な事項について講義を受け、化学分野
およびその周辺の技術動向を学び、今後の自らの学修の進め方や将
来の進路を考えるきっかけとする講義科目である。また合わせて、
企業等で出くわす様々な課題に対して、企業人・技術者として解決
していく事例を学び、自らのより深い学修につながるように授業展
開する専門科目である。

（オムニバス方式　全15回）
(4．齋藤 貴　7回
教育機関における技術者としての倫理面、対応方法について経験を
活かした講義内容を展開する。
(125．緒形博 3回　126．長谷川愛 2回　127．遠田利明 3回）
化学薬品の管理と関連法規、安全保障と科学技術の関わり、イノ
ベーションを支える弁理士の役割、製品開発を権利化など、企業に
おける技術者として不可欠な技術面、倫理面、対応方法などについ
て、各分野で実践している立場の講師から学ぶ。

オムニバス方式
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⇦神奈川工科大学

⇦小田急線
　本厚木駅

（神奈川県厚木市
　　　下荻野1030）

神奈川工科大学
校地位置関係図
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学長室

理事長室

理事室

理事室

応接室

理事室

理事室

理事室

理事室理事室理事室
総務課庶務課

財務課

企画入学課
ＩＣＴ室

サーバー室

会議室
学長支援室

会議室

役員廊下

顧問室総務課

学長秘書室

倉庫

願書処理室
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学生サポート室教職教育センター室
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ＩＣＴ室
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危険物保管庫・廃液保管庫

廃液保管庫危険物保管庫
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① 設置の趣旨及び必要性 

１ 学科を設置する理由・必要性 

工学分野では、機械・材料・電気・電子・建築・土木・化学といった工学における基幹分野

の社会的な必要性や重要性が認知されているところであるが、一方で、基幹分野の一つを中核

とした学問分野の広がりや、基幹分野間の融合、基幹分野から社会的応用への展開など、学術

研究の進展による多様な教育体系が試行されており、工学教育の学際化や総合化への積極的

な対応が必要となってきている。 

このような工学教育を取り巻く環境の変化を踏まえたうえで、学部教育としての教育研究の

体制や機能のより一層の強化に向けて、既設の工学部の応用化学科と応用バイオ科学部の応用

バイオ科学科において展開してきた教育研究実績を基盤として、工学部の応用化学科と応用バ

イオ科学部の応用バイオ化学科を発展的に改組転換し、令和６年４月より、工学部に応用化学

生物学科を設置することとした。 

今般の応用化学生物学科の設置に伴い、工学部の応用化学科と応用バイオ科学部（応用バイ

オ科学科）については、令和６年４月より学生募集を停止し、在学生の卒業を待って廃止する

こととしている。 

２ 研究対象とする学問分野及び養成する人材像 

応用化学生物学科では、教育研究対象とする中心的な学問分野を「応用化学分野」と「生物

工学分野」として、「化学や生物学に関する基礎的な理論と知識を習得したうえで、物質や生

物の原理や法則の知識を物質開発や生体機能に活用するための技術と方法を習得させる」こ

とを教育研究上の目的としている。 

また、応用化学生物学科では、「応用化学分野」と「生物工学分野」に関する教育・研究を

通して、「化学と生物学の基礎理論の研究により解明された物質や生物の特性や機能を活かし

て、人間社会に役立つものを創り出すことができる幅広い職業人を養成する」こととしてい

る。 

３ 卒業認定・学位授与の方針、教育課程編成・実施の方針及び入学者受入れの方針 

  応用化学生物学科では、教育研究上の目的及び養成する人材像を踏まえて、卒業認定・学位

授与の方針、教育課程編成・実施の方針、入学者受入れの方針について、以下の通り定めるこ

ととし、学位授与の方針及び教育課程編成の方針と教育課程との相関については、別紙資料１

に示す通りとしている。（資料１） 

（１）卒業認定・学位授与の方針 

１ 知識・リテラシー 

① 応用化学と応用生物および生命科学に必要な化学・生物の基礎学力を持ち、関連す

る自然科学の知識や基礎技術を体系的に理解できる。 

② 技術者として必要な情報技術、データサイエンスのリテラシーを身に付けている。 

２ 課題解決力 

③ 基礎知識・技能を活用し、多面的で多角的な視点から物事を考え、化学、生物、生命
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科学に関する課題を発見し解決するとともに、新たな価値形成を見出すことができる。 

④ 化学や生物の専門分野に関する知識を体系化し、論理的にかつ発展的に導出した応

用課題や目的に対して、多面的な視野のもとで解決を行い、成果を論理的に説明する能

力を身に付けている。 

３ 学修に向き合う力、工学技術者としての人間性 

⑤ 化学・生物系技術者及び社会人として活躍するためのコミュニケーション能力、プ

レゼンテーション能力を有し、他者と協働して目標を実現する力を身に付けている。 

⑥ 主体的な学修・探究活動・実験実習による検証等に取り組む姿勢を身に付けている。

また、技術者としての社会的責任を理解し、技術者としての倫理観を身に付けている。 

（２）教育課程編成・実施の方針 

１）教育課程編成の方針 

１ 知識・リテラシー 

① 専門基礎科目の「微分積分学 I-c」、専門基本科目の「有機化学」や「分析化学」、専

門応用科目などの講義や演習を通して、化学と生物の理解に必要な自然科学の知識を

修得する。この基礎学力とは、化学や生物の知識のみならず、定量的な思考や、数理的

な考え方を身に付けることで、身の回りの事象との関連性を論理的に理解することを

いう。 

② 共通基盤科目の数理情報系分野における ICT（情報通信技術）関連科目を初年次に学

修することで、データサイエンスにおけるリテラシーを身に付け、情報技術分野におけ

る基礎的なプログラミング力を修得する。また専門教育科目群における情報系科目に

おいて、化学と生物に関連したデータ処理やプログラミングなどの実践的な技能を身

に付ける。 

＜学修成果の評価方法＞ それぞれの科目における試験、小テスト、レポート、演習で評

価する。 

２ 課題解決力 

③  専門教育科目では、多面的で多角的な視点から物事を考え、化学・生物分野におけ

る深い知識と専門分野間の有機的・総合的な理解を身に付ける。 

実験科目では、化学・生物分野における必要な実験技術を身に付け、データを定性的・

定量的に解析・評価でき、さらには実験結果を講義で得た知識と関連付けて考えるこ

とができる能力を身に付ける。これらにより、多面的かつ多角的に物事を考え、新たな

価値形成を見出す能力を身に付ける。 

④ 主に 2 年次以降の専門教育科目において、またユニットプログラムや実験科目を通

して、化学や生物の知識を体系的に理解し、発見した課題についての多面的かつ筋道だ

った問題解決能力を修得する。さらに、専門研究科目において、研究計画の立案・必要

な調査・研究の遂行を主体的に行い、報告書の作成や発表を通して、第三者にその内容

を論理的かつわかりやすく伝える能力を身に付ける。 
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＜学修成果の評価方法＞ 専門教育科目では、試験、演習で評価する。ユニットプログラ

ムや実験科目では、課題達成状況やレポート類、プレゼンテーションなどにより多面的

に評価する。 

３ 学修に向き合う力、情報技術者としての人間性 

⑤ 社会人として必要な教養は共通基盤科目全般で学び、社会で役立つ技術者として必

要な能力を理解するとともに、他者と協働してコミュニケーションを取りながら課題

を解決する能力を身に付ける。以上を踏まえて、卒業研究では総合力を高め、社会で活

躍するための能力を修得する。 

⑥ 将来の技術者としての倫理観や技術者像を共通基盤の倫理系科目やキャリア系科目

などを通して学ぶ。また、卒業研究では、総合的な学びの中で倫理観や技術者像を学ぶ

とともに、研究活動を行う能動的な態度を活かしながら、工学技術者として必要な探究

力を身に付ける。 

＜学修成果の評価方法＞ 共通基盤科目では、小テストやレポートで内容の理解度を評

価する。卒業研究では、活動状況（計画立案、遂行状況、コミュニケーション等）や卒

業論文のまとめ方、そして複数の教員による発表審査結果を総合的に評価する。 

２）教育課程実施の方針  

・学説や物事などの意味や内容の理解を目的とする教育内容は、講義形式による授業形態

を採り、知識や技能を実践に応用する能力の習得を目的とする教育内容は、演習形式及び

実習・実験形式による授業形態を採る。 

・教室内でのグループ・ディスカッション、ディベート、グループ・ワーク等をはじめとす

る教授方法を取り入れることにより、学生の能動的学修への参加を促す。 

・教育課程を構成する授業科目の目標、内容、方法、評価を記した授業計画を示すとともに、

教育課程編成・実施の方針を具体化し、可視化して共有するための教育課程構造図や履修

系統図を示す。（資料１）⇒学位授与の方針及び教育課程編成の方針と教育課程の関係図  

・単位制度の実質化を図る観点から、特定の学期における偏りのある履修登録を避けると

ともに、学生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修が可能となるように、養成する具

体的な人材像に対応した典型的な履修モデルを提示する。（資料２） 

・卒業時における質を確保する観点から、予め学生に対して各授業科目における学習目標

やその目標を達成するための授業の方法、計画等を明示したうえで、成績評価基準や卒業

認定基準を示し、これに基づく厳格な評価を行う。 

（３）入学者受入れの方針 

１ 化学又は生物学に対する強い興味や関心と学部教育に対する学習意欲を有している。 

２ 高等学校で履修した主要科目について、教科書レベルの基本的な知識を有している。 

３ 物事を正しく認識し、自分の考えを適切に表現し、他者に対して的確に伝えられる。 

 

② 学部・学科等の特色 
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応用化学生物学科では、「化学や生物学に関する基礎的な理論と知識を習得したうえで、物

質や生物の原理や法則の知識を物質開発や生体機能に活用するための技術と方法を習得させ

る」ことを教育研究上の目的としている。 

また、応用化学生物学科では、「化学と生物学の基礎理論の研究により解明された物質や生

物の特性や機能を活かして、人間社会に役立つものを創り出すことができる幅広い職業人を

養成する」こととしている。 

応用化学生物学科の卒業後の進路については、化学工業・薬品製造・食品工業をはじめとす

る研究・開発部門などに所属して、新たな物質や生物の新品種の研究や開発・生産業務に携わ

ることが想定される。 

このことから、応用化学生物学科が担う機能と特色としては、中央教育審議会答申「我が国

の高等教育の将来像」の提言する「高等教育の多様な機能と個性・特色の明確化」を踏まえて、

「幅広い職業人養成」の役割と機能を重点的に担うことを特色とすることとしている。 

 

③ 大学、学部・学科等の名称及び学位の名称 

応用化学生物学科では、組織として教育研究対象とする中心的な学問分野を「応用化学分野」

と「生物工学分野」として、「化学や生物学に関する基礎的な理論と知識を習得したうえで、

物質や生物の原理や法則の知識を物質開発や生体機能に活用するための技術と方法を習得さ

せる」ことを教育研究上の目的としている。 

また、応用化学生物学科では、「応用化学分野」及び「生物工学分野」に関する教育・研究

を通して、「化学と生物学の基礎理論の研究により解明された物質や生物の特性や機能を活か

して、人間社会に役立つものを創り出すことができる幅広い職業人を養成する」こととしてい

る。 

このような、応用化学生物学科が組織として教育研究対象とする中心的な学問分野と応用

化学生物学科における教育研究上の目的や養成する人材などについて、社会や受験生に最も

分かり易い名称とすることから、学科名称を「応用化学生物学科」、学位を「学士（工学）」と

することとし、英訳名称については、国際的な通用性を踏まえたうえで、学科の英訳名称を

「Department of Applied Chemistry and Biology」、学位の英訳名称を「Bachelor of 

Engineering」とすることとした。 

 

学科の名称  応用化学生物学科 「Department of Applied Chemistry and Biology」 

学位の名称  学士（工学）   「Bachelor of Engineering」 

 

④ 教育課程の編成の考え方及び特色 

１ 教育課程の編成の基本方針 

応用化学生物学科では、教育研究上の目的や養成する人材の目的を達成するために、教育課

程を「共通基盤教育科目」と「専門教育科目」から編成することとし、「共通基盤教育科目」
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は、中央教育審議会答申などで指摘されている重要性や意義を踏まえるとともに、「専門教育

科目」は、授業科目間の関係や履修の順序に留意した体系的な教育課程を編成することとして

いる。 

また、応用化学生物学科では、高等教育の大衆化の進行と生涯学習への移行を踏まえ、学部

段階の専門教育では特定分野における完成教育というよりも、生涯学び続ける基礎を培うよ

り普遍的な教育が求められていることから、教養教育及び専門分野の基礎・基本を重視した教

育を行うことにより、専門的素養のある人材として活躍できる基礎的能力や生涯学習の基礎

等を培うこととする。 

具体的には、学部段階における教育は、職業人としての生涯学習の出発点であることを踏ま

え、学部卒業後、職業人として就業し、成長していく過程において、実務等を通じて体得して

いくための資質や能力、あるいは継続的な教育や研修の機会等を通じて学んで行くための資

質や能力を身に付けた職業人に成長していくうえでの基礎的資質や能力を身に付けるための

基礎教育を重視した教育課程の編成としている。 

２ 教育課程の編成の考え方 

（１）共通基盤教育科目 

「共通基盤教育科目」は、中央教育審議会答申などで指摘されている重要性や意義を踏まえ

た編成とすることから、「導入系」、「倫理系」、「人文社会系」、「健康・スポーツ系」、「言語系」、

「数理情報系」、「キャリア系」の科目群から編成している。 

 １）導入系 

「導入系」では、高校教育から大学教育への円滑な接続を図るための学習スキルを高める

ための科目として、「アカデミックＩＣＴスキル」１単位、「スタディスキル」１単位、「専

門分野概論」１単位を必修科目として配置し、「理工学入門」１単位を選択科目として配置

している。 

 ２）倫理系 

「倫理系」では、技術者としての倫理や生命倫理に関する知識の理解と倫理観を養うため

の科目として、「技術者倫理」２単位と「生命倫理」２単位を選択科目として配置している。 

 ３）人文社会系 

「人文社会系」は、「ａ群」、「ｂ群」、「ｃ群」の科目群から編成しており、「現代社会講座」

２単位を必修科目として配置したうえで、「ａ群」では、多面的に物事を理解するための基

本的な知識を習得するための科目として、「経済の科学」２単位、「歴史の科学」２単位、「社

会の科学」２単位、「文化の科学」２単位、「グローバル化の科学」２単位、「心の科学」２

単位、「日本国憲法」２単位、「環境論」２単位、「人文社会科学アクティブ演習」２単位を

選択科目として配置し、教職科目として、「学校と教育の歴史」２単位、「教育心理学」２単

位、「教職概論」２単位を選択科目として配置している。 

「ｂ群」では、人間と人間理解のための基礎的な知識を習得するための科目として、「哲

学」２単位、「文学」２単位、「心理学」２単位、「倫理学」２単位、「教育学」２単位を選択
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科目として配置し、教職科目として、「教育相談」２単位、「教育課程論」２単位を選択科目

として配置している。 

「ｃ群」では、現代の社会を理解するための基礎的な知識を習得するための科目として、

「政治学」２単位、「経済学」２単位、「法学」２単位、「社会学」２単位、「経営学」２単位

を選択科目として配置し、教職科目として、「教育行政論」２単位、「総合的な学習の時間の

理論と実践」２単位を選択科目として配置している。 

 ４）健康・スポーツ系 

「健康・スポーツ系」では、健康維持や健康習慣のための基本的な知識と方法を習得する

ための科目として、「健康・スポーツ科学実習Ⅰ」１単位、「健康・スポーツ科学実習Ⅱ」１

単位、「身体活動スポーツ論」１単位、「生涯スポーツ実習」１単位を選択科目として配置し

ている。 

 ５）言語系 

   「言語系」は、「基礎英語」と「言語応用」の科目群から編成しており、「基礎英語」では、

英語による「聞く」、「話す」、「読む」、「書く」の言語能力を高めるための科目として、「英

語Ⅰ」１単位、「英語Ⅱ」１単位、「英語Ⅲ」１単位、「英語Ⅳ」１単位、「英語Ⅴ」１単位を

選択科目として配置している。 

「言語応用」は、「ａ群」と「ｂ群」の科目群から編成しており、「ａ群」では、英語の実

践的かつ総合的な運用能力を高めるための科目として、「科学技術英語Ⅰ」１単位、「科学技

術英語Ⅱ」１単位、「英会話Ⅰ」１単位、「英会話Ⅱ」１単位、「総合英語演習」１単位、「TOEIC

Ⅰ」１単位、「TOEICⅡ」１単位を選択科目として配置している。 

「ｂ群」では、日本語の運用能力を高めるための科目として、「日本語表現技術」２単位、

「プレゼンテーション技術」２単位、「技術文章の書き方」２単位を選択科目として配置し

ている。 

 ６）数理情報系 

「数理情報系」では、数理科学に関する基礎的な知識を習得するための科目として、「身

の回りの数学」２単位、「実感する科学」２単位を必修科目として配置し、情報の収集や分

析と効果的に活用するための基本的な知識と技能を習得するための科目として、「情報・Ａ

Ｉリテラシー（情報基礎）」２単位を必修科目として配置したうえで、「ＡＩとデータサイエ

ンス」２単位を選択科目として配置している。 

 ７）キャリア系 

「キャリア系」では、社会的・職業的自立を図るために必要な基礎的な知識や技能と態度

を習得するための科目として、「キャリア設計Ⅰ」１単位、「キャリア設計Ⅱ」１単位、「キ

ャリア設計Ⅲ」１単位を必修科目として配置し、「社会人に向けての準備講座」１単位、「企

業特別講座」１単位を選択科目として配置するとともに、実社会における技術の活用状況等

に実際に接するための科目として、「インターンシップⅠ」２単位、「インターンシップⅡ」

３単位、「課題解決型インターンシップ」２単位、「産学連携プロジェクト」２単位を選択科
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目として配置している。 

（２）専門教育科目 

「専門教育科目」は、教育研究上の目的や養成する人材を達成するために必要となる授業科

目について、授業科目間の関係や履修の順序に留意した体系的な編成とすることから、「専

門基礎科目」、「専門基本科目、「専門基幹科目」、「専門応用科目」、「専門関連科目」、「専門

演習科目」、「専門実験科目」、「専門研究科目」、「専門実践科目」の科目群から編成している。 

 １）専門基礎科目 

「専門基礎科目」は、専門分野を学修するうえで不可欠となる自然科学に関する知識や理

論を習得するための科目として、「微分積分学Ⅰ-ｃ」３単位を必修科目として配置し、「線

形代数学Ⅰ-ａ」２単位、「確率統計」２単位、「基礎化学Ⅰ-ａ」２単位、「基礎化学Ⅰ-ｂ」

２単位、「基礎化学Ⅱ-ａ」２単位、「基礎化学Ⅱ-ｂ」２単位、「基礎力学Ⅰ-ａ」２単位、「基

礎力学Ⅱ-ａ」２単位、「基礎電磁気学Ⅰ-ａ」２単位、「基礎電磁気学Ⅱ-ａ」２単位、「地学

概論Ⅰ」２単位、「地学概論Ⅱ」２単位、「物理・化学ユニットプログラム」３単位、「デー

タサイエンスプログラム入門」２単位、「統計データ解析基礎」２単位を選択科目として配

置している。 

 ２）専門基本科目 

「専門基本科目」は、応用化学や生物工学の学問体系の理解と専門分野を体系的に学習す

るうえでの総論となる科目として、「応用化学概論」１単位、「生物工学概論」１単位を必修

科目として配置したうえで、化学や生物学に関する基礎的な理論と知識を習得、「有機化学」

２単位、「分析化学」２単位を必修科目として配置し、「生化学Ⅰ」２単位、「生化学Ⅱ」２

単位、「物理化学基礎」２単位、「化学工学基礎」２単位を選択科目として配置している。 

 ３）専門基幹科目 

   「専門基幹科目」は、「専門基礎科目」の理解のもとに、学生の興味と関心に応じた学習

目標に沿った「専門応用科目」を履修にあたっての基本的な理論や知識を習得するための科

目として、「地球と生命の元素」２単位、「非金属元素の化学」２単位、「身の回りの金属元

素」２単位、「金属元素の化学」２単位、「医薬品の効果と反応」２単位、「有機官能基の化

学」２単位、「化学反応はなぜ進行するのか」２単位、「化学反応の応用技術」２単位を選択

科目として配置するとともに、「バイオ工学基礎」１単位、「生物無機化学」２単位、「生物

有機化学」２単位、「バイオ物理化学Ⅰ」２単位、「バイオ物理化学Ⅱ」２単位、「微生物学」

２単位、「分子生物学」２単位、「細胞生物学」２単位、「遺伝子工学」２単位を選択科目と

して配置している。 

 ４）専門応用科目 

「専門応用科目」は、専門基礎科目及び専門基幹科目を受けて学習する専門分野の体系全

般について学習する科目として、「化学反応工学」２単位、「化学技術と分離操作」２単位、

「化学と生活入門」２単位、「マテリアル反応化学」２単位、「ライフ材料化学」２単位、「高

分子化学」２単位、「エネルギー化学入門」２単位、「エネルギー材料化学」２単位、「化学
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プラント工学」２単位、「エネルギーシステムデザイン」２単位を選択科目として配置して

いる。 

また、「生命科学Ⅰ」２単位、「生命科学Ⅱ」２単位を必修科目として配置し、「応用微生

物学」２単位、「発生生物学基礎」２単位、「進化生物学Ⅰ」２単位、「進化生物学Ⅱ」２単

位、「海洋生物学」２単位、「植物科学」２単位、「植物バイオテクノロジー」２単位、「動物

バイオテクノロジー」２単位、「バイオ製品科学」２単位、「機器分析」２単位、「エンジニ

アリング・デザインと生物模倣技術」２単位、「生命有機化学Ⅰ」２単位、「生命有機化学Ⅱ」

２単位、「生命物理化学」２単位、「免疫化学」２単位、「神経生物学」２単位、「発生生物学」

２単位、「進化生態学」２単位、「脳科学」２単位、「バイオインフォマティクス」２単位を

選択科目として配置している。 

５）専門関連科目 

「専門関連科目」は、学生の興味と関心に応じて、専門分野に関連する幅広い知識や理論

を学習する科目として、「環境科学」２単位、「大気・水質環境」２単位、「環境工学」２単

位、「環境保全学」２単位、「環境化学計測」２単位、「医薬・有機合成入門」２単位、「医薬

品合成化学」２単位、「基礎医学」２単位、「公衆衛生学」２単位、「薬理学」２単位、「化粧

品化学」２単位、「食品機能化学」２単位、「食品衛生学」２単位、「食品分析学」２単位、

「食品加工学」２単位を選択科目として配置している。 

６）専門演習科目 

「専門演習科目」は、学生の自律的な学習を促進し、主体的な学習を進めるための科目と

して、「生命化学演習」１単位、「生物科学演習」１単位、「総合ゼミⅠ」１単位、「総合ゼミ

Ⅱ」１単位、「研究実践ゼミナール」１単位を選択科目として配置している。 

 ７）専門実験科目 

「専門実験科目」は、自然の事物や現象を科学的な根拠に基づき探究するための科目とし

て、「化学・生物ユニットプログラムⅠ」４単位、「化学・生物ユニットプログラムⅡ」４単

位を必修科目として配置し、「合成化学実験ユニットプログラム」３単位、「物理化学実験ユ

ニットプログラム」３単位、「応用化学実験」２単位、「環境化学実験」２単位、「微生物学

実験」２単位、「生化学実験」２単位、「応用バイオ実験」２単位、「応用バイオユニットプ

ログラム」４単位、「応用バイオプロジェクト」１単位、「機器分析ユニットプログラム」４

単位、「国際化学実験」１単位、「バイオ特別実験」１単位、「生命科学実験Ⅰ」２単位、「生

命科学実験Ⅱ」２単位、「生命科学ユニットプログラム」４単位を選択科目として配置して

いる。 

８）専門研究科目 

「専門研究科目」では、基礎的な研究能力の養成と研究意識を涵養するとともに、自己の

研究課題に則した研究計画を設定し、資料収集や分析、報告、意見交換などを繰り返しなが

ら、研究課題に関する成果発表を行うための科目として、「プレ卒業研究Ⅰ」１単位、「プレ

卒業研究Ⅱ」１単位、「プレ卒業研究Ⅲ」１単位、「プレ卒業研究Ⅳ」１単位を選択科目とし
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て配置し、「卒業研究Ⅰ」３単位、「卒業研究Ⅱ」３単位を必修科目として配置している。 

 ９）専門実践科目 

「専門実践科目」は、専門分野に関連する知識やスキルを実践的・体験的に学習するため

の科目として、「海外化学研修Ⅰ」２単位、「海外化学研修Ⅱ」４単位、「海外バイオ研修Ⅰ」

２単位、「海外バイオ研修Ⅱ」４単位、「国際コミュニティバイオ英語Ⅰ」１単位、「国際コ

ミュニティバイオ英語Ⅱ」１単位、「中級ＩＴ国家資格取得支援講義」２単位、「企業におけ

る課題と解決を学ぶ」２単位を選択科目として配置している。 

 

⑤ 教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

１ 教育方法 

（１）授業の方法 

授業の方法は、知識の理解を目的とする教育内容については、講義形式を中心とした授業形

態を採るとともに、態度・志向性及び技術や技能の習得を目的とする教育内容については、演

習形式による授業形態を採ることとし、また、理論的知識や能力を実務に応用する能力を身に

付けることを目的とする教育内容については、実験形式や実習形式による授業形態を採るこ

ととする。 

（２）学生数の設定 

授業の内容に応じた学生数の設定については、授業科目ごとの授業形態に則した教育目的を

効果的かつ確実に達成するために、講義形式は２０人から１４５人、演習形式は５人から５５

人、実験科目は１０人から５５人、実習科目は１０人から５５人としている。 

（３）配当年次 

配当年次は、基礎から基幹へと体系的な学習が可能となるようにするとともに、特に、専門

教育においては、専門分野の教育内容ごとに、知識・技能・応用といった授業の内容と科目間

の関係や履修の順序に留意するとともに、単位制度の４年間における制度設計の観点を踏ま

えて、特定の学年や学期において偏りのある履修登録がなされないように配慮した配当とし

ている。 

（４）履修科目の登録上限 

単位制度の実質化の観点を踏まえたうえで、学生の主体的な学習を促し、教室における授業

と教室外の学習を合わせた充実した授業を展開することにより学習効果を高めるために、履

修単位数の年間登録の上限（ＣＡＰ）を４４単位としている。 

（５）厳格なる成績評価 

卒業時における学生の質を確保する観点から、予め学生に対して各授業における学習目標や

その目標を達成するための授業の方法、計画等を明示したうえで、成績評価基準や卒業認定基

準を提示し、これに基づき厳格な評価を行うともに、客観的な評価基準を適用することから、

厳格な成績評価の方法として、ＧＰＡ制度を導入する。 

２ 履修指導方法 
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履修指導方法は、授業を受ける学生に対して、教員が相談に応じる専用の時間を設けること

により、きめ細やかな教育指導を行う体制を整えるとともに、学期ごとに学年別の履修ガイダ

ンスを実施したうえで、学生の適性や能力に応じて学生の履修科目の選択に関する助言を行

う専門的な職員を配置し、個別の履修相談に応じるなど、学生の履修指導体制を整備する。 

また、専門教育科目では、基礎的な専門知識や技能を確実に修得させることに重点を置くこ

とが重要であることを踏まえたうえで、単位制度の実質化を図る観点から、特定の学期におけ

る偏りのある履修登録を避け、学生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修が可能となる

ように、養成する具体的な人材像に対応した履修モデルを提示する。（資料２） 

３ 卒業要件 

卒業要件は、学部に４年以上在学し、体系的な授業科目の履修により、１２４単位以上を修

得することとし、「共通基盤教育科目」から必修科目１４単位を含む３２単位以上、「専門教育

科目」から必修科目２７単位を含む７７単位以上を修得することとしている。 

 

⑥ 実習の具体的計画 

１ 教育実習先の確保の状況 

応用化学生物学科では、中学校教諭一種免許状（理科）と高等学校教諭一種免許状（理科）

及び高等学校教諭一種免許状（工業）を取得可能な資格としており、教育実習先については、

学生の出身校に加えて、本学から交通が便利な地域に設置されている中学校や高等学校を中

心として、中学校１３校、高等学校５３校を確保しており、応用化学生物学科の入学定員１

４５名に対しても、教育実習を希望する学生すべての受入れに対応できる体制を整えている。

（資料３） 

２ 実習先との契約内容 

大学（教職教育センター）と教育実習先との間に、教育実習の受入れに関する書面を取り

交わすこととし、特に、個人情報保護については、教育実習先との間で必要に応じて個人情

報保護に関する覚書を取り交わすよう指導している。 

また、事故防止については、教育実習先における事故防止策及び事故発生時の対処方法に

関するマニュアルを作成し、教育実習先との共有化を図るとともに、事故発生時における連

携体制の強化を図る目的で、大学と教育実習先との間で緊急連絡網を作成することとしてい

る。 

３ 実習水準の確保の方策 

実習水準を確保するため、実習生の受入先に対して、実習開始前に指導方針や指導内容等

を記した実施要綱を作成し、配布することで、実習教育に対する理解を得ることとしている。 

実習生に対しては、事前学習において、実習目的、到達目標、成績評価の基準や方法などに

ついて、十分に理解させたうえで実習に臨ませることにより、実習水準の確保を図ることと

している。 

また、実習指導は、専任の教育実習指導教員があたることとし、教育実習先の実習指導教
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諭との役割分担のもとに連携を図りながら実習指導を行うことにより、実習水準の確保に努

めることとしている。 

４ 教育実習先との連携体制 

実習開始前に、本学の教育実習担当教員と教育実習先の実習担当者で、教育実習の目的や

到達の目標、教育実習の方法と内容、成績の評価などについて十分な打合せを行い、教育実

習先での指導体制を整えるとともに、実習期間中においても、各教育実習先を教員が訪問し、

研究授業参観および事後検討会を行い、実習状況の確認を行っている。 

さらに、各教育実習先との間で日常的な連絡・調整による緊密な連携体制をとることによ

り、円滑な意思の疎通を図ることができるよう努めることとしている。 

５ 実習前の準備状況 

感染予防対策としては、実習生に対して実習開始前に大学での健康診断を受診することと

し、診断結果に応じた必要な措置を施すとともに、実習中又は教育実習先への往復途上での

万が一の事故に備え、学生教育研究災害傷害保険及び実習賠償責任保険に加入することとし

ている。 

６ 事前・事後における指導計画 

事前・事後における指導計画は、事前・事後指導に関する授業科目「教育実習Ⅰ、Ⅱ」を配

置しており、事前指導では、教育実習テキストに基づき実習目的や到達目標、実習中の留意

事項などについて十分に指導のうえ、担当教科の模擬授業を実施している。事後指導では、

実習報告会の実施や実習報告資料の作成や下級生・学科教員への発表などを通じて、実習内

容の整理をさせることとしている。 

事前指導として、主に以下の指導を行う。 

・教育実習の意義と目的を理解させる。 

・教育実習先の教育計画および学習指導の特色の概要を理解させる。 

・各字母教職履修カルテの自己評価に基づき実習課題を明確にさせる。 

・教育実習の概要について理解させる。 

・実習日誌の記載について理解させる。 

・学習指導案の作成について理解させる。 

・服装や言葉づかい、礼儀などを理解させる。 

・個人情報保護や危機管理、ハラスメント対応などの留意事項を理解させる。 

・事後指導として、主に以下の指導を行う。 

１）実習課題への取り組みの報告と討論を実施する。 

２）実習校での成績に基づき担当教員と個人面談を行う。（トラブル等のフォローも含む） 

３）後期必修科目「教職実践演習」に向けて今後の課題を考えさせる。 

４）実習での体験と学びをレポートにまとめさせる。 

５）実習先への礼状を作成する。 

７ 教員及び助手の配置並びに巡回指導計画 
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教育実習指導における教員の配置については、当該教育実習科目を担当する専任教員４人

を配置することで、教員１人当たり４人〜８人程度の実習生を指導することとしており、極

めて細やかな巡回指導が可能となるよう配慮することとしている。 

また、教育実習中の巡回指導については、実習生の実習状況や実習記録を確認したうえで、

実習生に対する指導を行うとともに、教育実習先の実習指導者との面談および研究授業参観

による実習目標の到達状況や課題事項などの確認を行い、必要に応じて改善計画等の策定を

行うこととしている。 

８ 成績評価体制及び単位認定方法 

教育実習における成績評価については、教育実習評価基準に基づいて、教育実習科目担当

教員が行うこととし、教育実習先の成績評価票及び出勤簿による出欠等の状況、実習日誌に

よる記録、レポート、教職履修カルテの自己評価、面接などにより、教育実習目標の到達度合

に照らしながら、総合的に判断したうえで、単位の認定を行うこととしている。 

 

⑦ 取得可能な資格 

１ 取得可能な資格 

 中学校教諭１種免許状（理科） 

  高等学校教諭１種免許状（理科） 

  高等学校教諭１種免許状（工業） 

２ 資格取得の条件 

卒業要件の単位に含まれる科目のほか、教科及び教科の指導法に関する科目並びに教育の

基礎的理解に関する科目を修得することにより、中学校教諭１種免許状（理科）、高等学校教

諭１種免許状（理科）、高等学校教諭１種免許状（工業）を取得することができることとして

いる。 

⑧ 入学者選抜の概要 

１ 基本方針 

入学者選抜の基本方針は、入学志願者の大学教育を受けるに相応しい能力や適性等を多面

的に判定し、公正かつ妥当な方法で実施するとともに、学部の目的、教育内容等に応じた入学

者受入方針を明確にするとともに、これに基づき、入学後の教育との関連を十分に踏まえたう

えで、入試方法の多様化、評価尺度の多元化に努めることする。 

２ 受入方針 

応用化学生物学科では、「化学や生物学に関する基礎的な理論と知識を習得したうえで、物

質や生物の原理や法則の知識を物質開発や生体機能に活用するための技術と方法を習得させ

る」こととしており、この教育目標を達成するために必要な教育課程の編成としている。 

このような応用化学生物学科における教育目標や教育課程との関連性を踏まえたうえで、

入学者選抜の基本的な受入方針を、以下のとおり、定めることとしている。 

・化学又は生物学に対する強い興味や関心と学部教育に対する学習意欲を有している。 
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・高等学校で履修した主要科目について、教科書レベルの基本的な知識を有している。 

・物事を正しく認識し、自分の考えを適切に表現し、他者に対して的確に伝えられる。 

なお、入学者の受入方針に対する入学者選抜における判定方法については、「化学又は生物

学に対する強い興味や関心と学部教育に対する学習意欲を有している」ことについては、学力

検査、書類審査、面接試験、小論文試験のいずれかにより判定することとしている。 

また、「高等学校で履修した主要科目について、教科書レベルの基本的な知識を有している」

ことについては、書類審査又は学力検査のいずれかにより判定することとし、「物事を正しく

認識し、自分の考えを適切に表現し、他者に対して的確に伝えられる」ことについては、学力

検査、書類審査、面接試験、小論文試験のいずれかにより判定することとしている。 

３ 選抜方法 

（１）実施方法及び定員割合 

入学者選抜の実施方法は、入学者選抜の受入方針を踏まえたうえで、総合型選抜、学校推薦

型選抜、一般選抜（一般入試、大学入学共通テスト）により実施することとし、募集定員の割

合については、総合型選抜の募集定員を２６名、学校推薦型選抜の募集定員を３６名、一般選

抜（一般入試、大学入学共通テスト）のうち一般入試の募集定員を４６名、大学入学共通テス

トの募集定員を３７名としている。 

（２）総合型選抜 

総合型選抜は、学科から課された課題および詳細な書類審査と丁寧な面接を組み合わせる

ことにより、入学志願者の目的意識や学習意欲及び基礎学力や適性能力を多面的に評価し、総

合的に判定することとしており、入学手続きを行った者に対しては、出身高等学校と協力しつ

つ、入学までに取り組むべき課題を課すなど、入学後の学習のための準備をあらかじめ用意す

ることとしている。 

（３）学校推薦型選抜 

学校推薦型選抜における指定校制推薦入試及び公募制推薦入試は、出身高等学校長の推薦

に基づき、学力検査を免除し、調査書を主な資料として判定することとし、学部における入学

者の受入方針と入学志願者に求める受入方針に基づき、指定校制推薦では調査書による書面

審査及び面接試験と小論文試験を課すことにより、入学志願者の目的意識や学習意欲及び基

礎学力や適性能力を多面的かつ総合的に評価する。また、公募制推薦では調査書による書面審

査及び面接試験と適性検査を課すことにより、入学志願者の目的意識や学習意欲及び基礎学

力や適性能力を多面的かつ総合的に評価する。 

（４）一般選抜（一般入試） 

一般入学試験では、学力検査として理科を必須とし、数学・英語・国語から２教科を選択す

る方式とする。 

（５）一般選抜（大学入学共通テスト） 

大学入学共通テストの成績の利用方法は、数学、外国語、理科、国語から３教科３科目の総

合点により選考する方式と、数学、外国語、理科、国語、社会から５教科５科目の総合点及び
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小論文、グループ・ディスカッション、調査書の総合点により選考する方式からなり、専門分

野への興味と関心や学習意欲及び基礎学力や適性能力を適切に判断することとしている。 

４ 選抜体制 

入学者選抜の実施体制は、入学者選抜は、中立・公正に実施することを旨とし、入試問題の

漏洩など入学者選抜の信頼性を損なう事態が生じることのないように、学長を中心とする責

任体制の明確化、入試担当教職員の選任における適格性の確保など実施体制の充実を図ると

ともに、教員や職員等の関係者が一体となり、全学的な連携体制の確立に努めることとしてい

る。 

試験問題の作成においては、チェック体制を不断に点検するとともに、作題者以外の者を含

めた重層な点検を行うことにより、ミスの防止と早期発見に努めることとし、合格者の決定業

務においては、電算処理や解答のチェック体制を確立し、点検・確認するとともに、追加合格

の決定業務についても、マニュアルを作成するなど、実施体制及び決定手続きを明確にするこ

ととしている。 

入学志願者の氏名や住所等、選抜を通じて取得した個人情報については、漏洩や選抜以外の

目的の利用がないよう、その保護に十分留意しつつ、適切な取り扱いに努めるとともに、入学

者選抜の実施に係るミスの防止に努めるため、入学者選抜業務のプロセス全体を把握したう

えで、ミスを防止するためのガイドラインの作成により、業務全体のチェック体制を確立する

こととしている。 

 

⑨ 教員組織の編成の考え方及び特色 

１ 教員組織の編成の考え方及び特色 

応用化学生物学科は、既設の工学部の応用化学科と応用バイオ科学部の応用バイオ科学科

を基礎として設置することから、既存の教員組織を最大限に活用しつつ、学部教育における教

育成果をより一層発揮することが可能となる教員組織の編成とするとともに、教育研究上の

目的及び養成する人材並びに教育課程編成の考え方を踏まえたうえで、これらの目的を達成

することが可能となる教員組織の編成としている。 

具体的には、応用化学生物学科では、組織として研究対象とする中心的な学問分野を「応用

化学分野」と「生物工学分野」としていることから、当該分野を専門とする専任教員による教

員組織としており、各専門分野における教育上、研究上又は実務上の優れた知識や能力及び実

績を有する専任教員２１人（教授１１人、准教授７人、講師３人）を配置することとしている。 

また、専任教員の配置に当たっては、博士号等の学位の保有状況をはじめ、それぞれの専門

分野や領域における教育実績及び研究業績、実務経験などと担当予定の授業科目との適合性

について、十分な検討のもとに配置しているとともに、教育上主要と認める授業科目には専任

の教授又は准教授を配置することとしている。 

２ 教員組織の年齢構成及び定年規程との関係 

応用化学生物学科の専任教員の年齢構成については、教育研究水準の維持向上及び教育研
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究の活性化に支障がない構成とすることから、３０歳台１人、４０歳台７人、５０歳台１０人、

６０歳台４人から構成することとしており、特定の年齢層に偏ることのないよう計画してい

るとともに、教育研究水準の維持向上や教育研究の活性化に支障がない教員組織の編成とな

るように配慮している。 

なお、応用化学生物学科の教員組織の編成においては、本学における教育研究以外の業務に

従事する専任教員は配置しないこととしており、また、定年規程との関係については、既に定

年年齢に達している専任教員１人を配置する計画としているが、定年に達した者の任用につ

いては、任期制との併用により、定年年齢を超えて採用できる規程を設けていることから、専

任教員の配置計画における支障はないものと考えている。（資料４） 

 

⑩ 施設、設備等の整備計画 

本学では、昭和３８年の開学以来、教育･研究環境の整備と充実に積極的に取り組んできて

おり、大学の教育･研究のために必要な校地及び校舎等は十分に整備されており、今般、設置

する応用化学生物学科については、既設の工学部の応用化学科と応用バイオ科学部の応用バ

イオ科学科を基礎として設置する計画であることから、既存の校地及び校舎等を有効的に活

用することとしている。 

（１）校地、運動場の整備計画 

応用化学生物学科の設置を計画している本学のキャンパスは、神奈川県厚木市下荻野に位

置し、現在、校地面積約１２６，５６２㎡を有していることから、学生の休息その他の利用の

ための適当な空地を含む十分な校地面積が確保されており、大学教育に相応しい環境を整え

ている。 

運動場は、約３８，０１５㎡の面積を校舎と同じ敷地内に確保しており、運動用設備として

は、全天候対応人工芝フィールドおよび陸上４００ｍトラックを設け、サッカー・ラグビー及

び長短距離走の競技はもとより、フットサルやソフトボール等多目的に活用している。 

さらに、隣接して両翼９５ｍ、センター１２０ｍの人工芝野球場を設け、硬式野球、ソフト

ボールやフットサルも可能としているとともに、全天候型テニスコート４面も有しており、授

業及び学生の課外活動に利用している。 

また、校地中心部に約６，０００㎡の中央緑地公園を設け、２７０席のベンチや芝地での学

生の休憩やコミュニケーションの場として活用しており、この公園は、屋外の催し物を開催す

る場合は、約１，５００人がステージを観覧可能で、さらに万一の災害時には、石畳部分も利

用することで、約２，０００人の一時避難を可能としている。 

（２）校舎等施設の整備計画 

本学では、現在、３６棟の校舎等の施設を有しており、延床面積は約９７，５５８㎡で、教

育に必要となる主要な教室等の内訳としては、講義室６８室、演習室１２室、実験実習室７１

室、情報処理室１３室、語学学習室１室を整備しており、その他、教員研究室１９５室、講師

室、助手室、図書館、体育館、学長室、会議室、事務室、保健室、学生自習室、学生食堂など
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を整備している。 

応用化学生物学科は、これまで継続的に教育･研究環境の整備充実に努めてきたキャンパス

に設置することから、既存の校舎等施設を有効的に利用することとしており、応用化学生物学

科の教員組織として計画している専任教員２２名分の研究室２２室については、既に整備さ

れている。 

設備の整備計画については、これまで大学全体で整備してきた教育研究用機器備品４，６１

４点、管理用機器備品１２９点を有効的に転共用することとしている。 

本学では、開設以来、常に教育研究環境の整備と充実に積極的に取り組み、特に施設・設備

については、十分な整備に努めてきたことから、応用化学生物学科を設置した場合において

も、十分に対応することが可能であると考えている。 

（３）図書等の資料及び図書館の整備計画 

１）図書等の資料の整備計画 

本学キャンパスの図書館では、図書等の資料について、現在、図書１８６，２４４冊（うち

外国書２２，６６０冊）を所蔵しているとともに、学術雑誌３１４種（うち外国雑誌２種）の

ほか、電子ジャーナル１４種（３，７１１タイトル収録）、ビデオやＤＶＤなどの視聴覚資料

５，８７１点の整備がなされていることから、これらを有効的に転共用することとしている。 

また、応用化学生物学科における教育研究上の理念・目的や人材養成の目的を達成するため

に必要となる図書等の資料としては、これまで、大学全体として整備してきた専門図書のう

ち、応用化学及び生物工学に密接に関連する専門図書５，６９９冊を所蔵しており、雑誌につ

いても３９種を備えていることから、教育･研究に支障はないと考えている。 

２）図書館の整備計画 

図書館の機能としては、大学全体の収容定員の約１４％にあたる６６３席の閲覧座席数を

整備しており、また、学生の主体的な学習の場として、電子黒板・ディスカッションテーブル

等のＩＴ機器と可動机、壁面ホワイトボードを備えた Active Learning Room４室とシラバス

図書を集めた Reference Learning Roomからなる Active Learning space を設けているとと

もに、視聴覚ブース、サービスカウンター、レファレンスカウンターなどを有し、人的サービ

スを提供している。 

さらに、館内に検索・電子資料閲覧・レポート作成等用途の汎用利用者パソコン３０台、検

索用パソコン７台を備え、また利用可能な電子・冊子体資料を垣根なく適切にナビゲート可能

なディスカバーリーサービス“World Cat Discovery Services”を導入し、図書館ホームペー

ジの検索窓からの使用を可能としている。 

図書館システムは株式会社富士通製の「iLiswave-J」が稼働しており、国立情報学研究所の

所蔵目録の検索、医学中央雑誌や看護文献基本データベース CINAHL等の論文検索、他大学図

書館等との文献複写・相互貸借等サービスを可能としているほか、ディスカバーリーサービス

により世界最大の目録データベース OCLCの World Cat データの参照も可能としている。 

また、検索学術情報リポジトリとして、研究紀要論文（１，２０３件）、学位論文（２２件）
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のほか、日産自動車カタログコレクション目録データ（４９７件）、地域資料として「NPO 法

人雨岳文庫を活用する会」と連携し、伊勢原市歴史史料である雨岳文庫データベース（１０，

３６５件）等を公開し、学内学術情報だけでなく地域と結びついた特色ある情報発信を行って

いる。 

 

⑪ 管理運営及び事務組織 

１ 教授会 

教授会は、専任の教授をもって組織され、「学生の入学、卒業及び課程の修了」、「学位の

授与」、「教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必要なものとして学長

が定めるもの」について決定を行うに当たり意見を述べるものとするもののほか、学長及び

学部長その他の教授会が置かれる組織の長がつかさどる教育研究に関する事項について審議

し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができることとしており、原則として、毎

月１回定例で開催するほか、必要に応じて適宜臨時に開催している。 

２ 大学協議会 

大学協議会は、大学全般の重要事項を審議するために設置されており、審議事項について

は、「大学協議会規程」に規定され、構成員は、学長、副学長、学部長、学科長、自己評価

委員長、教務主任、学生部長、入学委員長、キャリア就職委員長、図書館長、情報教育研究

センター所長、工学教育研究推進機構長、教育開発センター所長、基礎・教養教育センター

所長及び同センター系列総会会長、大学担当理事及び学長が指名した者とし、原則として、

毎月１回定例で開催している。 

３ 教授会以外の委員会 

教授会以外の委員会としては、「学生部委員会」、「教務委員会」、「入学委員会」、「キャリア

就職センター委員会」をはじめ、各種委員会を組織し、学生の修学支援に努めており、各委員

会の審議事項については、各委員会規程により規定されており、構成員は各学部から選出され、

定例的に開催している。 

４ 事務組織 

事務業務の処理と遂行を行うための事務組織体制としては、経営管理本部と学生支援本部

を置き、経営管理本部は、組織全体に関する事務全般を取扱うこととして、総務課、庶務課、

財務課、外部資金課、管財課、企画入学課を置いており、学生支援本部は、授業運営と学生支

援に関する事務全般を扱うこととして、教務課、学生課、キャリア就職課、卒業生支援課、国

際課、図書館サービス課を置いており、教学組織との連携協力のもと、業務の専門性や効率性

の向上に努めている。 

また、学生の厚生補導にかかる業務については学生課が担当することとしており、厚生補導

のための職員を配置し、学生の大学生活やその他生活全般にかかわる事柄に関して、組織的な

相談・指導・助言あるいは援助などのサポート活動を行っており、特に学生支援においては、

教学組織として学生サポート室を置き、早期学生支援や障害学生支援に当たることとしてお
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り、教学組織と事務組織との協働・連携の重要性の認識のもと、教職協働による取組みを推進

している。 

 

⑫ 自己点検・評価 

１ 基本方針 

本学では、自らが掲げる目的の達成および理念の実現のため、継続的に自己点検・評価を行

い、その結果をもとに改革・改善に努めることを通じて、本学の教育研究の水準を保証し向上

させ、本学に対する社会の信頼を一層確実なものとする。 

２ 実施体制 

本学では、内部質保証に関する規程において、自己点検・評価を継続的かつ総合的に実施す

るため、自己点検・評価に関する統括委員会として、理事長、学長、研究科長、専務理事、常

務理事、副学長、担当理事、教員自己点検・評価委員長で構成する「内部質保証委員会」を置

き、自己点検・評価に関する定期的な実務を担当する組織として、学長、研究科長、専務理事、

常務理事、副学長、担当理事、入学委員長、教務主任、学生部長、キャリア就職委員長、３つ

のポリシー運営委員会委員長、教育開発センター所長、教員自己点検・評価委員長、工学教育

研究支援機構長、事務部門の担当部長による「自己評価委員会」を置くこととしている。 

３ 実施方法 

自己評価委員会は、次の各事項について、審議し、決定し、実施する。 

(1) 自己点検・評価項目の設定および変更、 

(2) 評価のあり方に関する事項、 

(3) 自己点検・評価の実施に関する事項、 

(4) 改善・改革に向けた方策の実施に関する事項、 

(5) 教員の自己点検・評価に関する事項、 

(6) 自己点検・評価結果の公表に関する事項、 

(7) 認証評価機関の評価に関する事項、 

(8) その他、大学の自己点検・評価に関する事項 

について審議し、決定し、実施している。 

また、自己点検・評価結果については、その内容を内部質保証委員会に報告しているととも

に、改善等を要すると認められる事項については、関連ある学内組織に適切な対応策を検討

し、実施することを要請している。 

内部質保証委員会は、自己評価委員会から提出された定期的な点検・評価結果及び外部評価

委員会の検証結果について審議し、課題等に関する方針の策定、実施、点検及び改善について

常に検討し、必要な事項を実施するとともに、文部科学省や認証評価機関等からの指摘事項に

ついては、迅速かつ適切に対応することとしている。 

内部質保証委員会で策定・決定した方針、課題及び改善策などの実施を自己点検・評価に関

する日常的な実務を担う各組織に要請し、各組織はこれを適切、適正に実施するとともに実施
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状況を絶えず点検・評価を行い、改善等を要すると認められる事項については適切な対応策を

検討、実施し、点検・評価結果を自己評価委員会へ報告することとしており、その内容につい

ては、自己評価委員会で審議し、結果を内部質保証委員会へ報告することとしている。 

なお、教員の自己評価については毎年行い、分析内容を教授会へ報告することとしている。 

４ 評価項目 

  評価項目については、以下の通りとしている。 

    (1) 理念・目的 

    (2) 内部質保証 

    (3) 教育研究組織 

(4) 教育課程・学習成果 

(5) 学生の受け入れ 

(6) 教員・教員組織 

(7) 学生支援 

(8) 教育研究等環境 

(9) 社会連携・社会貢献 

(10) 大学運営・財務 

５ 結果の活用及び公表 

評価の結果については、教育活動や研究活動などの改善策を検討し、改善計画や教育活動や

研究活動などで達成すべき目標を設定する際に活用し、評価結果を反映させることとしてお

り、評価の結果は、大学として社会に対する説明責任を果たす観点から、ホームページでの公

開や自己点検・評価報告書を作成し、配布することにより公表することとしている。 

 

⑬ 情報の公開 

１ 実施方法 

学部等における人材の養成に関する目的、その他の教育研究上の目的について、学則及び規

則等の適切な形式により定め、これを広く社会に公表するとともに、教育研究活動等の状況な

ど大学に関する情報全般について、インターネット上のホームページや大学案内などの刊行

物への掲載、その他広く一般に周知を図ることができる方法により積極的に提供することと

している。 

特に、教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報を積極的に公表する

こととし、その際、大学の教育力の向上の観点から、学生がどのようなカリキュラムに基づき、

何を学ぶことができるのかという観点が明確になるよう留意することとしている。 

教育情報の公表については、そのための適切な体制を整えたうえで、刊行物への掲載、イン

ターネットの利用その他広く周知を図ることができる方法によって行うこととしており、ホ

ームページのアドレスは、「http://joho.kait.jp」であり、検索方法については、「トップ＞

＞情報公表」により検索することができる。 
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２ 実施項目 

次の教育研究活動等の状況についての情報を公表している。 

(1) 大学の教育研究上の目的に関すること。 

(2) 教育研究上の基本組織に関すること。 

(3) 教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること。 

(4) 入学者に関する受入方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修 

  了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること。 

(5) 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること。 

(6) 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること。 

(7) 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること。 

(8) 授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること。 

(9) 大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること。 

(10) その他の関連する情報 

・教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報 

・学則等各種規程 

・設置認可申請書 

・設置届出書 

・設置計画履行状況等報告書 

・自己点検・評価報告書 

・認証評価の結果 

３ 公表内容 

教育研究活動等の状況についての情報を公表するに際しては、以下の点に留意したうえで行

っている。 

    (1) 大学の教育研究上の目的に関する情報については、学部、学科又は課程等ごとに、それ 

ぞれ定めた目的を公表する。 

  (2) 教育研究上の基本組織に関する情報については、学部、学科又は課程等の名称を明らか 

にする。 

  (3) 教員組織に関する情報については、組織内の役割分担や年齢構成等を明らかにし、効果 

的な教育を行うため組織的な連携を図っていることを明らかにする。 

  (4) 教員の数については、学校基本調査における大学の回答に準じて公表することとし、法

令上必要な専任教員数を確保していることや男女別、職別の人数等の詳細をできるだ

け明らかにする。 

(5) 各教員の業績については、研究業績等にとどまらず、各教員の多様な業績を積極的に明 

らかにすることにより、教育上の能力に関する事項や職務上の実績に関する事項など、 

当該教員の専門性と提供できる教育内容に関することを確認できるという点に留意し 

たうえで公表する。 
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(6) 入学者に関する受入方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は 

修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関する情 

報については、学校基本調査における大学の回答に準じて公表する。 

  (7) 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関する情報については、教 

育課程の体系性を明らかにする観点に留意するとともに、年間の授業計画については、 

シラバスや年間授業計画の概要を活用する。 

  (8) 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関する情報につい 

ては、必修科目、選択科目の別の必要単位修得数を明らかにし、取得可能な学位に関 

する情報を明らかにする。 

  (9) 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関する情報については、 

学生生活の中心であるキャンパスの概要のほか、運動施設の概要、課外活動の状況及 

びそのために用いる施設、休息を行う環境その他の学習環境、主な交通手段等の状況 

をできるだけ明らかにする。 

 (10) 授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関する情報については、寄宿舎や学生 

寮等の宿舎に関する費用、教材購入費、施設利用料等の費用に関することをできるだ 

け明らかにする。 

   (11) 大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関する情報について 

は、留学生支援や障害者支援など大学が取り組む様々な学生支援の状況をできるだけ 

明らかにする。 

 

⑭ 教育内容等の改善を図るための組織的な研修等 

１ 授業の内容及び方法の改善のための組織的な研修等 

（１）実施体制 

授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究の実施については、「教育

開発センター」が担うこととしており、業務を円滑に果たすため、教育開発センター運営委

員会を設置し、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究の実施に関

する計画の立案と実施の推進を行うこととしている。 

（２）実施内容 

教育内容等の改善の組織的な研修等の実施内容については、以下に掲げる項目による取

り組みを行うこととしている。 

(1) シラバスの記載項目や記載内容、記載方法などに関する規則整備をするとともに、個 

別教員に対する記載指導を実施する。 

(2) 学生による授業アンケート調査を実施するとともに、評価結果に基づき、各教員が授 

業の内容や方法の改善に役立てる。 

(3) 授業科目の位置付けや到達目標、他の授業科目の内容や範囲などの接続関係につい 

て教員の相互理解を図る。 

設置の趣旨（本文）－21



      (4) 授業科目ごとの教育目標を効果的に達成するための教育手法や評価方法等の研修会 

を実施する。 

      (5) 他の教員の授業を参観して、自らの授業の内容及び方法の改善に役立てるための教 

員相互の授業参観を実施する。 

      (6) 授業技術や教材開発に関する定期的な研究会と研究成果の発表会を開催するととも

に、授業公開の一環として報告書を作成する。 

２ 大学職員に必要な能力及び資質を向上させる研修等 

（１）実施体制 

大学の教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため、大学職員に必要な知識や技

能を習得させるとともに，必要な能力及び資質を向上させる研修等の取組みについては、

「神奈川工科大学 職員研修企画運営委員会規程」を制定し、事務職員のみならず、教員及

び技術職員を含めて、大学等の教育･研究活動等の適切かつ効果的な運営を図ることを目的

とした、知識・技能の修得及び能力・資質の向上のための活動（ＳＤ活動）を推進すること

としており、「情報セキュリティ」、「ハラスメント」、「高大接続」、「キャリア就職支援」、「文

献データベース」、「高等教育政策の動向」といった大学を取巻く問題を定期的に取上げて実

施することとしている。 

事務職員を対象とした研修等は、職員研修企画運営委員会が中心となって行い、教員に対

する研修等は、教育開発センターが中心となって行うこととしており、教育開発センターが

主催する研修等についても、事務職員も積極的に参加することとしている。 

（２）実施内容 

   具体的なＳＤ活動については、以下に掲げる項目により行う。 

   (1) ３つのポリシーに基づく大学の取組の自己点検・評価と内部質保証に関する事項 

      (2) 教学マネジメントに関わる専門的職員の育成に関する事項 

      (3) 大学改革に関する事項 

      (4) 学生の厚生補導に関する事項 

      (5) 業務領域の知見の獲得を目的とする事項 

      (6) その他職員研修企画運営委員会で企画運営することが適当とされる事項 

なお、研修会等については、外部団体が主催して行う「学外研修会等」と大学等が独自に

企画して開催する「学内研修会等」に大別している。 

 

⑮ 社会的・職業的自立に関する指導等及び体制 

１ 教育課程内における取組み 

本学では、「共通基盤教育」の「キャリア系」を教育課程内における社会的・職業的自立に

関する科目群として位置付けており、特に、「キャリア系」に必修科目として配置している「キ

ャリア設計１」１単位、「キャリア設計２」１単位、「キャリア設計３」１単位及び選択科目と

して配置している「社会人に向けての準備講座」１単位、「企業特別講座」１単位の５科目に
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おいて、職業人が果たす役割と責任や自覚と態度を身に付けるとともに、職業現場への興味と

関心と自らの職業選択に対する意識の涵養を図ることとしている。 

なお、教育課程内の取組みにおける組織体制は、教務委員会とキャリア就職委員会による社

会的・職業的自立に関する指導等に関する連絡協議会を設けている。 

２ 教育課程外の取組み 

社会的・職業的自立を図るための教育課程外の取組みとしては、キャリア支援年間計画に基

づき、職業興味検査、資格と仕事のセミナー、インターンシップなどの実施により職業観の涵

養を図るとともに、各種資格取得講座、国家試験対策講座、キャリア支援講座、就職試験対策

講座などによる職業・就職に関する知識・技能の習得を図ることとしている。 

また、個別カウンセリング、Ｕターンガイダンス、仕事に関するガイダンスなどの進路・就

職指導及び相談に加えて、企業等採用説明会、国家試験対策講座や国家試験対策指導などを行

うこととしており、教育課程外の取組みにおける組織体制としては、キャリア就職委員会及び

キャリア就職課が担当することとしている。
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【資料１（本文Ｐ１）】 

学位授与の方針及び教育課程編成の方針と教育課程の関係図 

ディプロマポリシー カリキュラムポリシー 授業科目 

１ 知識・リテラシー 

① 応用化学と応用生物および生命

科学に必要な化学・生物の基礎学力

を持ち、関連する自然科学の知識や

基礎技術を体系的に理解できる。

② 技術者として必要な情報技術、デ

ータサイエンスのリテラシーを身

に付けている。

① 専門基礎科目の「微分積分学 I-c」、専門

基本科目の「有機化学」や「分析化学」、専

門応用科目などの講義や演習を通して、化

学と生物の理解に必要な自然科学の知識を

修得する。この基礎学力とは、化学や生物

の知識のみならず、定量的な思考や、数理

的な考え方を身に付けることで、身の回り

の事象との関連性を論理的に理解すること

をいう。

専門分野概論、理工学入門、応用化学概論、生物工学概論、 

身の回りの数学、実感する科学、微分積分学Ⅰ-ｃ、線形代数学Ⅰ-ａ、 

確率統計、有機化学、分析化学、生命科学 I、生命科学 II、 

基礎化学Ⅰ-a、同 I-b、基礎化学Ⅱ-ａ、基礎化学Ⅱ-b、 

基礎力学Ⅰ-ａ、基礎力学Ⅱ-ａ、基礎電磁気学Ⅰ-ａ、基礎電磁気学Ⅱ-ａ、 

地学概論Ⅰ、地学概論Ⅱ、物理・化学ユニットプログラム 

② 共通基盤科目の数理情報系分野における

ICT（情報通信技術）関連科目を初年次に学

修することで、データサイエンスにおける

リテラシーを身に付け、情報技術分野にお

ける基礎的なプログラミング力を修得す

る。また専門教育科目群における情報系科

目において、化学と生物に関連したデータ

処理やプログラミングなどの実践的な技能

を身に付ける。 

アカデミック ICTスキル、情報･ＡＩリテラシー (情報基礎)、

データサイエンスプログラム入門、ＡＩとデータサイエンス(情報応用)、 

統計データ解析基礎、バイオインフォマティクス、 

中級 IT国家資格取得支援講義 

２ 課題解決力 

③ 基礎知識・技能を活用し、多面的

で多角的な視点から物事を考え、化

学、生物、生命科学に関する課題を

発見し解決するとともに、新たな価

値形成を見出すことができる。 

④ 化学や生物の専門分野に関する

知識を体系化し、論理的にかつ発展

的に導出した応用課題や目的に対

③ 専門教育科目では、多面的で多角的な視

点から物事を考え、化学・生物分野におけ

る深い知識と専門分野間の有機的・総合的

な理解を身に付ける。実験科目では、化学・

生物分野における必要な実験技術を身に付

け、データを定性的・定量的に解析・評価で

き、さらには実験結果を講義で得た知識と

関連付けて考えることができる能力を身に

付ける。これらにより、多面的かつ多角的

応用化学・生物工学ユニットプログラムⅠ 

応用化学・生物工学ユニットプログラムⅡ 

物理化学基礎、化学反応はなぜ進行するのか、 

地球と生命の元素、非金属元素の化学、医薬品の効果と反応、 

有機官能基の化学、合成化学実験ユニットプログラム、 

生化学 I、バイオ工学基礎、生物無機化学、生物有機化学、 

バイオ物理化学 I、微生物学、細胞生物学、発生生物学基礎、 

進化生物学 I、生命物理化学、公衆衛生学、食品機能化学、微生物学実験、 

化学工学基礎、化学反応の応用技術、身の回りの金属元素、 
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して、多面的な視野のもとで解決を

行い、成果を論理的に説明する能力

を身に付けている。 

に物事を考え、新たな価値形成を見出す能

力を身に付ける。 

金属元素の化学、物理化学実験ユニットプログラム、生化学 II、 

バイオ物理化学 II、分子生物学、生命有機化学 I、環境科学、 

基礎医学、食品衛生学、生化学実験、生命科学実験 I、神経生物学 

④ 主に 2 年次以降の専門教育科目におい

て、またユニットプログラムや実験科目を

通して、化学や生物の知識を体系的に理解

し、発見した課題についての多面的かつ筋

道だった問題解決能力を修得する。さらに、

専門研究科目において、研究計画の立案・

必要な調査・研究の遂行を主体的に行い、

報告書の作成や発表を通して、第三者にそ

の内容を論理的かつわかりやすく伝える能

力を身に付ける。 

化学と生活入門、エネルギー化学入門、医薬・有機合成入門、 

遺伝子工学、応用微生物学、進化生物学 II、機器分析、 

化学技術と分離操作、マテリアル反応化学、エネルギー材料化学、 

大気・水質環境、医薬品合成化学、高分子科学、応用化学実験、 

環境化学実験、植物バイオテクノロジー、生命有機化学 II、 

免疫化学、環境工学、薬理学、食品分析学、応用バイオ実験、 

生命科学実験 II、化学反応工学、ライフ材料化学、化学プラント工学、 

エネルギーシステムデザイン、環境化学計測、機器分析ユニットプログラム、 

海洋生物学、動物バイオテクノロジー、生物工学、発生生物学 

進化生態学、脳科学、環境保全学、化粧品科学、食品加工学、 

生命化学演習、生物科学演習、研究実践ゼミナール、 

応用バイオユニットプログラム、応用バイオプロジェクト、 

生命科学ユニットプログラム、総合ゼミⅠ、総合ゼミⅡ、植物科学 

３ 学修に向き合う力、工学技術者とし

ての人間性 

⑤ 化学・生物系技術者及び社会人と

して活躍するためのコミュニケー

ション能力、プレゼンテーション能

力を有し、他者と協働して目標を実

現する力を身に付けている。

⑥ 主体的な学修・探究活動・実験実

習による検証等に取り組む姿勢を

身に付けている。また、技術者とし

ての社会的責任を理解し、技術者と

しての倫理観を身に付けている。

⑤ 社会人として必要な教養は共通基盤

科目全般で学び、社会で役立つ技術者

として必要な能力を理解するととも

に、他者と協働してコミュニケーショ

ンを取りながら課題を解決する能力を

身に付ける。以上を踏まえて、卒業研

究では総合力を高め、社会で活躍する

ための能力を修得する。

スタディスキル

共通基盤科目（人文社会系・スポーツ系・言語系） 

国際コミュニティーバイオ英語 I 

国際コミュニティーバイオ英語 II 

企業における課題と解決を学ぶ 

エンジニアリングデザインと生物模倣技術

卒業研究Ⅰ 

卒業研究Ⅱ 

⑥ 将来の技術者としての倫理観や技術者像

を共通基盤の倫理系科目やキャリア系科目

などを通して学ぶ。また、卒業研究では、総

合的な学びの中で倫理観や技術者像を学ぶ

とともに、研究活動を行う能動的な態度を

活かしながら、工学技術者として必要な探

究力を身に付ける。 

国際化学実験、バイオ特別実験、海外化学研修Ⅰ、海外化学研修Ⅱ、 

海外バイオ研修 I、海外バイオ研修 II、現代社会講座、キャリア系、 

プレ卒業研究Ⅰ、プレ卒業研究Ⅱ、プレ卒業研究Ⅲ、プレ卒業研究Ⅳ、 

バイオ製品科学、技術者倫理、生命倫理、卒業研究Ⅰ、卒業研究Ⅱ 
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教育上の目的及び養成する人材等 

【教育上の目的】 

教育研究対象とする中心的な学問分野を「応用化学分野」と「生物工学分野」として、「化学や生物学に関する基礎的な理論と知識を習得したうえで、

物質や生物の原理や法則の知識を物質開発や生体機能に活用するための技術と方法を習得させる」ことを教育研究上の目的としている。 

【養成する人材】 

「応用化学分野」と「生物工学分野」に関する教育・研究を通して、「化学と生物学の基礎理論の研究により解明された物質や生物の特性や機能を活

かして、人間社会に役立つものを創り出すことができる幅広い職業人を養成する」こととしている。 

【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

１ 知識・リテラシー 

① 応用化学と応用生物および生命科学に必要な化学・生物の基礎学力を持ち、関連する自然科学の知識や基礎技術を体系的に理解できる。

② 技術者として必要な情報技術、データサイエンスのリテラシーを身に付けている。

２ 課題解決力 

③ 基礎知識・技能を活用し、多面的で多角的な視点から物事を考え、化学、生物、生命科学に関する課題を発見し解決するとともに、新たな価値形

成を見出すことができる。

④ 化学や生物の専門分野に関する知識を体系化し、論理的にかつ発展的に導出した応用課題や目的に対して、多面的な視野のもとで解決を行い、成

果を論理的に説明する能力を身に付けている。

３ 学修に向き合う力、工学技術者としての人間性 

⑤ 化学・生物系技術者及び社会人として活躍するためのコミュニケーション能力、プレゼンテーション能力を有し、他者と協働して目標を実現する

力を身に付けている。

⑥ 主体的な学修・探究活動・実験実習による検証等に取り組む姿勢を身に付けている。また、技術者としての社会的責任を理解し、技術者としての

倫理観を身に付けている。

【教育課程編成の方針（カリキュラム・ポリシー）】 

１ 知識・リテラシー 

① 専門基礎科目の「微分積分学 I-c」、専門基本科目の「有機化学」や「分析化学」、専門応用科目などの講義や演習を通して、化学と生物の理解に

必要な自然科学の知識を修得する。この基礎学力とは、化学や生物の知識のみならず、定量的な思考や、数理的な考え方を身に付けることで、身

の回りの事象との関連性を論理的に理解することをいう。

② 共通基盤科目の数理情報系分野における ICT（情報通信技術）関連科目を初年次に学修することで、データサイエンスにおけるリテラシーを身に
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付け、情報技術分野における基礎的なプログラミング力を修得する。 

また専門教育科目群における情報系科目において、化学と生物に関連したデータ処理やプログラミングなどの実践的な技能を身に付ける。 

＜学修成果の評価方法＞ それぞれの科目における試験、小テスト、レポート、演習で評価する。 

２ 課題解決力 

③ 専門教育科目では、多面的で多角的な視点から物事を考え、化学・生物分野における深い知識と専門分野間の有機的・総合的な理解を身に付ける。

実験科目では、化学・生物分野における必要な実験技術を身に付け、データを定性的・定量的に解析・評価でき、さらには実験結果を講義で得た

知識と関連付けて考えることができる能力を身に付ける。

これらにより、多面的かつ多角的に物事を考え、新たな価値形成を見出す能力を身に付ける。

④ 主に 2年次以降の専門教育科目において、またユニットプログラムや実験科目を通して、化学や生物の知識を体系的に理解し、発見した課題につ

いての多面的かつ筋道だった問題解決能力を修得する。さらに、専門研究科目において、研究計画の立案・必要な調査・研究の遂行を主体的に行

い、報告書の作成や発表を通して、第三者にその内容を論理的かつわかりやすく伝える能力を身に付ける。

＜学修成果の評価方法＞ 専門教育科目では、試験、演習で評価する。ユニットプログラムや実験科目では、課題達成状況やレポート類、プレゼンテ

ーションなどにより多面的に評価する。 

３ 学修に向き合う力、情報技術者としての人間性 

⑤ 社会人として必要な教養は共通基盤科目全般で学び、社会で役立つ技術者として必要な能力を理解するとともに、他者と協働してコミュニケーシ

ョンを取りながら課題を解決する能力を身に付ける。以上を踏まえて、卒業研究では総合力を高め、社会で活躍するための能力を修得する。

⑥ 将来の技術者としての倫理観は共通基盤の倫理系の科目で学ぶとともに、卒業研究における総合的な学びの中で身に付ける。さらに、卒業研究で

は、研究活動を行う能動的な態度を活かしながら、工学技術者として必要な探究力を身に付ける。

＜学修成果の評価方法＞ 共通基盤科目では、小テストやレポートで内容の理解度を評価する。卒業研究では、活動状況（計画立案、遂行状況、 

コミュニケーション等）や卒業論文のまとめ方、そして複数の教員による発表審査結果を総合的に評価する。

【履修モデル】 

「応用化学分野」と「生物工学分野」に関する教育・研究を通して、「化学と生物学の基礎理論の研究により解明された物質や生物の特性や機能を活

かして、A：応用化学関連、B：食品関連、C：医薬品・化粧品関連、D：環境関連、E：生命科学関連の能力を有した人材を養成するモデル。 
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前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位

アカデミックICTスキル 1

専門分野概論 1

スタディスキル 1

倫理系
技術者倫理 2

人文社会系 
現代社会講座 2

           a群
経済の科学 2 環境論 2

　　       b群
哲学 2

 　　      c群
社会学 2

健康・スポーツ系
健康・スポーツ科学実習Ⅰ 1

英語基礎系
英語Ⅰ 1 英語Ⅱ 1 英語Ⅲ 1

言語応用系  a群
英会話Ⅰ 1 英会話Ⅱ 1 科学技術英語Ⅰ 1

           b群
技術文章の書き方 2

身の回りの数学 2

実感する科学Ⅰ 2

情報・AIリテラシー 2

キャリア設計Ⅰ 1 キャリア設計Ⅱ 1 キャリア設計Ⅲ 1

課題解決型インターンシップ 2

小計

微分積分学Ⅰーｃ 3 線形代数学Ia 2

基礎化学I-a 2 基礎化学Ⅱーa 2

基礎力学I-a 2 基礎力学Ⅱ-a 2 基礎電磁気学I-a 2 基礎電磁気学Ⅱ-a 2

データサイエンスプログラム入門 2 統計データ解析基礎 2

小計

有機化学 2 物理化学基礎 2 化学工学基礎 2

分析化学 2

応用化学概論 1 生物工学概論 1

小計

非金属元素の化学 2 金属元素の化学 2

有機官能基の化学 2

化学反応はなぜ進行するのか 2

小計

生命化学Ⅰ 2 生命化学Ⅱ 2 エネルギー化学入門 2 エネルギー材料化学 2 化学プラント化学 2

科学技術と分離操作 2
エンジニアリングデザインと
生物模倣技術

1

小計

環境科学 2

医薬・有機合成入門 2 化粧品科学 2

小計

専門演習科目
総合ゼミⅠ 1 総合ゼミⅡ 1

小計

応用化学・
生物工学ユニットプログラムⅠ

4
応用化学・
生物工学ユニットプログラムⅡ

4 合成化学実験ユニットプログラム 3 物理化学実験ユニットプログラム 3 応用化学実験 2 機器分析ユニットプログラム 4

国際化学実験 1

小計

専門研究科目
卒業研究Ⅰ 3 卒業研究Ⅱ 3

小計

専門実践科目
企業における課題と解決を学ぶ 2

小計

21 21 19 19 19 17 4 4

資料２（本文P３、１０）

3 3

2

2 2

1

4 4 3 3 3 4

4 3

4 2

1

6 2

2 2 2

2 2 8 6

2 5 6 4 2 2

専門応用科目

専門基幹科目

専門基本科目

12 5

1 5

神奈川工科大学　工学部　応用化学生物学科　履修モデルＡ（応用化学関連）

科目群 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

36 8

卒業単位 124

共
通
基
盤

専
門
教
育
科
目

学期合計単位

年次別合計単位 42 38

導入系

数理情報系

キャリア系

専門基礎科目

専門実験科目

専門関連科目
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前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位

アカデミックICTスキル 1

専門分野概論 1

スタディスキル 1

倫理系
生命倫理 2

人文社会系 
現代社会講座 2

            a群
環境論 2

　　        b群
哲学 2

 　     　  c群
社会学 2

健康・スポーツ系
健康・スポーツ科学実習Ⅰ 1

英語基礎系
英語Ⅰ 1 英語Ⅱ 1 英語Ⅲ 1

言語応用系  a群
TOEIC I 1 TOEIC II 1 科学技術英語II 1

            b群
日本語表現技術 2

身の回りの数学 2

実感する科学Ⅰ 2

情報・AIリテラシー 2

キャリア設計Ⅰ 1 キャリア設計Ⅱ 1 キャリア設計Ⅲ 1

課題解決型インターンシップ 2

小計

微分積分学Ⅰーｃ 3 データサイエンスプログラム入門 2

基礎化学I-a 2 基礎化学Ⅱーa 2

小計

有機化学 2 生化学I 2 生化学II 2

分析化学 2

応用化学概論 1 生物工学概論 1

小計

微生物学 2

バイオ工学基礎 1 遺伝子工学 2

生物有機化学 2 バイオ物理化学II 2

小計

生命化学Ⅰ 2 生命化学Ⅱ 2 応用微生物学 2 高分子科学 2 化学プラント工学 2

バイオ製品科学 2 植物バイオテクノロジー 2 生物工学 2

機器分析 2

小計

公衆衛生学 2 基礎医学 2 食品加工学 2

食品機能化学 2 食品衛生学 2 食品分析学 2 環境保全学 2

小計

専門演習科目
総合ゼミⅠ 1 総合ゼミⅡ 1

小計

応用化学・生物工学ユニットプログ 4 応用化学・生物工学ユニットプロ 4 微生物学実験 2 生化学実験 2 応用バイオ実験 2 応用バイオユニットプログラム 4

応用バイオプロジェクト 1

バイオ特別実験 1

小計

専門研究科目 プレ卒業研究IV 1 卒業研究Ⅰ 3 卒業研究Ⅱ 3

小計

専門実践科目 国際コミュニティーバイオ英語I 1 国際コミュニティーバイオ英語II 1

小計

20 20 20 19 19 18 4 4

専門基礎科目

2 2

専門実験科目

専門関連科目

専門応用科目

専門基幹科目

専門基本科目

1 5

1 3 3

1 1

1 1

4 4 2 2 4 4

6 4 4

4 4 2 4

2 2

5 4

1 8 5

2 5 2

科目群 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

37 8

卒業単位 124

共
通
基
盤

専
門
教
育
科
目

学期合計単位

年次別合計単位 40 39

導入系

数理情報系

キャリア系

11 4 4
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前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位

アカデミックICTスキル 1

専門分野概論 1

スタディスキル 1

倫理系
生命倫理 2

人文社会系 
現代社会講座 2

     　　　 a群
心の科学 2

　　　　　  b群
哲学 2

 　　　　 　c群
社会学 2

健康・スポーツ系
健康・スポーツ科学実習Ⅰ 1

英語基礎系
英語Ⅰ 1 英語Ⅱ 1 英語Ⅲ 1

言語応用系  a群
TOEIC I 1 TOEIC II 1 科学技術英語II 1

            b群
日本語表現技術 2

身の回りの数学 2

実感する科学Ⅰ 2

情報・AIリテラシー 2

キャリア設計Ⅰ 1 キャリア設計Ⅱ 1 キャリア設計Ⅲ 1

課題解決型インターンシップ 2

小計

微分積分学Ⅰーｃ 3 データサイエンスプログラム入門 2

基礎化学I-a 2 基礎化学Ⅱーa 2

小計

有機化学 2 生化学I 2 生化学II 2

分析化学 2

応用化学概論 1 生物工学概論 1

小計

微生物学 2 分子生物学 2

バイオ工学基礎 1 遺伝子工学 2

生物有機化学 2 バイオ物理化学II 2

小計

生命化学Ⅰ 2 生命化学Ⅱ 2 応用微生物学 2 免疫化学 2 化学プラント工学 2

バイオ製品科学 2 バイオインフォマティクス 2 生物工学 2

機器分析 2 動物バイオテクノロジー 2

小計

公衆衛生学 2 基礎医学 2 薬理学 2

医薬・有機合成入門 2 化粧品科学 2

小計

専門演習科目
総合ゼミⅠ 1 総合ゼミⅡ 1

小計

応用化学・生物工学ユニットプログ 4 応用化学・生物工学ユニットプログ 4 微生物学実験 2 生化学実験 2 応用バイオ実験 2 応用バイオユニットプログラム 4

応用バイオプロジェクト 1

バイオ特別実験 1

小計

専門研究科目
プレ卒業研究IV 1 卒業研究Ⅰ 3 卒業研究Ⅱ 3

小計

専門実践科目
国際コミュニティーバイオ英語I 1 国際コミュニティーバイオ英語II 1

小計

20 20 18 21 19 18 4 4

2 2

1 3 3

6 4 6

2 4 2 2

1 1

1 1

4 4 2 2 4 4

1 5 2 2

5 6

4 8 5

2 5 2

1

専門基本科目

専門基礎科目

キャリア系

11 4

科目群 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

37 8

卒業単位 124

共
通
基
盤

専
門
教
育
科
目

学期合計単位

年次別合計単位 40 39

導入系

数理情報系

専門実験科目

専門関連科目

専門応用科目

専門基幹科目
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前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位

アカデミックICTスキル 1

専門分野概論 1

スタディスキル 1

倫理系
技術者倫理 2

人文社会系 
現代社会講座 2

            a群
環境論 2

　　        b群
哲学 2

 　　       c群
社会学 2

健康・スポーツ系
健康・スポーツ科学実習Ⅰ 1

英語基礎系
英語Ⅰ 1 英語Ⅱ 1 英語Ⅲ 1

言語応用系  a群
TOEIC I 1 TOEIC II 1 科学技術英語II 1

            b群
日本語表現技術 2

身の回りの数学 2

実感する科学Ⅰ 2

情報・AIリテラシー 2

キャリア設計Ⅰ 1 キャリア設計Ⅱ 1 キャリア設計Ⅲ 1

課題解決型インターンシップ 2

小計

微分積分学Ⅰーｃ 3 データサイエンスプログラム入門 2 統計データ解析基礎 2

基礎化学I-a 2 基礎化学Ⅱーa 2

小計

有機化学 2 生化学I 2 生化学II 2

分析化学 2

応用化学概論 1 生物工学概論 1

小計

微生物学 2

バイオ物理化学I 2 バイオ物理化学II 2

小計

生命化学Ⅰ 2 生命化学Ⅱ 2 応用微生物学 2 高分子科学 2 化学プラント工学 2

バイオ製品科学 2 植物バイオテクノロジー 2 生物工学 2

機器分析 2
エンジニアリング・デザインと
生物模倣技術

2

エネルギー化学入門 2

小計

公衆衛生学 2 環境科学 2 環境工学 2 環境保全学 2

大気・水質環境 2 環境化学計測 2

小計

専門演習科目
総合ゼミⅠ 1 総合ゼミⅡ 1

小計

応用化学・生物工学
ユニットプログラムⅠ

4
応用化学・
生物工学ユニットプログラムⅡ

4 微生物学実験 2 生化学実験 2 環境化学実験 2 応用バイオユニットプログラム 4

バイオ特別実験 1

小計

専門研究科目
プレ卒業研究IV 1 卒業研究Ⅰ 3 卒業研究Ⅱ 3

小計

専門実践科目
国際コミュニティーバイオ英語I 1 国際コミュニティーバイオ英語II 1

小計

20 20 17 19 20 20 4 4

11

4 4 2 2 3

1 1

4

1 3 3

2

8 4 6

2 2 4 4

1 8 5

2 2

2 2

2

5

5

4 4

4

専門基本科目

専門基礎科目

専門関連科目

11

2

1

2

科目群
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

40 8

卒業単位 124

共
通
基
盤

専
門
教
育
科
目

学期合計単位

年次別合計単位 40 36

キャリア系

数理情報系

導入系

専門実験科目

専門応用科目

専門基幹科目
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前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位

アカデミックICTスキル 1

専門分野概論 1

スタディスキル 1

倫理系
生命倫理 2

人文社会系 
現代社会講座 2

           a群
日本国憲法 2

　　       b群
哲学 2

 　　      c群
社会学 2

健康・スポーツ系
健康・スポーツ科学実習Ⅰ 1

英語基礎系
英語Ⅰ 1 英語Ⅱ 1 英語Ⅲ 1

言語応用系  a群
TOEIC I 1 TOEIC II 1 科学技術英語II 1

            b群
日本語表現技術 2

身の回りの数学 2

実感する科学Ⅰ 2

情報・AIリテラシー 2

キャリア設計Ⅰ 1 キャリア設計Ⅱ 1 キャリア設計Ⅲ 1

課題解決型インターンシップ 2

小計

微分積分学Ⅰーｃ 3 データサイエンスプログラム入門 2 統計データ解析基礎 2

基礎化学I-a 2 基礎化学Ⅱーa 2 基礎力学I-a 2 基礎電磁気学I-a 2

小計

有機化学 2 生化学I 2 生化学II 2

分析化学 2

応用化学概論 1 生物工学概論 1

小計

分子生物学 2

細胞生物学 2

生物有機化学 2 バイオ物理化学II 2

小計

生命化学Ⅰ 2 生命化学Ⅱ 2 発生生物学基礎 2 生命有機化学I 2 生命有機化学II 2 発生生物学 2

進化生物学I 2 進化生物学II 2 植物科学 2 進化生態学 2

生命物理化学 2 免疫化学 2 脳科学 2

神経生物学 2
エンジニアリング・デザインと
生物模倣技術

2

小計

専門演習科目
総合ゼミⅠ 1 総合ゼミⅡ 1

小計

応用化学・
生物工学ユニットプログラムⅠ

4
応用化学・
生物工学ユニットプログラムⅡ

4 微生物学実験 2 生命科学実験I 2 生命科学実験II 2 生命科学ユニットプログラム 4

バイオ特別実験 1

小計

専門研究科目
プレ卒業研究IV 1 卒業研究Ⅰ 3 卒業研究Ⅱ 3

小計

20 20 22 15 21 18 4 4

1 3 3

数理情報系

導入系

8 8

1 1

4 4 2 2 3 4

2 2 6 4

1 5 2 2

4 4

5

2 5 4 2 2

11 4 6 1 6

科目群
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

39 8

卒業単位 124

共
通
基
盤

専
門
教
育
科
目

学期合計単位

年次別合計単位 40 37

キャリア系

専門基礎科目

専門基本科目

専門基幹科目

専門応用科目

専門実験科目
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【資料３（本文Ｐ１０）】
実習受入先高等学校一覧

1 神奈川県立厚木北高等学校
2 神奈川県立湘南台高等学校
3 神奈川県立厚木商業高等学校
4 神奈川県立向の岡工業高等学校（神奈川県工業高等学校長会加盟校）
5 川崎市立川崎総合科学高等学校（神奈川県工業高等学校長会加盟校）
6 神奈川県立神奈川工業高等学校（神奈川県工業高等学校長会加盟校）
7 神奈川県立磯子工業高等学校（神奈川県工業高等学校長会加盟校）
8 神奈川県立商工高等学校（神奈川県工業高等学校長会加盟校）
9 横浜市立鶴見工業高等学校（神奈川県工業高等学校長会加盟校）

10 神奈川県立横須賀工業高等学校（神奈川県工業高等学校長会加盟校）
11 横須賀市立横須賀総合高等学校（神奈川県工業高等学校長会加盟校）
12 神奈川県立藤沢工科高等学校（神奈川県工業高等学校長会加盟校）
13 神奈川県立平塚工科高等学校（神奈川県工業高等学校長会加盟校）
14 神奈川県立小田原城北工業高等学校（神奈川県工業高等学校長会加盟校）
15 横浜創学館高等学校（神奈川県工業高等学校長会加盟校）
16 三浦学苑高等学校（神奈川県工業高等学校長会加盟校）
17 神奈川県立厚木西高等学校
18 神奈川県立神奈川総合産業高等学校
19 神奈川県立相模原総合高等学校
20 神奈川県立横浜清陵総合高等学校
21 神奈川県立横浜桜陽高等学校
22 神奈川県立綾瀬高等学校
23 神奈川県立大井高等学校
24 神奈川県立秦野高等学校
25 横浜創学館高等学校
26 神奈川県立厚木東高等学校
27 神奈川県立相模田名高等学校
28 神奈川県立平塚湘風高等学校
29 神奈川県立川崎工科高等学校
30 神奈川県立厚木高等学校
31 神奈川県立大和東高等学校
32 神奈川県立永谷高等学校
33 神奈川県立相原高等学校
34 神奈川県立二俣川看護福祉高等学校
35 神奈川県立相模原弥栄高等学校
36 神奈川県立大和高等学校
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37 神奈川県立麻溝台高等学校
38 神奈川県立座間総合高等学校
39 神奈川県立海老名高等学校
40 神奈川県立伊志田高等学校
41 神奈川県立秦野総合高等学校
42 神奈川県立中央農業高等学校
43 神奈川県立上溝南高等学校
44 神奈川県立大和西高等学校
45 神奈川県立有馬高等学校
46 神奈川県立座間高等学校
47 神奈川県立伊勢原高等学校
48 神奈川県立相模原高等学校
49 神奈川県立愛川高等学校
50 神奈川県立上鶴間高等学校
51 神奈川県立瀬谷高等学校
52 神奈川県立平塚中等教育学校
53 神奈川県立秦野曽屋高等学校

実習受入先中学校一覧
1 厚木市立依知中学校
2 厚木市立荻野中学校
3 厚木市立玉川中学校
4 厚木市立厚木中学校
5 厚木市立小鮎中学校
6 厚木市立森の里中学
7 厚木市立相川中学校
8 厚木市立東名中学校
9 厚木市立藤塚中学校

10 厚木市立南毛利中学
11 厚木市立睦合中学校
12 厚木市立睦合東中学
13 厚木市立林中学校
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神奈川工科大学 特任教員規程 

（趣 旨） 

第１条  この規程は、神奈川工科大学（以下、「本学」という。）の教育研究または組織運営上

等の目的で、先端的、学際的、総合的な教育研究、短期間の教育研究、専門的な企画・運

営上の諸問題等で特別な任務に従事できる教員（以下、「特任教員」という。）に関する

事項について定めるものとする。 

（対象・資格） 

第２条  この規程において特任教員とは、つぎの職位を対象とする。 

（１）教  授（特任教授） 

（２）准 教 授（特任准教授） 

（３）助  教（特任助教） 

（４）専任講師（特任講師） 

２． 特任教員は、別に定める「教育職員選考規程」第２条（教授の資格）、第３条（准教授

の資格）、第４条（助教の資格）または第５条（専任講師の資格）の要件を満たし、かつ、

本学教員に準じて教育研究の振興発展に貢献できると認められる者とする。ただし、職位

の資格要件については、これに拠り得ない特段の理由があるときはこの限りでない。 

（態 様） 

第３条  特任教員は、常勤（専任）と非常勤を区別し、各態様によりその内容を定める。 

（特任教員の申請） 

第４条  特任教員を必要とする場合、各専攻、各学科、基礎・教養教育センター、各附属センタ

ーおよび研究所の長（以下、「所属長」という。）は、文書により、特任教員選考委員会

（以下、「選考委員会」という｡）の設置を学長に申請する。 

（選考委員会の設置） 

第５条  所属長の申請に基づき、学長が特任教員の必要を認めるときは、選考委員会を設置する。

ただし、選考委員会については、別に定める「教育職員の採用候補者の選考に関する申合

せ」を準用する。 

（選考・採用手続き） 

第６条  選考委員会の委員長は、選考結果につき、人事委員会の意見を求めたうえ、学長の承認

を得るものとする。 

２． 学長は、選考結果を承認した特任教員候補者の採用につき、教授会に報告するとともに

理事会に提案する。 

（常勤の特任教員） 

第７条  常勤の特任教員（以下、単に「特任教員」という。）は、別表に定める場合に限り採用

の申請ができるものとし、かつ採用時に７０歳未満でなければならないものとする。 

２． 特任教員の雇用期間は、１年以上５年以下の期間で、その都度定める。ただし、当初の

雇用期間から連続して８年以内であれば、雇用期間の更新ができるものとする。 

３． 雇用期間の更新時に７０歳以上の者については、雇用期間を更新できないものとする。

ただし、余人をもって替えがたく後任者の雇用が著しく困難な場合は、雇用期間を１年毎

に、かつ連続して３年以内（当初の雇用期間から連続して８年以内）に限りこの期間を更

新することができるものとする。 

（会議等の構成員） 

【資料４（本文Ｐ１５）】
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第８条  特任教員は、原則として、研究科委員会、教授会（拡大）、教授会、各種委員会等の構

成員としない。 

（勤務条件） 

第９条 特任教員の授業担当時間その他の勤務条件は、採用の際、その都度定める。 

（処遇の決定） 

第10条  特任教員の給与、その他の処遇内容は、学長の申請により、その都度理事会が決定する。 

（研究指導、研究費等） 

第11条  学長は、特任教員が学生の卒業研究、研究指導等を行うことを認める場合、その都度教

授会または研究科委員会にその旨を報告する。 

  ２． 前項の卒業研究、研究指導等を行う場合は、原則として、所属する組織の予算、施設、

設備等の範囲内で実施するものとする。 

(新研究科・専攻、新学部・学科等開設の場合の特例) 

第12条  別表に定める新研究科・専攻、または新学部・学科等の開設にあたり、本学にとって特

別な専門分野の教員を特任教員として採用する場合は、つぎの各号に定める特段の規定

によるものとする。 

（１）採用時において７０歳以上の者を採用することができる。ただし、雇用期間は５年

以内を限度とし、雇用期間の更新はできないものとする。 

（２）大学院および学部の授業を担当することができる。 

（３）研究科委員会、教授会、各種委員会等の構成員になることができる。 

 ２． 前項の場合、学長は、選考委員会の設置を要しないものとする。ただし、選考の経緯、

結果等については、人事委員会に報告するものとする。 

（教育研究に不可欠な場合） 

第13条   専攻または学科の教育研究を実施するうえで必要不可欠と認められる場合は、当該専

攻または学科において、特任教員を採用できるものとする。ただし、専任教員に準ずる

勤務を必要とする場合に限る。 

（その他必要とする場合） 

第14条   第１条に定める目的を達成するため、特段の必要性があり、かつ理事会がその必要性

を事前に承認する場合、学長は、別表４に示す特任教員の選考に着手できるものとする。 

２．  前項による特任教員の採用にあたり、学長は、採用の趣旨および理由に基づき、具体

的な採用手続き、処遇内容等を明確にして理事会に提案するとともに、選考委員会の設

置を要しない場合、または学長の判断によりこれを要しないとする場合は、当該選考の

経緯、結果等について、人事委員会に報告するものとする。 

（自己点検・評価義務等） 

第15条   特任教員は、専任教員と同様に、自己点検・評価を実施し、授業を担当する場合は、

授業アンケートを実施しなければならないものとする。 

２．  前項により、授業評価が著しく劣り改善されない場合は、当該特任教員の担当授業を

打ち切るものとする。 

（非常勤の特任教員） 

第16条   非常勤の特任教員（以下、「非常勤者」という。）は、つぎに定める区分に該当する

者で、かつ採用時に７０歳未満でなければならないものとする。 

（１）本学に経理を任された外部資金もしくは競争的資金による研究費（以下、「特定

経費」という｡）により実施する事業、または本学が規程を定めて行う特定の事業
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（以下、「特定事業」という｡）における教育研究を行う教授、准教授、助教また

は専任講師に相当する者 

 （２）寄附講座もしくは連携大学院講座における教育研究を行う教授、准教授、助教また

は専任講師に相当する者 

２． 同一の特定経費の事業もしくは特定事業または寄附講座等において複数の非常勤者を同

時に選考しようとする場合は、個々に選考委員会を設置することなく、単一の選考委員会

において選考することができる。 

３． 前項の定めにかかわらず、存続期間または事業年度が定められている場合等にあっては、

その都度選考委員会を設置することなく、単一の選考委員会を当該存続期間または定めら

れた事業年度の間、継続して設置し、非常勤者を選考することができる。 

４． 第１項第１号に定める非常勤者の雇用期間は、当該事業等が存続する期間を超えない範

囲内で、非常勤者毎に定める。ただし、雇用期間は連続して８年以内とし、雇用期間を更

新できる場合も、当初の雇用期間から連続して８年以内とする。 

５． 第１項第２号に定める非常勤者の雇用期間は、１年を超えない範囲内で非常勤者毎に定

める。ただし、雇用期間を更新できる場合も、当初の雇用期間から連続して８年以内とす

る。 

６． 非常勤者の処遇は、学長の申請により、その都度理事会が決定する。ただし、第１項の

事業等の場合は、計画内予算で対応することがある。 

（常勤者に関する規定の準用等） 

第17条  常勤の特任教員に関する定めは、非常勤の性質に反しない範囲で、非常勤の特任教員 

に準用する。ただし、採用または雇用期間の更新等の手続きに関しては、学長の判断に 

より、手続きを簡略にし、または省略することができるものとし、その場合、学長は、 

人事委員会にその旨および手続きの結果を報告する。 

２．  非常勤者が、大学院または学部の授業を担当する場合は、別に定める非常勤講師に関す

る内規に基づく手当相当額を支給する。ただし、授業の担当が雇用目的に含まれるとき、

または、理事会がこの点も含めて処遇を決定しているときは、この限りでない。 

（雇用以外の契約） 

第18条  特段の理由により、常勤または非常勤の特任教員を雇用以外の契約で採用するときは、

雇用の場合に準じて取り扱うものとする。 

（改 廃） 

第19条  この規程の改廃は、学長が発議する。 

附  則 １．この規程は、平成２０年４月１日から実施する。 

 ２．この規程の一部改正は、平成２１年３月５日から実施する。 

 ３．この規程の一部改正は、平成２７年４月１日から実施する。ただし、雇用期間の 

制限は、平成２５年４月１日以降に締結する契約（採用、更新）から対象とする。 

 ４．この規程の一部改正は、平成３１年４月１日から実施する。 
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（別 表）常勤の特任教員採用申請が認められる場合 

対 象 者 採 用 の 申 請 条 件 

１ 本学を定年退職した教員 昇任人事により定年が短縮された教員について、所属部署 

の要請があり、短縮前の定年を限度として雇用する場合 

２ 新研究科・専攻、または新学

部・学科等において必須とす

る特別な専門分野の教員 

新学部学科準備会、学内検討委員会等の要請により、採用

が必要と認められた場合 

３ 専攻または学科で先端的、学

際的、総合的な教育研究を実

施するうえで必要不可欠であ

り、専任教員に準ずる勤務の

教員 

専攻または学科の要請により、教育研究を実施するうえで

不可欠であり採用が必要と認められた場合 

４ その他、特任教員として必要

とする教員 

本学に附置する各センター、機構、研究所において、企画、

運営等の高度な知識と経験を有する専門家、特定の研究分

野で顕著な研究成果が期待できる国内外の研究者など、 

特段の合理的な必要性があり、かつ理事会がその必要性を

事前に承認する場合 
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（１）学生確保の見通し及び申請者としての取組状況 

ア 大学等の現状把握・分析 

近年、社会及び産業界における科学技術の波は急速に進展しており、科学技術の高度化や

多様化により、工学分野の教育研究領域は大きな広がりをみせていることから、将来におけ

る学問研究の進展も視野に入れ、複合的な分野を含めて広く工学分野の学問的な成果を取

り込める教育環境を整備することにより、今後の高度技術化社会に一層貢献できる学部教

育としての充実が求められている。 

このことから、時代の変化と社会の要請に柔軟に対応しつつ、学部教育の多様な発展と特

色ある教育研究への取り組みにむけて、既設の工学部の応用化学科と応用バイオ科学部の

応用バイオ科学科において展開してきた教育内容を基盤として、その教育課程及び教員組

織並びに施設設備等を基礎としつつ、当該分野のさらなる教育研究の発展と充実を目指し

て、工学部に応用化学生物学科を設置することとした。 

イ 地域・社会的動向等の現状把握・分析 

工学分野では、工学における基幹分野に関する専門教育の重要性が認知されている一方、

基幹分野の一つを中核とした学問分野の拡がり、基幹分野間の融合、基幹分野から社会的応

用への展開など、学術研究の進展による多様な教育体系が試行されており、工学教育の学際

化や総合化への対応にむけて、既設の教育組織を発展的に改組再編する必要性が生じてき

ている。 

このような工学教育を取り巻く環境の変化を踏まえたうえで、学部教育としての教育研

究の体制や機能のより一層の強化に向けて、既設の工学部の応用化学科と応用バイオ科学

部の応用バイオ科学科において展開してきた教育研究実績を基盤として、工学部の応用化

学科と応用バイオ科学部の応用バイオ化学科を発展的に改組転換し、令和６年４月より、工

学部に応用化学生物学科を設置することとした。 

ウ 新設学科等の趣旨目的、教育内容、定員設定等 

 １ 新設学科等の趣旨目的 

応用化学生物学科では、組織として教育研究対象とする中心的な学問分野を「応用化学分

野」と「生物工学分野」として、「化学や生物学に関する基礎的な理論と知識を習得したう

えで、物質や生物の原理や法則の知識を物質開発や生体機能に活用するための技術と方法

を習得させる」ことを教育研究上の目的としている。 

また、応用化学生物学科では、教育研究上の目的を踏まえたうえで、「応用化学分野」と

「生物工学分野」に関する教育・研究を通して、「化学と生物学の基礎理論の研究により解

明された物質や生物の特性や機能を活かして、人間社会に役立つものを創り出すことがで

きる幅広い職業人を養成する」こととしている。 

 ２ アやイで分析した課題に対して新設学科等がどのように貢献できるのか 

応用化学生物学科の設置は、高等教育を取り巻く社会環境の変化及び進学希望者の動向

や進学意向を踏まえたものであり、「ア」において課題として掲げている「学部教育の多
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様な発展と特色ある教育研究への取り組み」に貢献できるものであり、「当該分野のさら

なる教育研究の発展と充実」に貢献できるものである。 

また、応用化学生物学科の設置は、工学分野における学問的な動向を踏まえたものであ

り、「ア」において課題として掲げている「複合的な分野を含めて広く工学分野の学問的

な成果を取り込める教育環境の整備」に貢献できるとともに、「イ」において課題として

掲げている「工学教育の学際化や総合化への対応」に貢献できるものと考えている。 

 ３ 定員設定の理由 

定員設定の理由は、学生確保の見通しの調査結果、新設学部等の分野の動向、中長期的な

１８歳人口の地域的動向等、競合校の状況、既設学部等の学生確保の状況などを総合的に勘

案するとともに、応用化学生物学科における教員組織、教育課程、施設設備及び学科運営に

係る財務的な視点等を勘案したうえで、教育の質の保証の観点から、充実した教育研究体制

の確保が可能となるよう配慮し、入学定員を１４５名としている。 

 ４ 今、学科等を新設しなければいけない理由 

今般、設置を計画している応用化学生物学科は、工学分野における高等教育機関として長

年にわたり培ってきた教育研究実績をもとに、基幹分野間の融合や基幹分野から社会的応

用への展開など、高度技術化社会における課題への対応にむけた教育研究組織として設置

するものであり、社会や産業界における科学技術の進展への貢献を目指すものである。 

 ５ 新設学科等の入学金、授業料等の学生納付金の額と設定根拠 

応用化学生物学科の学生納付金の額は、入学金２０万円、授業料１４１万８千円として

おり、学生納付金の設定根拠は、大学及び学部運営に係る財務的な視点と学生納付金の学

生への還元など受益者に対する説明責任の観点を踏まえるとともに、競合が想定される教

育組織を設置している私立大学（東海大学、東京工科大学、工学院大学）の学生納付金の

設定状況を勘案したうえで、完成年度における教育研究経費比率や教育活動支出依存率を

見極めつつ、学科の運営上における人件費及び教育研究や管理運営に係る経常経費等の財

務予測による実質的な採算分岐点に基づく金額として設定としている。（資料１） 

 エ 学生確保の見通し 

 Ａ．学生確保の見通しの調査結果 

応用化学生物学科の設置計画を策定するにあたり、定員充足の見込みについて客観的

な根拠となるデータから検証することを目的として、本学への受験実績や進学実績のあ

る高等学校を中心として、応用化学生物学科の開設初年度に受験対象者となる２年生に

対する進学意向に関するアンケート調査を実施した。 

その結果、高等学校卒業後の進路について「大学進学（４年制・６年制）」と回答し

た者で、進学する分野について「工学・理学関係」と回答した者のうち、神奈川工科大

学の応用化学生物学科に「興味・関心がある」と回答し、神奈川工科大学に応用化学生

物学科が設置された場合「受験を希望する」と回答した者で、応用化学生物学科に合格

した場合「入学を希望する」と回答した者は１５１人となっている。 

学生確保の見通し（本文）－2



このように、本学への受験実績や進学実績がある一部の高等学校の２年生に限定した

調査結果においても、応用化学生物学科の入学定員を上回る進学意向が確認されたこと

から、学生確保については十分な見通しがあると考えられる。（資料２） 

Ｂ．新設学部等の分野の動向 

日本私立学校振興・共済事業団の「私立大学・短期大学等入学志願動向」の「主な学

部別の志願者・入学者動向」における「理・工学系（工学部）」による最近４年間（令

和元年度～令和４年度）の入学定員に対する志願者数と志願倍率の平均は、入学定員２

２，３６８人に対して志願者数は２５０，９２２人で、志願倍率は１１．２倍となって

おり、入学定員充足率の平均は１０４．８６％と安定した状況となっている。 

このように、今般、設置を計画している応用化学生物学科と同分野の「理・工学系

（工学部）」における最近の全国的な志願者及び入学者の動向からも、工学分野におけ

る安定的な志願者数と入学者数の状況が見られることから、学生確保においては十分な

見込みがあると考えてられる。（資料３） 

Ｃ． 中長期的な１８歳人口の全国的、地域的動向等 

（１）設置県内の高等学校及び中学校の在籍者数による中長期的な見通し 

令和４年度の神奈川県の学校基本調査によると、応用化学生物学科の設置初年度に受

験対象者となる神奈川県内の高等学校に在籍している１年生の生徒数は６４，４５１人、

２年目に受験対象者となる神奈川県内の中学校に在籍している３年生の生徒数は７６，

０５８人となっている。 

また、３年目に受験対象者となる２年生の生徒数は７５，０８６人で、４年目に受験対

象者となる１年生の生徒数は７４，２３６人で、神奈川県内の中学校を卒業した者の高

等学校等への令和４年度の進学率９９．２％を勘案した場合、今後、神奈川県内の大学受

験対象者が大きく減少することはなく、中長期的な学生確保の見通しがあると考えられ

る。（資料４） 

（２）神奈川県の人口動向等 －年齢別人口による中長期的な見通し－ 

１８歳人口が減少する中で、神奈川県における学齢人口の減少は比較的緩やかな傾向

が示されており、神奈川県が公表している令和４年の年齢（５歳階級）別推計人口をみ

ると、１４歳～１０歳の人口は３８３，５９１人、９歳～５歳の人口は３６２，８８０

人となっており、今後の大学受験対象者となる１４歳～５歳までの年齢別人口は、微増

減を繰り返しながら穏やかに推移していくことから、中長期的にみても大学受験対象者

が急激に減少することはないものと見込まれる。（資料５） 

（３）神奈川県内の高等学校を卒業した者の大学進学状況による見通し 

令和４年度の神奈川県の学校基本調査によると、神奈川県内の高等学校を卒業した者

の過去４年間の大学進学状況は、平成３１年３月は卒業者６６，６０５人のうち大学等

進学者は４０，４２７人で大学進学率は６０．７％、令和２年３月は卒業者６５，６８４

人のうち大学進学者は４０，００３人で大学進学率は６０．９％、令和３年３月は卒業者
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６５，２９３人のうち大学進学者は４１，２１８人で大学進学率は６３．１％、令和４年

３月は卒業者６４，７８６人のうち大学進学者は４２，７７９人で大学進学率は６６．

０％となっている。 

また、神奈川県内の高等学校を卒業した者の過去４年間の大学進学率については、平成

３１年３月の６０．７％から令和４年３月では６６．０％と５．３ポイント上昇している

ことからも、今後、神奈川県内の大学進学者が大きく減少することはなく、中長期的な学

生確保の見通しがあるものと思われる。（資料６） 

（４）神奈川県内の高等学校を卒業した者の入学状況 

応用化学生物学科の基礎となる工学部の応用化学科と応用バイオ科学部の応用バイオ

化学科における最近４年間の入学者の状況をみると、神奈川県内の高等学校を卒業した

者の割合は、入学者総数５６３人の約４３．９％にあたる２４７人となっており、最近４

年間の入学者数の状況をみても、神奈川県内の高等学校を卒業した者の入学者の傾向は

続くものと見込まれ、先に記した神奈川県内の高等学校及び中学校の在籍者数、高等学

校を卒業した者の大学進学状況等と併せてみた場合、中長期的にも安定した志願者と入

学者の確保を見込むことができると考えられる。（資料７） 

Ｄ．競合校の状況 

応用化学生物学科との競合が想定される東海大学の工学部の応用化学科と生物工学科

における志願者等の状況を見ると、応用化学科では最近４年間の入学定員の平均７０人

に対して志願者数の平均は６４６人で定員充足率の平均は９８．８％となっており、生

物工学科の令和４年度における志願者等の状況を見ると、入学定員１００人に対して志

願者数は４３８人で定員充足率は９９．０％となっている。 

また、応用化学生物学科との競合が想定される東京工科大学の工学部の応用化学科と

応用生物学部の応用生物学科における最近４年間の志願者等の状況を見ると、工学部の

応用化学科では入学定員８０人に対して志願者数の平均は８７３人で定員充足率の平均

は１０７．５％、応用生物学部の応用生物学科では、入学定員２６０人に対して志願者

数の平均は２，３２９人で定員充足率の平均は１０７．７％となっている。 

さらに、応用化学生物学科との競合が想定される工学院大学の先進工学部の応用化学

科と生命科学科における最近４年間の志願者等の状況を見ると、先進工学部の応用化学

科では入学定員９５人に対して志願者数の平均は１，０６３人で定員充足率の平均は９

９．０％、生命科学科では、入学定員７０人に対して志願者数の平均は７０６人で定員

充足率の平均は１０８．２％となっている。 

このように、応用化学生物学科との競合が想定される私立大学の類似学科では、１８

歳人口の減少期においても安定した志願者数の確保と定員充足率を維持しており、競合

が想定される私立大学の志願者動向等からも定員充足を見込むことができると考えられ

る。（資料８） 

 

学生確保の見通し（本文）－4



Ｅ．既設学部等の学生確保の状況 

    今般、設置を計画している応用化学生物学科の基礎となる工学部の応用化学科の最近

４年間の入学定員（６０人）に対する志願者数の平均は約４９２人、定員充足率の平均

は約８１．３％となっており、応用バイオ科学部の応用バイオ化学科の最近４年間の入

学定員（１４５人）に対する志願者数の平均は約８８７人、定員充足率の平均は約７

２．８％となっている。（資料９） 

また、本学の既設の学部・学科における最近４年間の志願者数及び入学定員に対する

志願者の割合並びに定員充足率等は、別添の資料10の通りとなっており、安定した学生

確保の状況を維持していることから、応用化学生物学科を設置した場合でも、学生確保

を見込むことができると考えている。（資料10） 

 （５）学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 

学生確保に向けた具体的な取組状況は、大学案内、各種イベント告知チラシ等の印刷

物の配布をはじめ、ホームページや高校生向けの SNS 等の電子媒体による情報の提

供、進学情報誌等の各種メディアを活用したＰＲ活動を行うとともに、資料請求者に対

するダイレクトメールによる各種情報の提供を行うことを予定している。また、高等学

校訪問、オープンキャンパス、受験相談会や高等学校の教諭および塾・予備校向け説明

会等の開催、各地域における進学相談会への参加を通じて、学部・学科の理念、養成す

る人材像、学位授与方針・教育課程編成の方針・入学者の受入方針、学生生活を通した

活動や想定される進路等の様々な教育情報について、設置圏域を中心とする 高校生や

保護者、高等学校の教諭に対して広く周知を図ることとしている。 

 １ 高等学校訪問 

    高等学校訪問を中心とする個別募集活動に向けた募集戦略（昨年度実績延べ5，293

校）は、今後も 強化を図ることとしている。 具体的には、募集広報に係る高等学校訪

問を専門とする企画入学課の広報担当職員の下で、神奈川県を中心に主に東日本地域の

最重点訪問校や重点訪問校のセグメントによる高等学校訪問計画の策定、指定高校枠の

設定により確実な入学者の確保を目指すこととする。 高等学校訪問は、募集対象者が多

数在籍している高等学校の教諭に対して、本学の様々な教育情報を直接的に周知するこ

とができるとともに、継続的な訪問活動を行うことで高等学校教諭との信頼関係が構築

できた場合には、高等学校内での生徒に対する進学説明会の実施をはじめ、当該専門分

野に進学を希望している生徒の紹介をしてもらえる等の効果が期待される。 また、高等

学校からの要請に応じ、出張授業を実施する本学教員が高等学校に赴き、大学で学ぶ 学

問をわかりやすく生徒に講義することで、専門的知識を深めることの興味・関心を喚起

するとともに、大学で学ぶ意義を理解してもらう。（資料11） 

２ オープンキャンパス 

本学への入学を希望・考慮している高校生やその保護者を対象として、施設内を積極

的に公開し、 本学への関心を深めてもらうための入学促進イベントとして、オープン
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キャンパスの実施を予定している。専任教員による模擬授業、在学生や教員による研究

活動の紹介、キャンパスツアー、大学説明会、各学科プログラム、保護者向け説明会、

学生スタッフ企画、大学で学べる学問内容、取得可能資格、入学者選抜制度、大学生活

についての個別相談や質問を受け付ける等、受験生や保護者との対面による丁寧な説明

を行うことにより、本学への関心を深めてもらうとともに、よりミスマッチの少ない学

生を入学させることの効果が期待される。また、オープンキャンパスの他に、本学ホ

ームページにおいてオンラインによる個別相談を可能にしており受験生、保護者か

らの質問に応じられるようにする他、個別キャンパスツアーやミニオープンキャン

パスなど、本学の教育・研究活動等に関する理解を深めてもらう企画を通じ、本学

への進路決定を促すことへの機会とする。（資料12） 

３ 高校、塾・予備校教員向け説明会 

高等学校および塾・予備校の教員を対象とする説明会を開催する予定としており、学

長による大学紹介、学部・学科別の個別説明、入試概要、大学施設の見学など、高等学

校の教員と本学の教職員との対面による丁寧な説明を行うこととしており、本学の教

育・研究活動等に関する理解を深めてもらうための情報提供の機会を設けることによ

り、高等学校の教員が本学への進学を希望する生徒に対する進路指導の際に役立てても

らうことの効果が期待される。（資料13） 

４ 進学相談会 

全国の主要な都市で開催される民間業者が主催する進学相談会への参加を予定してお

り、大学・学部資料の配付、学位授与の方針・教育課程編成の方針・入学者受入の方

針、 授業科目や講義等の内容、想定される卒業後の進路などに関する情報を広く提供

することにより、広域から学生を確保することの効果が期待される。（資料14） 

（２）人材需要の動向等社会の要請 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

応用化学生物学科では、組織として教育研究対象とする中心的な学問分野を「応用化学

分野」と「生物工学分野」として、「化学や生物学に関する基礎的な理論と知識を習得し

たうえで、物質や生物の原理や法則の知識を物質開発や生体機能に活用するための技術と

方法を習得させる」ことを教育研究上の目的としている。 

また、応用化学生物学科では、教育研究上の目的を踏まえたうえで、「応用化学分野」と

「生物工学分野」に関する教育・研究を通して、「化学と生物学の基礎理論の研究により解

明された物質や生物の特性や機能を活かして、人間社会に役立つものを創り出すことがで

きる幅広い職業人を養成する」こととしている。 

② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

１ 基礎となる学科における求人状況及び就職状況 

  応用化学生物学科の基礎となる工学部の応用化学科に対する最近４年間の求人件数は、

令和元年度１３，５６７件、令和２年度１２，７４２件、令和３年度１２，１５２件、令
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和４年度１４，０４１件、応用バイオ科学部の応用バイオ科学科に対する最近４年間の求

人件数は、令和元年度１３，１７６件、令和２年度１２，３６２件、令和３年度１１，７

６６件、令和４年度１３，６８９件となっており、昨今の就職難の状況下においても大き

な影響を受けることなく、多数の求人件数を得ている。 

また、工学部の応用化学科の過去４年間の就職実績は、令和元年度は就職希望者４３人

に対して就職者数４３人で就職率は約１００．０％、令和２年度は就職希望者４５人に

対して就職者数４１人で就職率は約９１．１％、令和３年度は就職希望者４９人に対し

て就職者数４８人で就職率は約９８．０％、令和４年度は就職希望者２５人に対して就

職者数２５人で就職率は約１００．０％となっており、高い就職率で推移している。 

一方、応用バイオ科学部の応用バイオ科学科の過去４年間の就職実績は、令和元年度は

就職希望者１１０人に対して就職者数１０５人で就職率は約９５．５％、令和２年度は

就職希望者８２人に対して就職者数７９人で就職率は約９６．３％、令和３年度は就職

希望者９８人に対して就職者数９０人で就職率は約９１．８％、令和４年度は就職希望

者９１人に対して就職者数８７人で就職率は約９５．６％となっており、高い就職率で

推移している。 

このことは、工学部の応用化学科と応用バイオ科学部の応用バイオ科学科における人

材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、人材需要の動向等社会の要請を踏

まえたものであることの裏付けとなるものであり、今般、設置を計画している応用化学

生物学科は、学部教育としての教育研究の体制や機能を強化して設置することから、卒

業後の進路については十分に見込めるものと考える。（資料 15） 

２ 人材需要調査結果 

今般、応用化学生物学科の設置計画を策定するうえで、人材の養成に関する目的その他

の教育研究上の目的が、人材需要の動向等社会の要請を踏まえたものであることを客観

的根拠となるデータから検証することを目的として、これまで本学への求人実績や卒業

生の採用実績がある企業等を対象として、応用化学生物学科の卒業生に対する人材需要

に関するアンケート調査を実施した。 

調査対象企業等における今後の人材の採用見込については、調査票回収件数１４５件

の約７０．３％にあたる１０５件が「増加すると思う」と回答していることから、今後に

おける人材の採用見込みの高さをうかがうことができる。 

応用化学生物学科で養成する人材の必要性については、調査票回収件数１４５件の約

９３．１％にあたる１３５件が「必要性を感じる」と回答していることから、応用化学生

物学科で養成する人材の必要性の高さをうかがうことができる結果となっている。 

また、応用化学生物学科で学んだ卒業生の採用については、調査票回収件数１４５件の

約８９．０％にあたる１２９件が「採用したいと思う」と回答しており、応用化学生物学

科で学んだ卒業生への採用に積極的な意向を示している。 

さらに、応用化学生物学科の卒業生を「採用したいと思う」と回答した企業等の単年度
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当りの採用人数については、「１人」と回答したのが１８件、「２人」と回答したのが１０

件、「３人以上」と回答したのが８件、「人数は未定」と回答したのが９３件となっており

、採用人数「３人以上」と回答した企業等の採用人数を３人、「人数は未定」と回答した

企業等の採用人数を１人として、これらの採用人数を合計すると１５５人となり、この

採用人数からも応用化学生物学科で学んだ卒業生に対する採用意向の高さをうかがうこ

とができる。 

このような本学への求人実績や卒業生の採用実績がある一部の企業等に限定した調査

結果においても、応用化学生物学科で学んだ卒業生への採用意向の高さがうかがえるこ

とから、卒業後の進路については十分な見通しがあると考えられる。（資料 16） 
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【資料１(本文Ｐ２)】 

競合が想定される私立大学の学生納付金 

大学／学部・学科 入学金 授業料等 合計 

神奈川工科大学 

工学部 

応用化学生物学科 
200,000円 1,418,000円 1,618,000円 

大学／学部・学科 入学金 授業料等 合計 

東海大学 

工学部 応用化学科 

工学部 生物工学科 

200,000円 1,413,200円 1,613,200円 

東京工科大学 

工学部 応用化学科 

応用生物学部 応用生物学科 

250,000円 1,399,300円 1,649,300円 

工学院大学 

先進工学部 応用化学科 

先進工学部 生命科学科 

250,000円 1,451,160円 1,701,160円 
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【資料２(本文 Ｐ３)】 

進学需要等調査 －抜粋― 

◇高等学校卒業後の進路

神奈川工科大学への受験実績や進学実績がある高等学校の２年生に、高等学校卒業後の進

路について質問したところ、回答者数 6,127 人の約 89.3％にあたる 5,472 人が「大学進学

（４年制・６年制）」「短期大学進学」「専門学校進学」と回答しており、そのうち「大学進

学」と回答している者は、回答者数 6,127 人の約 70.5％にあたる 4,321人となっている。

問１ 高等学校卒業後の進路 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 大学進学（４年制・６年制） 4,321 70.5 

２ 短期大学進学 136 2.2 

３ 専門学校進学 1,015 16.6 

４ 就職 572 9.3 

５ その他 73 1.2 

未回答・不明 10 0.2 

合計 6,127 100.0 
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◇進学を希望する分野 

神奈川工科大学への受験実績や進学実績がある高等学校の２年生に、高等学校卒業後に

進学をする場合、どの分野を希望するかについて質問したところ、第１希望においては「工

学・理学関係」と回答した者が回答者数 6,127人の約 22.9％にあたる 1,402人で最も多く、

次いで「経済学・経営学関係」と回答した者が約 11.4％にあたる 698 人、「文学・史学・哲

学関係」と回答した者が約 10.2％にあたる 626人となっている。 

 

問２ 進学を希望する分野 

№ カテゴリ 
第１希望 第２希望 

件数／人 全体／％ 件数／人 全体／％ 

１ 文学・史学・哲学関係 626 10.2 549 9.0 

２ 教育学・保育学関係 433 7.1 600 9.8 

３ 法学・政治学関係 168 2.7 321 5.2 

４ 社会学・福祉学関係 186 3.0 349 5.7 

５ 経済学・経営学関係 698 11.4 703 11.5 

６ 工学・理学関係 1,402 22.9 403 6.6 

７ 医学・歯学・薬学関係 217 3.5 442 7.2 

８ 食物学・栄養学関係 333 5.4 403 6.6 

９ 家政学・生活科学関係 54 0.9 189 3.1 

10 美術学・音楽学関係 285 4.7 427 7.0 

11 健康学・スポーツ学関係 363 5.9 502 8.2 

12 医療技術学関係 167 2.7 294 4.8 

13 看護学関係 362 5.9 175 2.9 

14 その他 708 11.6 298 4.9 
 

未回答・不明 125 2.0 472 7.7 
 

合計 6,127 100.0 6,127 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生確保の見通し（添付資料）－4



◇神奈川工科大学の応用化学生物学科への興味・関心 

神奈川工科大学への受験実績や進学実績がある高等学校の２年生に、神奈川工科大学の応

用化学生物学科への興味・関心について質問したところ、回答者数 6,127 人の約 17.3％に

あたる 1,061人が「興味・関心がある」と回答しており、神奈川工科大学の応用化学生物学

科への興味・関心の高さをうかがうことができる。 

 

問３ 神奈川工科大学の応用化学生物学科への興味・関心 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 興味・関心がある 1,061 17.3 

２ 興味・関心がない 5,040 82.3 

 未回答・不明 26 0.4 

 合計 6,127 100.0 

 

◇神奈川工科大学の応用化学生物学科の受験希望 

神奈川工科大学への受験実績や進学実績がある高等学校の２年生に、神奈川工科大学の

応用化学生物学科が設置された場合の受験希望について質問したところ、回答者数 6,127 人

の約 8.1％にあたる 497人が「受験を希望する」と回答しており、神奈川工科大学の応用化

学生物学科への受験に積極的な意向を示している。 

 

問４ 神奈川工科大学の応用化学生物学科の受験希望 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 受験を希望する 497 8.1 

２ 受験を希望しない 5,394 88.0 
 

未回答・不明 236 3.9 
 

合計 6,127 100.0 
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◇神奈川工科大学の応用化学生物学科への入学希望 

問４で神奈川工科大学の応用化学生物学科の「受験を希望する」と回答した高等学校の２

年生に、神奈川工科大学の応用化学生物学科に合格した場合の入学希望について質問した

ところ、回答者数 497 人の約 60.6％にあたる 301 人が「入学を希望する」と回答している。 

なお、問１で高等学校卒業後の進路を「大学進学（４年制・６年制）」と回答し、問２で

進学する分野の第１希望を「工学・理学関係」と回答した者で、かつ問３で神奈川工科大学

の応用化学生物学科への「興味・関心がある」と回答し、問４で神奈川工科大学の応用化学

生物学科の「受験を希望する」と回答した者のうち、神奈川工科大学の応用化学生物学科に

合格した場合「入学を希望する」と回答した者は 151人となっている。 

このような神奈川工科大学への受験実績や進学実績がある一部の高等学校の２年生に限

定した調査結果においても、神奈川工科大学の応用化学生物学科への入学希望の高さがう

かがえることから、学生確保においては十分な見通しがあると考えられる。 

 

問５ 神奈川工科大学の応用化学生物学科への入学希望 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 入学を希望する 301 60.6 

２ 併願先の結果によって入学する 161 32.4 

３ 入学を希望しない 30 6.0 
 

未回答・不明 5 1.0 
 

合計 497 100.0 

 

問１×問２×問３×問４×問５ 応用化学生物学科への入学希望 －クロス集計－ 

№ 問１ × 問２ × 問３ × 問４ × 問５ 件数／人 

－ 「１」×「６」×「１」×「１」×「１」 151 
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【資料３（本文Ｐ３)】 

 

主な学部別の志願者・入学者動向（大学） 

 

【理・工系／工学部】 

年度 入学定員 志願者数 入学者数 定員充足率 

令和元年度 22,979 256,256 24,293 105.72 

令和２年度 22,010 265,197 23,507 106.80 

令和３年度 22,649 238,695 23,120 102.08 

令和４年度 21,834 243,538 22,887 104.82 

４年間平均 22,368 250,922 23,452 104.86 

日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向」－抜粋－ 
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【資料４（本文Ｐ３）】 

 

神奈川県内の高等学校及び中学校の在籍者数 

 

【高等学校 学年別生徒数】 

区 分 

本科 

１学年 

計 男 女 

令和４年度 64,451 32,563 31,888 

神奈川県学校基本調査結果－抜粋－ 

 

 

【中学校 学年別生徒数】 

区 分 
１学年 ２学年 ３学年 

計 男 女 計 男 女 計 男 女 

令和４年度 74,236 37,889 36,347 75,086 38,451 36,635 76,058 38,995 37,063 

神奈川県学校基本調査結果－抜粋－ 

 

 

【中学校 高等学校進学者】 

区 分 
中学校卒業者 高等学校進学者 高等学校進学率

（％） 計 男 女 計 男 女 

令和４年度 75,512 38,626 36,886 74,873 38,247 36,626 99.2 

神奈川県学校基本調査結果－抜粋－ 
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【資料５（本文Ｐ３）】 

 

神奈川県の人口動向等 

 

【年齢（各歳・５歳階級）別、男女別人口】 

年齢 総数 男 女 

５～９ 

１０～１４ 

362,880 

383,591 

186,061 

196,541 

176,819 

187,050 

神奈川県年齢別人口統計調査（令和４年）－抜粋－ 
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【資料６（本文Ｐ４）】 

 

神奈川県内の高等学校を卒業した者の大学進学状況 

 

【高等学校 大学等進学者】 

区 分 
高等学校卒業者 大学等進学者 大学等進学

率（％） 計 男 女 計 男 女 

平成３１年３月 66,605 33,314 33,291 40,427 19,463 20,964 60.7 

令和２年３月 65,684 33,074 32,610 40,003 19,507 20,496 60.9 

令和３年３月 65,293 32,879 32,414 41,218 20,488 20,730 63.1 

令和４年３月 64,786 32,826 31,960 42,779 21,591 21,188 66.0 

神奈川県学校基本調査結果－抜粋－ 
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【資料７（本文Ｐ４】 

 

神奈川県内の高等学校を卒業した者の入学状況 

 

学部・学科 年度 入学者数 県内高校卒業者数 割合 

工学部 

応用化学科 

令和２年度 60 31 51.7% 

令和３年度 51 23 45.1% 

令和４年度 49 19 38.8% 

令和５年度 35 13 37.1% 

合計 195 86 44.1％ 

 

 

学部・学科 年度 入学者数 県内高校卒業者数 割合 

応用バイオ科学部 

応用バイオ科学科 

令和２年度 124 51 41.1% 

令和３年度 89 39 43.8% 

令和４年度 71 31 43.7% 

令和５年度 84 40 47.6% 

合計 368 161 43.8% 

 

 

２学科合計：入  学 者  数 563人 

      県内高校卒業者数 247人 

      入学者に占める県内高等学校卒業者の割合 43.9％ 
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【資料８（本文Ｐ４）】 

 

競合が想定される私立大学の志願者等の動向 

 

大学／学部・学科 年度 志願者数 合格者数 入学者数 定員充足率 

東海大学 

工学部 

応用化学科 

入学定員：80人(100人) 

令和元年度 579 192 77 77.0％ 

令和２年度 721 255 77 77.0％ 

令和３年度 564 353 86 107.5％ 

令和４年度 721 256 107 133.8％ 

４年間平均 646 264 87 98.8％ 

東海大学 

工学部 

生物工学科 

入学定員：100人 

令和元年度 - - - - 

令和２年度 - - - - 

令和３年度 - - - - 

令和４年度 438 231 99 99.0％ 

志願者数、合格者数は、一般選抜の合計 

生物工学科は、令和４年度から募集開始 

応用化学科は、令和３年度より定員変更(100→80) 

 

大学／学部・学科 年度 志願者数 合格者数 入学者数 定員充足率 

東京工科大学 

工学部 

応用化学科 

入学定員：80人 

令和元年度 897 338 85 106.3% 

令和２年度 1118 322 81 101.3% 

令和３年度 767 318 92 115.0% 

令和４年度 708 346 86 107.5% 

４年間平均 873 331 86 107.5% 

東京工科大学 

応用生物学部 

応用生物学科 

入学定員：260人 

令和元年度 2058 947 286 110.0% 

令和２年度 3031 1168 278 106.9% 

令和３年度 2195 1140 279 107.3% 

令和４年度 2032 1334 277 106.5% 

４年間平均 2329 1147 277 107.7% 

工学部応用化学科の志願者数、合格者数は、一般選抜の合計 

 

大学／学部・学科 年度 志願者数 合格者数 入学者数 定員充足率 

工学院大学 

先進工学部 

応用化学科 

入学定員：95人 

令和元年度 1133 175 87 91.6% 

令和２年度 1108 198 102 107.4% 

令和３年度 931 254 91 95.8% 

令和４年度 1078 325 96 101.1% 

４年間平均 1063 238 94 99.0% 

工学院大学 

先進工学部 

生命科学科 

入学定員：70人 

令和元年度 748 169 73 104.3% 

令和２年度 746 186 73 104.3% 

令和３年度 671 178 82 117.1% 

令和４年度 659 213 75 107.1% 

４年間平均 706 187 76 108.2% 

 志願者数、合格者数は、一般選抜の合計 
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【資料９（本文Ｐ５）】 

 

基礎となる学部・学科の志願者等の動向 

 

学部・学科 年度 志願者数 合格者数 入学者数 定員充足率 

工学部 

応用化学科 

入学定員：60人 

令和２年度 646 374 60 100.0% 

令和３年度 490 355 51 85.0% 

令和４年度 463 386 49 81.7% 

令和５年度 366 348 35 58.3% 

 

学部・学科 年度 志願者数 合格者数 入学者数 定員充足率 

応用バイオ科学部 

応用バイオ科学科 

入学定員：125人 

令和２年度 1182 788 120 96.0% 

令和３年度 902 712 89 71.2% 

令和４年度 803 700 71 56.8% 

令和５年度 661 633 84 67.2% 
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【資料 10（本文Ｐ５）】 

 

既設学部・学科の学生確保の状況 

【工学部】 

学科 年度 志願者数 合格者数 入学者数 定員充足率 

機械工学科 

入学定員：120人 

令和２年度 1336 619 140 116.7% 

令和３年度 1268 637 115 95.8% 

令和４年度 1099 771 132 110.0% 

令和５年度 867 795 100 83.3% 

電気電子情報工学科 

入学定員：78人 

令和２年度 928 416 88 112.8% 

令和３年度 815 409 103 132.1% 

令和４年度 732 507 98 125.6% 

令和５年度 586 552 86 110.3% 

応用化学科 

入学定員：60人 

令和２年度 646 374 60 100.0% 

令和３年度 490 355 51 85.0% 

令和４年度 463 386 49 81.7% 

令和５年度 366 348 35 58.3% 

 

【情報工学部】 

学部・学科 年度 志願者数 合格者数 入学者数 定員充足率 

情報工学科 

入学定員：170人（155人） 

令和２年度 1622 455 156 100.7% 

令和３年度 1639 444 163 105.2% 

令和４年度 1455 539 194 114.1% 

令和５年度 1132 593 187 110.0% 

情報ネットワーク 

・コミュニケーション学科 

入学定員：110人（100人） 

令和２年度 1216 340 110 110.0% 

令和３年度 1185 264 159 159.0% 

令和４年度 936 417 115 104.6% 

令和５年度 695 416 129 117.3% 

情報メディア学科 

入学定員：180人（165人） 

令和２年度 1507 404 170 103.0% 

令和３年度 1456 341 170 103.0% 

令和４年度 1254 498 208 115.6% 

令和５年度 985 538 205 113.9% 

 情報工学科は、令和４年度より定員変更（155→170） 

 情報ネットワーク・コミュニケーション学科は、令和４年度より定員変更（100→110） 

 情報メディア学科は、令和４年度より定員変更（165→180） 
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【創造工学部】 

学科 年度 志願者数 合格者数 入学者数 定員充足率 

自動車システム開発工学科 

入学定員：55人 

 

令和２年度 590 263 59 107.3% 

令和３年度 464 285 50 90.9% 

令和４年度 350 254 36 65.5% 

令和５年度 240 215 30 54.6% 

ロボット・メカトロニクス

学科 

入学定員：50人 

 

令和２年度 619 287 67 114.0% 

令和３年度 536 257 42 84.0% 

令和４年度 383 281 46 92.0% 

令和５年度 264 241 34 68.0% 

ホームエレクトロニクス 

開発学科 

入学定員：40人 

 

令和２年度 464 163 46 130.0% 

令和３年度 337 215 43 107.5% 

令和４年度 263 211 40 100.0% 

令和５年度 202 189 45 112.5% 

 

【応用バイオ科学部】 

学科 年度 志願者数 合格者数 入学者数 定員充足率 

応用バイオ科学科 

入学定員：125人 

令和２年度 1182 788 124 99.2% 

令和３年度 902 712 89 71.2% 

令和４年度 803 700 71 56.8% 

令和５年度 661 633 84 67.2% 

 

【健康医療科学部】 

学科 年度 志願者数 合格者数 入学者数 定員充足率 

看護学科 

入学定員：80人 

令和２年度 431 250 82 102.5% 

令和３年度 362 207 78 97.5% 

令和４年度 329 222 79 98.5% 

令和５年度 282 242 79 98.8% 

管理栄養学科 

入学定員：40人（80人） 

令和２年度 283 202 53 66.3% 

令和３年度 193 153 43 53.8% 

令和４年度 178 138 47 117.5% 

令和５年度 143 114 53 132.5% 

臨床工学科 

入学定員：40人 

令和２年度 310 161 35 87.5% 

令和３年度 257 172 42 105.0% 

令和４年度 190 155 36 90.0% 

令和５年度 151 134 31 77.5% 

管理栄養学科は、令和４年度より定員変更（80→40） 
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【資料11（本文Ｐ５）】 

 

高等学校訪問の具体的計画について 

 

訪問時期：４月から３月 

実施体制：企画入学課職員ほか、東日本地区における業務委託２０名による 

スタッフで実施 

訪問エリア：北海道、青森、秋田、宮城、福島、山形、栃木、群馬、茨城、 

千葉、東京、神奈川、新潟、静岡、宮崎、沖縄 

訪問学校数：実績校を対象に延べ５，０００件程度（２０２２年度実績５，２９３件） 
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【資料12（本文Ｐ６）】 

 

オープンキャンパスの具体的計画について 

 

１．対面方式オープンキャンパス 

実施日程：①２０２３年３月２６日（日） 

  ②２０２３年６月１１日（日） 

  ③２０２３年７月３０日（日） 

  ④※２０２３年８月２７日（日） 

収容定員：最大で各回２０００名 

 

２．オンデマンド式（ＷＥＢ）オープンキャンパス 

開始日程：２０２３年３月２５日（土） 

補足事項：対面方式オープンキャンパスへの参加を促す目的で制作する。 

 

３．キャンパス大見学会（ミニオープンキャンパス） 

開始日程：２０２３年５月下旬と１１月中旬頃で各１回の実施を想定 

補足事項：出願動向などを鑑みて、年間計画とせずに臨時イベントとして、個別判断により 

実施する。 

 

4．個別対応による大学見学 

実施日程：適宜、個別ニーズにより実施する。 

運営主体：企画入学課職員（状況により、学生スタッフに応援を要請） 

※２０２２年度（１月末現在）は、４２組７６名に対応。 
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【資料13（本文Ｐ６）】 

 

高等学校教員説明会（塾予備校含む）等の具体的計画について 

 

５月中旬から下旬に例年は実施しており、２０２３年度についても同時期を予定してい

るが、現時点で詳細は未定である。 

   ただし、（1）高等学校（2）塾予備校（3）マスコミ関係に広く告知するべく準備を進め 

ている。例年の実施日及び参加数は以下のとおり。 

 

（1）高等学校対象説明会 

 

 

（2）塾予備校対象説明会 

 

 

（3）マスコミ懇談会 

 

 

 

 

 

年度 実施日 参加校数
2022 6月2日 45
2021 5月28日 69
2020 中止
2019 5月31日 104

年度 実施日 参加校数
2022 6月2日 10
2021 5月28日 15
2020 中止
2019 6月28日 22

年度 実施日 参加者数
2022 未実施
2021 12月22日 41
2020 中止
2019 11月28日 37
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【資料14（本文Ｐ６）】 

 

進学相談会の具体的計画について 

 

  進学相談会については、全国各地で実施されているが、出願実績や在籍状況を勘案して参

加をしており、３月からスタートしている。２０２２年度の参加については、以下のとおり

であり、２０２３年度においても概ね前年度と同様の参加を予定している。 

 

２０２２年度実績（２０２３年３月２８日現在） 

高校内ガイダンス ５３８件 

会場ガイダンス  １７９件 

合     計  ７１７件 
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【資料 15（本文Ｐ７）】 

 

基礎となる学部・学科の就職状況等 

 

学部・学科 年度 求人件数 希望者数 求人倍率 就職者数 就職率 

工学部 

応用化学科 

令和元年度 13,567  43 315.5  43 100.0% 

令和２年度 12,742  45 283.2  41 91.1% 

令和３年度 12,152  49 248.0  48 98.0% 

令和４年度 14,041  25 561.6  25 100.0% 

平均 13,126  40.5  324.1  39.3  96.9% 

 

 

学部・学科 年度 求人件数 希望者数 求人倍率 就職者数 就職率 

応用バイオ科学部 

応用バイオ科学科 

令和元年度 13,176  110 119.8  105 95.5% 

令和２年度 12,362  82 150.8  79 96.3% 

令和３年度 11,766  98 120.1  90 91.8% 

令和４年度 13,689  91 150.4  87 95.6% 

平均 12,748  95.3  133.8  90.3  94.8% 
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【資料 16（本文Ｐ８）】 

 

人材需要等調査 －抜粋― 

◇人材の採用見込み 

神奈川工科大学への求人実績や卒業生の採用実績がある企業等に対して、人材の採用見込

みについて質問したところ、回答件数 145 件の約 70.3％にあたる 102 件が「増加すると思

う」と回答している。 

 

問２ 人材の採用見込み 

No. カテゴリ 件数／件 全体／％ 

１ 増加すると思う 102 70.3 

２ 増加すると思わない 43 29.7 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 145 100.0  

 

◇神奈川工科大学の応用化学生物学科で養成する人材の必要性 

神奈川工科大学への求人実績や卒業生の採用実績がある企業等に対して、神奈川工科大学

の応用化学生物学科で養成する人材の必要性について質問したところ、回答件数 145件の約

93.1％にあたる 135件が「必要性を感じる」と回答しており、神奈川工科大学の応用化学生

物学科で養成する人材の必要性の高さをうかがうことができる。 

 

問３ 神奈川工科大学の応用化学生物学科で養成する人材の必要性 

No. カテゴリ 件数／件 全体／％ 

１ 必要性を感じる 135 93.1 

２ 必要性を感じない 10 6.9 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 145 100.0  

 

◇神奈川工科大学の応用化学生物学科で学んだ卒業生の採用 

神奈川工科大学への求人実績や卒業生の採用実績がある企業等に対して、神奈川工科大学

の応用化学生物学科で学んだ卒業生の採用について質問したところ、回答件数 145 件の約

89.0％にあたる 129件が「採用したいと思う」と回答しており、神奈川工科大学の応用化学

生物学科で学んだ卒業生への採用に積極的な意向を示している。 

 

問４ 神奈川工科大学の応用化学生物学科で学んだ卒業生の採用 

No. カテゴリ 件数／件 全体／％ 

１ 採用したいと思う 129 89.0 

２ 採用したいと思わない 16 11.0 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 145 100.0  
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◇神奈川工科大学の応用化学生物学科で学んだ卒業生の採用人数 

問４で、神奈川工科大学の応用化学生物学科で学んだ卒業生を「採用したいと思う」と回

答した企業等のうち、単年度当りの卒業生の採用人数を「１人」と回答したのは 18 件、「２

人」と回答したのは 10件、「３人以上」と回答したのは 8件、「人数は未定」と回答したの

は 93 件となっている。 

なお、「採用人数３人以上」と回答した採用人数を「３人」とし、「人数は未定」と回答し

た採用人数を「１人」として採用人数を合計すると 155 人となり、これらの採用人数からも

神奈川工科大学の応用化学生物学科で学んだ卒業生に対する採用意向の高さをうかがうこ

とができる。 

このような、神奈川工科大学への求人実績や卒業生の採用実績がある一部の企業等に限定

した調査結果においても、神奈川工科大学の応用化学生物学科で学んだ卒業生への採用意向

の高さがうかがえることから、卒業後の進路については十分な見通しがあると考えられる。 

 

問５ 神奈川工科大学の応用化学生物学科で学んだ卒業生の採用人数 

No. カテゴリ 件数／件 全体／％ 

１ １人 18 14.0 

２ ２人 10 7.8 

３ ３人以上 8 6.2 

４ 人数は未定 93 72.1 

 未回答・不明 0 0.00 

 合計 129 100.0  

 

問４×問５ 卒業生の採用×卒業生の採用人数 

No. カテゴリ 件数／件 全体／人 

1*1 採用したいと思う×採用人数１人 18 18 

1*2 採用したいと思う×採用人数２人 10 20 

1*3 採用したいと思う×採用人数３人以上 8 24 

1*4 採用したいと思う×採用人数数は未定 93 93 

 合計 129 155 
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

小宮
コ ミヤ

　一三
カズミ

神奈川工科大学　学長
＜令和3年4月＞ ＜平成21年4月～令和7年3月＞

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）

工学博士 1,994

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

‐ 学長 78

教員名簿（学長）



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

専門分野概論 1前 1 1

生物工学概論 1後 0.8 1

微生物学 2前 2 1

分子生物学 2後 2 1

化粧品科学 3後 2 1

総合ゼミⅠ 4前 1 1

総合ゼミⅡ 4後 1 1

応用化学・生物工学
ユニットプログラムⅠ

1前 1.8 1

応用化学・生物工学
ユニットプログラムⅡ

1後 1.8 1

微生物学実験 2前 2 1

生化学実験 2後 2 1

卒業研究Ⅰ 4前 3 1

卒業研究Ⅱ 4後 3 1

生物工学概論 1後 0.2 1

バイオ工学基礎 2前 1 1

バイオ物理化学Ⅰ 2前 2 1

環境工学 3前 2 1

総合ゼミⅠ 4前 1 1

総合ゼミⅡ 4後 1 1

応用バイオユニットプログ
ラム

3後 1.3 1

卒業研究Ⅰ 4前 3 1

卒業研究Ⅱ 4後 3 1

生化学Ⅰ 2前・後 4 2

生命科学Ⅱ 1後 0.9 1

総合ゼミⅠ 4前 1 1

総合ゼミⅡ 4後 1 1

生化学実験 2後 2 1

応用バイオユニットプログ
ラム

3後 1.3 1

卒業研究Ⅰ 4前 3 1

卒業研究Ⅱ 4後 3 1

分析化学 1後 2 1

環境化学実験 3前 2 1

企業における課題と解決を
学ぶ

3前 0.9 1

4 専 教授
齋藤
サイトウ

　貴
タカシ

＜令和6年4月＞

工学
博士

神奈川工科大学
工学部
教授

（昭和59.4）

5日

3 専 教授
小池
コイケ

　あゆみ
ア ユ ミ

＜令和6年4月＞

博士
(理学)

神奈川工科大学
応用ﾊﾞｲｵ科学部

教授
(平成19.4）

5日

神奈川工科大学
応用ﾊﾞｲｵ科学部

教授
（平成12.4）

5日

2 専 教授
市村
イチムラ

　重俊
シゲトシ

＜令和6年4月＞

博士
(工学)

1 専 教授
飯田
イイダ

　泰広
ヤスヒロ

＜令和6年4月＞

博士
(工学)

神奈川工科大学
応用ﾊﾞｲｵ科学部

教授
（平成12.4）

5日

担当授業科目の名称
配当
年次

担当
単位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

申請に係る
大学等の職
務に従事す
る週当たり
平 均 日 数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（工学部応用化学生物学科）

調書
番号

専任等
区分

職位
保有

学位等

教員名簿－1



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配当
年次

担当
単位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

申請に係る
大学等の職
務に従事す
る週当たり
平 均 日 数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（工学部応用化学生物学科）

調書
番号

専任等
区分

職位
保有

学位等

物理化学基礎 2前 2 1

マテリアル反応化学 3前 2 1

エネルギー化学入門 2後 2 1

エネルギー材料化学 3前 2 1

総合ゼミⅠ 4前 1 1

総合ゼミⅡ 4後 1 1

物理化学実験ユニットプロ
グラム

2後 3 1

機器分析ユニットプログラ
ム

3後 3 1

卒業研究Ⅰ 4前 3 1

卒業研究Ⅱ 4後 3 1

分析化学 1後 2 1

生物無機化学 2前 2 1

高分子科学 3前 2 1

生命物理化学 2前 2 1

食品機能化学 2前 2 1

生命化学演習 3後 0.6 1

生物科学演習 3後 0.6 1

総合ゼミⅠ 4前 1 1

総合ゼミⅡ 4後 1 1

応用化学・生物工学
ユニットプログラムⅠ

1前 1.8 1

応用化学・生物工学
ユニットプログラムⅡ

1後 1.8 1

生命科学実験Ⅰ 2後 2 1

生命科学実験Ⅱ 3前 2 1

生命科学ユニットプログラ
ム

3後 3 1

卒業研究Ⅰ 4前 3 1

卒業研究Ⅱ 4後 3 1

6 専 教授
清水
シミズ

　秀信
ヒデノブ

＜令和6年4月＞

博士
(工学)

神奈川工科大学
応用ﾊﾞｲｵ科学部

教授
（平成15.10）

5日

5 専 教授
茂野
シゲノ

　交
コウ

市
イチ

＜令和6年4月＞

博士
(工学)

神奈川工科大学
工学部
教授

(令和4.10）

5日

教員名簿－2



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配当
年次

担当
単位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

申請に係る
大学等の職
務に従事す
る週当たり
平 均 日 数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（工学部応用化学生物学科）

調書
番号

専任等
区分

職位
保有

学位等

エンジニアリング・デザイ
ンと生物模倣技術

3後 2 1

総合ゼミⅠ 4前 1 1

総合ゼミⅡ 4後 1 1

応用化学実験 3前 2 1

機器分析ユニットプログラ
ム

3後 3 1

国際化学実験 1・2・3・4前 1 1

卒業研究Ⅰ 4前 3 1

卒業研究Ⅱ 4後 3 1

海外化学研修Ⅰ 1・2・3後 2 1

海外化学研修Ⅱ 3後 4 1

有機化学 1後 2 1

生物有機化学 2前 2 1

生命有機化学Ⅰ 2後 2 1

生命有機化学Ⅱ 3後 2 1

総合ゼミⅠ 4前 1 1

総合ゼミⅡ 4後 1 1

生化学実験 2後 2 1

卒業研究Ⅰ 4前 3 1

卒業研究Ⅱ 4後 3 1

ＡＩとデータサイエンス
(情報応用)

2前・後 0.2 2

発生生物学基礎 2前 2 1

進化生物学Ⅰ 2前 2 1

進化生物学Ⅱ 2後 2 1

植物科学 3前 2 1

発生生物学 3後 2 1

生命化学演習 3後 0.4 1

生物科学演習 3後 0.4 1

総合ゼミⅠ 4前 1 1

総合ゼミⅡ 4後 1 1

生命科学実験Ⅰ 2後 2 1

生命科学実験Ⅱ 3前 2 1

生命科学ユニットプログラ
ム

3後 3 1

卒業研究Ⅰ 4前 3 1

卒業研究Ⅱ 4後 3 1

9 専 教授
村田
ムラタ

　隆
タカシ

＜令和6年4月＞

理学
博士

神奈川工科大学
応用ﾊﾞｲｵ科学部

教授
（令和2.2）

5日

8 専 教授
野田
ノ ダ

　毅
タケシ

＜令和6年4月＞

理学
博士

神奈川工科大学
応用ﾊﾞｲｵ科学部

教授
（平成13.4）

5日

7 専 教授
髙
ダカイ

村
ムラ

　岳
タケジ

樹

＜令和6年4月＞

博士
(理学)

神奈川工科大学
工学部
教授

（平成18.4）

5日

教員名簿－3



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配当
年次

担当
単位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

申請に係る
大学等の職
務に従事す
る週当たり
平 均 日 数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（工学部応用化学生物学科）

調書
番号

専任等
区分

職位
保有

学位等

専門分野概論 1前 1 1

応用化学概論 1前 0.8 1

化学と生活入門 2後 2 1

ライフ材料化学 3後 2 1

総合ゼミⅠ 4前 1 1

総合ゼミⅡ 4後 1 1

応用化学・生物工学
ユニットプログラムⅠ

1前 1.8 1

応用化学・生物工学
ユニットプログラムⅡ

1後 1.8 1

合成化学実験ユニットプロ
グラム

2前 3 1

プレ卒業研究Ⅰ 2前 1 1

プレ卒業研究Ⅱ 2後 1 1

プレ卒業研究Ⅲ 3前 1 1

プレ卒業研究Ⅳ 3後 1 1

卒業研究Ⅰ 4前 3 1

卒業研究Ⅱ 4後 3 1

有機官能基の化学 2前 2 1

マテリアル反応化学 3前 2 1

医薬・有機合成入門 2後 2 1

総合ゼミⅠ 4前 1 1

総合ゼミⅡ 4後 1 1

合成化学実験ユニットプロ
グラム

2前 3 1

機器分析ユニットプログラ
ム

3後 3 1

卒業研究Ⅰ 4前 3 1

卒業研究Ⅱ 4後 3 1

情報･ＡＩリテラシー　(情
報基礎)

1前 2 1

動物バイオテクノロジー 3後 2 1

生命科学Ⅱ 1後 1.1 1

総合ゼミⅠ 4前 1 1

総合ゼミⅡ 4後 1 1

応用バイオ実験 3前 2 1

卒業研究Ⅰ 4前 3 1

卒業研究Ⅱ 4後 3 1

12 専 准教授
井上
イノウエ

　英樹
ヒデキ

＜令和6年4月＞

博士
(理学)

神奈川工科大学
応用ﾊﾞｲｵ科学部

准教授
（平成25.9）

5日

11 専 教授
山口
ヤマグチ

　淳一
ジュンイチ

＜令和6年4月＞

博士
(工学)

神奈川工科大学
工学部
教授

（平成10.10）

5日

10 専 教授
森川
モリカワ

　浩
ヒロシ

＜令和6年4月＞

博士
(薬学)

神奈川工科大学
工学部
教授

(平成18.4）

5日

教員名簿－4



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配当
年次

担当
単位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

申請に係る
大学等の職
務に従事す
る週当たり
平 均 日 数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（工学部応用化学生物学科）

調書
番号

専任等
区分

職位
保有

学位等

応用化学概論 1前 0.2 1

化学工学基礎 2後 2 1

化学反応工学 3後 2 1

化学技術と分離操作 3前 2 1

エネルギーシステムデザイ
ン

3後 2 1

総合ゼミⅠ 4前 1 1

総合ゼミⅡ 4後 1 1

応用化学・生物工学
ユニットプログラムⅠ

1前 1.8 1

応用化学・生物工学
ユニットプログラムⅡ

1後 1.8 1

物理化学実験ユニットプロ
グラム

2後 3 1

機器分析ユニットプログラ
ム

3後 3 1

卒業研究Ⅰ 4前 3 1

卒業研究Ⅱ 4後 3 1

バイオ物理化学Ⅱ 2後 2 1

食品分析学 3前 2 1

総合ゼミⅠ 4前 1 1

総合ゼミⅡ 4後 1 1

生化学実験 2後 2 1

卒業研究Ⅰ 4前 3 1

卒業研究Ⅱ 4後 3 1

応用微生物学 2後 2 1

生物工学 3後 2 1

バイオ製品科学 2後 2 1

総合ゼミⅠ 4前 1 1

総合ゼミⅡ 4後 1 1

応用バイオプロジェクト 3前 1 1

卒業研究Ⅰ 4前 3 1

卒業研究Ⅱ 4後 3 1

神経生物学 3前 2 1

脳科学 3後 2 1

総合ゼミⅠ 4前 1 1

総合ゼミⅡ 4後 1 1

研究実践ゼミナール 3後 1 1

卒業研究Ⅰ 4前 3 1

卒業研究Ⅱ 4後 3 1

16 専 准教授
山下
ヤマシタ

　直也
ナオヤ

＜令和6年4月＞

博士
(医学)

神奈川工科大学
応用ﾊﾞｲｵ科学部

准教授
（令和3.9）

5日

15 専 准教授
仲
ナカガメ

亀　誠司
セイジ

＜令和6年4月＞

Ph.D.

神奈川工科大学
応用ﾊﾞｲｵ科学部

准教授
（平成26.4）

5日

14 専 准教授
小澤
オザワ

　秀夫
ヒデオ

＜令和6年4月＞

博士
(農学)

神奈川工科大学
応用ﾊﾞｲｵ科学部

准教授
（平成27.4）

5日

13 専 准教授
大庭
オオバ

　武
タケ

泰
ヒロ

＜令和6年4月＞

博士
(工学)

神奈川工科大学
工学部
准教授

（平成19.4）

5日

教員名簿－5



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配当
年次

担当
単位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

申請に係る
大学等の職
務に従事す
る週当たり
平 均 日 数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（工学部応用化学生物学科）

調書
番号

専任等
区分

職位
保有

学位等

生命科学Ⅰ 1前 2 1

遺伝子工学 2後 2 1

総合ゼミⅠ 4前 1 1

総合ゼミⅡ 4後 1 1

微生物学実験 2前 2 1

卒業研究Ⅰ 4前 3 1

卒業研究Ⅱ 4後 3 1

海外バイオ研修Ⅰ 1・2・3後 2 1

海外バイオ研修Ⅱ 3後 4 1

機器分析 2後 2 1

環境科学 2後 2 1

総合ゼミⅠ 4前 1 1

総合ゼミⅡ 4後 1 1

卒業研究Ⅰ 4前 3 1

卒業研究Ⅱ 4後 3 1

身の回りの数学
(1～3)
1前

2 1

実感する科学 1前 2 1

情報･ＡＩリテラシー　(情
報基礎)

1前 2 1

地球と生命の元素 2前 2 1

身の回りの金属元素 2後 2 1

化学反応はなぜ進行するの
か

2前 2 1

応用化学実験 3前 2 1

応用バイオ実験 3前 2 1

応用バイオユニットプログ
ラム

3後 1.3 1

応用バイオ実験 3前 2 1

応用バイオユニットプログ
ラム

3後 1.3 1

理工学入門 1前 1 1

身の回りの数学
(1～3)
1前

2 1

確率統計 2後 2 1

データサイエンスプログラ
ム入門

2前 2 1

統計データ解析基礎 2後 2 1

22 兼担 教授
竹田　裕一
タケダ　ユウイチ

＜令和6年4月＞

博士
（理学）

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン

ター　教授
（平成18.4）

21 専 講師
和田
ワ ダ

　善成
ヨシナリ

＜令和6年4月＞

博士
(工学)

神奈川工科大学
応用ﾊﾞｲｵ科学部

専任講師
（令和3.4）

5日

20 専 講師
依田
ヨ ダ

　ひろみ
ヒ ロ ミ

＜令和6年4月＞

博士
(工学)

神奈川工科大学
応用ﾊﾞｲｵ科学部

専任講師
（令和3.4）

5日

19 専 講師
長尾
ナガオ

　明美
アケミ

＜令和6年4月＞

博士
(農学)

神奈川工科大学
工学部

専任講師
（令和2.4）

5日

18 専 准教授
和田
ワ ダ

　理
リ
征
セイ

＜令和6年4月＞

博士
(工学)

神奈川工科大学
応用ﾊﾞｲｵ科学部

准教授
（平成18.9）

5日

17 専 准教授
山村
ヤマムラ

　晃
アキラ

＜令和6年4月＞

博士
(材料
科学)

神奈川工科大学
応用ﾊﾞｲｵ科学部

准教授
（平成12.10）

5日

教員名簿－6



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配当
年次

担当
単位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

申請に係る
大学等の職
務に従事す
る週当たり
平 均 日 数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（工学部応用化学生物学科）

調書
番号

専任等
区分

職位
保有

学位等

理工学入門 1前 1 1

基礎力学Ⅰ-ａ 2前 2 1

基礎電磁気学Ⅰ-ａ 3前 2 1

物理・化学ユニットプログ
ラム

3後 3 1

社会の科学 2前後・3前 4 2

社会学 3前後・4前 4 2

文化の科学 2前後・3前 4 2

人文社会科学アクティブ演
習

3前後 4 2

文学 3前後･4前 4 2

日本国憲法 2前後･3前 4 2

[教職] 教職概論 1前後 1.3 2

法学 3前後･4前 4 2

[教職] 教育行政論 2後 2 1

[教職] 学校と教育の歴史 1後 2 1

[教職] 教職概論 1前後 1.3 2

教育学 3前後･4前 4 2

[教職] 教育課程論 3後 2 1

[教職] 総合的な学習の時
間の理論と実践

2後 2 1

28 兼担 教授
門田　和雄
カドタ           カズオ

＜令和6年4月＞

博士
（工学）

[教職] 教職概論 1前後 1.3 2

神奈川工科大学
教職教育センター

教授
（令和4.4）

英語Ⅰ 1前 1 1

英語Ⅲ 1前後･2前 2 2

総合英語演習 1前後･2前 2 2

身の回りの数学
(1～3)
1前

2 1

微分積分学Ⅰ-c 2前 3 1

実感する科学 1前 2 1

基礎化学Ⅰ-ａ 1前 2 1

基礎化学Ⅱ-ａ 1後 2 1

物理・化学ユニットプログ
ラム

3後 3 1

実感する科学 1前 2 1

基礎化学Ⅰ-ａ 1前 2 1

基礎化学Ⅱ-ａ 1後 2 1

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン

ター　教授
（平成18.4）

32 兼担 教授
兒玉
コダマ

　健
タケシ

＜令和6年4月＞

博士
（理学）

31 兼担 教授
藤村　陽
フジムラ　ヨウ

＜令和6年4月＞

理学博士

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン

ター　教授
（令和3.4）

30 兼担 教授
土谷　洋平
ツチヤ　ヨウヘイ

＜令和6年4月＞

博士（数理科
学）

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン

ター　教授
（平成26.4）

29 兼担 教授
大木
オオキ

　富
トム

＜令和6年4月＞

文学修士

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン

ター　教授
（昭和62.4）

神奈川工科大学
教職教育センター

教授
(平成9.4）

27 兼担 教授
田辺
タナベ

　基子
モトコ

＜令和6年4月＞

修士
（教育学）

26 兼担 教授
山本
ヤマモト

　聡
サトシ

＜令和6年4月＞

法学修士

神奈川工科大学
教職教育センター

教授
（平成29.4）

25 兼担 教授
師玉
シダマ

　真理
マリ

＜令和7年4月＞

博士
（学術）

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン

ター　教授
(平成25.4）

24 兼担 教授
三浦
ミウラ

（井澤
イザワ

）直子
ナオコ

＜令和7年4月＞

修士
（社会学）

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン

ター　教授
（平成11.9）

23 兼担 教授
神谷
カミヤ

　克
カツ

政
マサ

＜令和6年4月＞

博士
（理学）

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン

ター　教授
（平成29.4）
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氏名
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番号

専任等
区分

職位
保有

学位等

33 兼担 教授
納富　一宏
ノウトミ　カズヒロ

＜令和7年4月＞

博士
(工学)

ＡＩとデータサイエンス
(情報応用)

2前後 0.2 2

神奈川工科大学
情報学部

教授
（平成18.4）

34 兼担 教授
宮崎
ミヤザキ

　剛
タケシ

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

ＡＩとデータサイエンス
(情報応用)

2前後 0.2 2

神奈川工科大学
情報学部

教授
（平成14.9）

35 兼担 教授
臼杵
ウスキ

　潤
ジュン

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

ＡＩとデータサイエンス
(情報応用)

2前後 0.2 2

神奈川工科大学
情報学部

教授
（平成14.4）

36 兼担 教授
鈴木
スズキ

　聡
サトシ

＜令和7年4月＞

博士
（医学）

ＡＩとデータサイエンス
(情報応用)

2前後 0.2 2

神奈川工科大学
健康医療科学部

教授
（平成26.4）

37 兼担 教授
武尾　英哉
タケオ　ヒデヤ

＜令和7年4月＞

博士
(工学)

ＡＩとデータサイエンス
(情報応用)

2前後 0.2 2

神奈川工科大学
工学部
教授

（平成18.4）

38 兼担 教授
塩野 直志
シオノ　ナオシ

<令和7年4月>

博士
（経営学）

ＡＩとデータサイエンス
(情報応用)

2前後 0.2 2

神奈川工科大学
情報学部

教授
（令和3.7）

キャリア設計Ⅰ 1後 1 1

キャリア設計Ⅱ 2前 1 1

キャリア設計Ⅲ 3前 1 1

社会人に向けての準備講座 4前 1 1

企業特別講座 1～4 1 1

インターンシップＩ 2～4 2 1

インターンシップⅡ 3～4 3 1

課題解決型インターンシッ
プ

1～4 2 1

産学連携プロジェクト 3～4 2 1

有機化学 1後 2 1

医薬品の効果と反応 2前 2 1

合成化学実験ユニットプロ
グラム

2前 3 1

植物バイオテクノロジー 3前 2 1

生命科学Ⅰ 1前 2 1

42 兼担 准教授
中尾
ナカオ

(村田
ムラタ

)教子
キョウコ

＜令和6年4月＞

博士
（学術）

アカデミックICTスキル 1前 1 1

神奈川工科大学
情報教育研究セン

ター　准教授
（令和4.4）

心の科学 2前後･3前 4 2

[教職] 教育心理学 1後 2 1

[教職] 教職概論 1前後 1.3 2

心理学 3前後･4前 4 2

[教職] 教育相談 3後 2 1

神奈川工科大学
応用ﾊﾞｲｵ科学部

教授
（平成24.4）

43 兼担 准教授
佐藤
サトウ

　史
シ

緒
オ

＜令和6年4月＞

修士
（社会学）

41 兼担 教授
岩本
イワモト

　嗣
ユズリ

＜令和6年4月＞

博士
（農学）

神奈川工科大学
教職教育センター

准教授
（平成28.4）

40 兼担 教授
三枝
サエグサ

　康男
ヤスオ

＜令和6年9月＞

博士
（工学）

神奈川工科大学
工学部
教授

（平成10.4）

39 兼担 教授
金井
カナイ

　徳
ノリ

兼
カネ

＜令和6年4月＞

博士(工学)

神奈川工科大学
創造工学部

教授
（平成10.4）
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英語Ⅲ 1前後･2前 2 2

英語Ⅳ 1後･2前後 2 2

英語Ⅴ 2前後 2 2

健康・スポーツ科学実習Ⅰ 1前 1 1

健康・スポーツ科学実習Ⅱ 1後 1 1

身体活動・スポーツ論 2前 1 1

情報･ＡＩリテラシー
(情報基礎)

1前 2 1

ＡＩとデータサイエンス
(情報応用)

2前後 1.3 2

47 兼担 准教授
須藤
スドウ

　康裕
ヤスヒロ

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

ＡＩとデータサイエンス
(情報応用)

2前後 0.2 2

神奈川工科大学
情報学部
准教授

（平成30.4）

48 兼担 准教授
三枝
サエグサ

　亮
リョウ

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

ＡＩとデータサイエンス
(情報応用)

2前後 0.2 2

神奈川工科大学
創造工学部

准教授
（平成30.4）

49 兼担 准教授
杉村　博
スギムラ　ヒロシ

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

ＡＩとデータサイエンス
(情報応用)

2前後 0.2 2

神奈川工科大学
創造工学部

准教授
（平成29.4）

50 兼担 准教授
栗田
クリタ

　泰生
ヤスオ

＜令和8年9月＞

博士
（人間・
環境学）

物理・化学ユニットプログ
ラム

3後 3 1

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン

ター　准教授
（平成25.4）

理工学入門 1前 1 1

微分積分学Ⅰ-ｃ 1後 3 1

線形代数学Ⅰ-ａ 2前 2 1

理工学入門 1前 1 1

身の回りの数学 1～3 1 2

53 兼担 講師
門田
カドタ

(鳥畑
トリハタ

)　英子
エイコ

＜令和6年4月＞

博士
（理学）

理工学入門 1前 1 1

神奈川工科大学
教育開発センター

講師
（平成31.4）

理工学入門 1前 1 1

基礎力学Ⅰ-ａ 2前 2 1

基礎力学Ⅱ-ａ 2後 2 1

現代社会講座 1後 0.4 1

社会学 3前後･4前 4 2

神奈川工科大学
教育開発センター

講師
（令和1.9）

55 兼担 講師
小田切　祐詞
オダギリ　ユウジ

＜令和6年9月＞

修士

54 兼担 講師
格和　純
カクワ　ジュン

＜令和6年4月＞

博士
（理学）

神奈川工科大学
教育開発センター

講師
（令和4.4）

52 兼担 講師
沼田　崇宏
ヌマタ　タカヒロ

＜令和6年4月＞

博士
（理学）

神奈川工科大学
教育開発センター

講師
（令和2.4）

神奈川工科大学
情報教育研究セン

ター　准教授
（令和4.4）

51 兼担 講師
谷戸　光昭
ヤト　ミツアキ

＜令和6年4月＞

博士
（理学）

46 兼担 准教授
前田
マエダ

　篤彦
アツヒコ

＜令和6年4月＞

博士
（知識科学）

神奈川工科大学
教育開発センター

講師
（令和1.9）

45 兼担 准教授
高嶋
タカシマ

　渉
ワタル

＜令和6年4月＞

博士
（教育学）

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン

ター　准教授
（令和2.4）

44 兼担 准教授
岩本
イワモト

　弘道
ヒロミチ

＜令和6年4月＞

文学修士

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン

ター　准教授
（平成3.4）
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英語Ⅰ 1前 1 1

英語Ⅲ 1前後･2前 2 2

英語Ⅱ 1前後 2 2

英語Ⅲ 1前後･2前 2 2

英語Ⅳ 1後･2前後 2 2

英語Ⅴ 2前後 2 2

英語Ⅱ 1前後 2 2

英語Ⅲ 1前後･2前 2 2

英語Ⅳ 1後･2前後 2 2

TOEIC Ⅰ 2後･3前後 2 2

英語Ⅱ 1前後 2 2

英語Ⅳ 1後･2前後 2 2

英語Ⅴ 2前後 2 2

英語Ⅲ 1前後･2前 2 2

英語Ⅳ 1後･2前後 2 2

英語Ⅴ 2前後 2 2

英語Ⅲ 1前後･2前 2 2

英語Ⅴ 2前後 2 2

科学技術英語Ⅰ 3前 1 1

科学技術英語Ⅱ 3後 1 1

TOEIC Ⅱ 3前後 2 2

英語Ⅲ 1前後･2前 2 2

英語Ⅳ 1後･2前後 2 2

TOEIC Ⅰ 2後･3前後 2 2

TOEIC Ⅱ 3前後 2 2

基礎電磁気学Ⅰ-ａ 3前 2 1

基礎電磁気学Ⅱ-ａ 3後 2 1

64 兼担 講師
押鐘　由理子
オシカネ　ユリコ

＜令和8年9月＞

修士
物理・化学ユニットプログ
ラム

3後 3 1

神奈川工科大学
教育開発センター

講師
（令和5.4）

神奈川工科大学
教育開発センター

講師
（令和5.9）

63 兼担 講師
南葉　利通
ナンバ　トシミチ

＜令和8年4月＞

博士
（理学）

62 兼担 講師
宮城　学
ミヤギ　マナブ

＜令和6年4月＞

修士
（ドイツ
文学）

神奈川工科大学
教育開発センター

講師
（令和1.9）

61 兼担 講師
河野
コウノ

(小林
コバヤシ

)　智子
トモコ

＜令和6年4月＞

修士
（人分
科学）

神奈川工科大学
教育開発センター

講師
（令和2.4）

神奈川工科大学
教育開発センター

講師
（令和5.4）

60 兼担 講師
天谷　晴香
アマタニ　ハルカ

＜令和6年4月＞

修士

59 兼担 講師
山本　桂
ヤマモト　カツラ

＜令和6年4月＞

博士
（学術）

神奈川工科大学
教育開発センター

講師
（令和5.4）

58 兼担 講師
大平　道広
オオヒラ　ミチヒロ

＜令和6年4月＞

修士
（法学）

神奈川工科大学
教育開発センター

講師
（令和2.4）

57 兼担 講師
浅川　友幸
アサガワ　トモユキ

＜令和6年4月＞

修士
（文学）

神奈川工科大学
教育開発センター

講師
（令和1.9）

56 兼担 講師
町田　直子
マチダ　ナオコ

＜令和6年4月＞

修士
（文学）

神奈川工科大学
教育開発センター

講師
（令和2.4）
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65 兼担 講師
石川　敢也
イシカワ　カンヤ

＜令和8年9月＞

経営情報修士
（専門職）

中級IT国家資格取得支援講
義

3後 2 1

神奈川工科大学
教育開発センター

講師
（平成31.4）

スタディスキル 1前 2 1

プレゼンテーション技術 2前後 4 2

スタディスキル 1前 2 1

日本語表現技術 1後･2前 4 2

プレゼンテーション技術 2前後 4 2

68 兼任 講師
中山　裕之
ナカヤマ　ヒロユキ

＜令和8年4月＞

無し 技術者倫理 3前後 4 2

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成22.4）

生命倫理 3前後 4 2

社会の科学 2前後･3前 4 2

現代社会講座 1後 0.3 1

環境論 2前後･3前 4 2

心理学 3前後･4前 4 2

現代社会講座 1後 0.3 1

政治学 3前後･4前 4 2

現代社会講座 1後 0.3 1

日本国憲法 2前後･3前 4 2

法学 2前後･3前 4 2

現代社会講座 1後 0.3 1

経済の科学 2前後･3前 4 2

経済学 3前後･4前 4 2

現代社会講座 1後 0.3 1

文化の科学 2前後･3前 4 2

文学 3前後･4前 4 2

現代社会講座 1後 0.3 1

哲学 3前後･4前 4 2

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（令和5.4）

75 兼任 講師
比嘉　徹徳
ヒガ　テツノリ

＜令和6年9月＞

博士
(学術)

74 兼任 講師
泉　渓春
イズミ　ケイシュン

＜令和6年9月＞

修士
（文学）

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成25.4）

73 兼任 講師
室井　遥
ムロイ　ハルカ

＜令和6年9月＞

修士

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成30.4）

72 兼任 講師
渡辺　演久
ワタナベ　ノブヒサ

＜令和6年9月＞

修士

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成24.4）

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成19.4）

71 兼任 講師
山田　博雄
ヤマダ　ヒロオ

＜令和6年9月＞

博士
(政治学)

70 兼任 講師
三橋　大輔
ミツハシ　ダイスケ

＜令和6年9月＞

修士
（人間科学）

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成9.4）

69 兼任 講師
楠　秀樹
クスノキ　ヒデキ

＜令和7年4月＞

博士
（社会学）

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（令和1.9）

67 兼任 講師
松下　優一
マツシタ　ユウイチ

＜令和6年4月＞

博士
(社会学）

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成26.4）

66 兼任 講師
牛膓　政孝
ゴチョウ　マサタカ

＜令和6年4月＞

修士
中京大学企業研究所

特任研究員
(令和2.4)
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経済の科学 2前後･3前 4 2

経済学 3前後･4前 4 2

77 兼任 講師
荒船　俊太郎
アラフネ　シュンタロウ

＜令和7年4月＞

博士
(文学)

歴史の科学 2前後･3前 4 2

日本大学 文理学部
人間科学研究所

研究員
(平成26.4）

78 兼任 講師
竹村　厚士
タケムラ　アツシ

＜令和7年4月＞

修士 歴史の科学 2前後･3前 4 2

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（令和4.4）

79 兼任 講師
趙　聖九
チョウ　ソンク

＜令和7年4月＞

博士 グローバル化の科学 2前後･3前 4 2
有限会社CS企画取締

役
(平成14.4）

80 兼任 講師
山崎　有望
ヤマサキ　ユミ

＜令和7年4月＞

修士 心の科学 2前後･3前 4 2

大妻女子大学　人間
関係学部　人間関係

学　助手
（令和5.4）

81 兼任 講師
鍋倉
ナベクラ

(川西
カワニシ

) 早百合
サユリ

＜令和7年4月＞

修士 心の科学 2前後･3前 4 2

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成22.4）

82 兼任 講師
多田　庶弘
タダ　チカヒロ

＜令和6年9月＞

博士
(法学)

日本国憲法 2前後･3前 4 2

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成22.4）

83 兼任 講師
兼頭　ゆみ子
カネトウ　ユミコ

＜令和7年4月＞

博士
(法学)

環境論 2前後･3前 4 2

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（令和2.9）

84 兼任 講師
於
オ

保
ホ

（矢野
ヤノ

）真理
マリ

＜令和8年4月＞

修士
人文社会科学アクティブ演
習

3前後 4 2

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成14.4）

人文社会科学アクティブ演
習

3前後 4 2

哲学 3前後･4前 4 2

86 兼任 講師
義澤　幸恵
ヨシザワ　ユキエ

＜令和8年4月＞

修士
人文社会科学アクティブ演
習

3前後 4 2

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成16.4）

87 兼任 講師
宇田川　豪大
ウダガワ　タケヒロ

＜令和6年4月＞

文学士 [教職] 教職概論 1前後 0.2 2
日本大学 第二中高
中学教諭(国語科)

（令和2.4)

88 兼任 講師
高橋　明史
タカハシ　ヒロシ

＜令和8年4月＞

修士 倫理学 3前後･4前 4 2

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成26.4）

89 兼任 講師
ハス　ゲレル
ハス　ゲレル

＜令和8年4月＞

博士
(教育学)

教育学 3前後･4前 4 2
東京都立大学 助教

(R2.4.1)

政治学 3前後･4前 4 2

日本語表現技術 1後･2前 4 2

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成25.4）

90 兼任 講師
山田　陽
ヤマダ　ヨウ

＜令和6年9月＞

修士

85 兼任 講師
中畑　邦夫
ナカハタ　クニオ

＜令和8年4月＞

博士
(哲学)

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成17.4）

76 兼任 講師
山本　崇広
ヤマモト　タカヒロ

＜令和7年4月＞

博士
(学術)

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成24.4）

教員名簿－12
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91 兼任 講師
高
コウ

坂　啓介
サカ　ケイスケ

＜令和8年4月＞

修士 経営学 3前後･4前 4 2
早稲田大学　助手

(平成31.4）

92 兼任 講師
金森
カナモリ

　純
ジュン

＜令和6年4月＞

修士 健康・スポーツ科学実習Ⅰ 1前 1 1

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成23.4）

93 兼任 講師
坂部
サカベ

　崇
タカマサ

政

＜令和6年4月＞

博士
(体育科学)

健康・スポーツ科学実習Ⅰ 1前 1 1

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成29.4）

健康・スポーツ科学実習Ⅱ 1後 1 1

生涯スポーツ実習 2後 1 1

英会話Ⅰ 1前後 2 2

英会話Ⅱ 1後 1 1

英会話Ⅰ 1前後 2 2

英会話Ⅱ 1後 1 1

英会話Ⅰ 1前後 2 2

英会話Ⅱ 1後 1 1

日本語表現技術 1後･2前 4 2

プレゼンテーション技術 2前後 4 2

99 兼任 講師
池川　隆司
イケガワ　タカシ

＜令和8年4月＞

博士
(理学)

技術文章の書き方 3前後 4 2
株式会社アルテ

技術顧問
(平成26.9)

100 兼任 講師
松本　響
マツモト　ヒビキ

＜令和6年9月＞

修士
(理学)

微分積分学Ⅰ-ｃ 1後 3 1

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（令和4.4）

基礎化学Ⅰ-ｂ 1前 2 1

基礎化学Ⅱ-ｂ 1後 2 1

地学概論Ⅰ 2前 2 1
武蔵野大学 教育学部
教育学科 特任教授

地学概論Ⅱ 2後 2 1 (平成14.4）

103 兼任 講師
鈴木　裕武
スズキ　ヒロム

＜令和8年9月＞

博士
(理学)

物理・化学ユニットプログ
ラム

3後 3 1

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成2.4）

101 兼任 講師
鵜川　彰人
ウガワ　アキト

＜令和6年4月＞

博士

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（令和3.4）

102 兼任 講師
高橋　典嗣
タカハシ　ノリツグ

＜令和7年4月＞

修士

株式会社エデュコ
語学講師

（令和4.4）

98 兼任 講師
福山　啓介
フクヤマ　ケイスケ

＜令和6年9月＞

博士
(社会学)

97 兼任 講師
ITO Cecilia
イトウ　セシリア

＜令和6年4月＞

Bachelor's
Degree in
Account-

ancy

(ﾌｨﾘﾋﾟﾝ)

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成25.4）

96 兼任 講師
RYMAR Gary
ライマー　ゲーリー

＜令和6年4月＞

Ph.D. in

Engineer-ing

(米国)

株式会社エデュコ
語学講師

（令和4.4）

95 兼任 講師
CARROLL Eric
キャロル　エリック

＜令和6年4月＞

Bachelor of
Arts-

Political

Science

(米国)

株式会社エデュコ
語学講師

（令和4.4）

94 兼任 講師
戸松
トマツ

　陽平
ヨウヘイ

＜令和6年9月＞

修士
（体育科学）

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（令和4.4）
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104 兼任 講師
池田　久美
イケダ　クミ

＜令和8年9月＞

修士
物理・化学ユニットプログ
ラム

3後 3 1

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（令和5.4）

105 兼任 講師
渡辺　宣朗
ワタナベ　ノブアキ

＜令和8年9月＞

博士
（工学）

物理・化学ユニットプログ
ラム

3後 3 1
東京大学生産技術研

究所特任研究員
（令和5.9）

106 兼任 講師
五十嵐　正敏
イガラシ　マサトシ

＜令和8年9月＞

博士
(化学)

物理・化学ユニットプログ
ラム

3後 3 1

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成19.4）

107 兼任 講師
大益　史弘
オオマス　フミヒロ

＜令和8年9月＞

博士
(理学)

物理・化学ユニットプログ
ラム

3後 3 1

山形県立米沢栄養大
学　健康栄養学部

教授
(平成27.4）

生化学Ⅱ 2後・3前 2 2

細胞生物学 2前 2 1

免疫化学 3前 2 1

非金属元素の化学 2前 2 1

金属元素の化学 2後 2 1

110 兼任 講師
室伏　克己
ムロフシ　カツミ

＜令和7年9月＞

修士 化学反応の応用技術 2後 2 1

昭和電工株式会社 機
能性化学品事業部 ｱ

ﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
(令和3.4)

111 兼任 講師
白石　浩
シライシ　ヒロシ

＜令和8年9月＞

修士 化学プラント工学 3後 2 1

神奈川工科大学
応用化学科 非常勤講

師
（平成22.4）

112 兼任 講師
三輪　哲也
ミワ　テツヤ

＜令和8年9月＞

工学博士 海洋生物学 3後 2 1

国立研究開発機法人
海洋研究開発機構

研究プラットフォー
ム運用開発部門　調

査役
(令和4.9)

113 兼任 講師
細木　拓也
ホソキ　タクヤ

＜令和8年9月＞

博士
（理学）

進化生態学 3後 2 1

神奈川工科大学
応用バイオ科学科 非

常勤講師
（令和4.9）

114 兼任 講師
山下　雄史
ヤマシタ　タケフミ

＜令和8年4月＞

博士
(理学)

バイオインフォマティクス 3前 2 1
東京大学　特任准教

授
(令和2.4)

大気・水質環境 3前 2 1

環境化学計測 3後 2 1

116 兼任 講師
局　俊明
ツボネ　トシアキ

＜令和8年9月＞

博士
（工学）

環境保全学 3後 2 1

神奈川工科大学
応用バイオ科学科 非

常勤講師
（令和4.4）

117 兼任 講師
中村　和彦
ナカムラ　カズヒコ

＜令和8年4月＞

博士
（理学）

医薬品合成化学 3前 2 1

神奈川工科大学
応用化学科 非常勤講

師
（令和4.9）

神奈川工科大学
応用ﾊﾞｲｵ科学部

教授
（平成19.9）

神奈川工科大学
応用化学科 非常勤講

師
（令和4.4）

115 兼任 講師
山田　僚一
ヤマダ　リョウイチ

＜令和8年4月＞

博士
(工学)

神奈川工科大学
応用化学科 非常勤講

師
（平成17.4）

109 兼任 講師
北折　典之
キタオリ　ノリユキ

＜令和7年4月＞

博士
（工学）

108 兼任 講師
栗原
クリハラ

　誠
マコト

＜令和7年4月＞

博士
（農学）
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118 兼任 講師
市川　尊文
イチカワ　タカフミ

＜令和7年9月＞

博士
(医学)

基礎医学 2後 2 1

神奈川工科大学
応用バイオ科学科 非

常勤講師
(平成26.9）

119 兼任 講師
内藤　由紀子
ナイトウ　ユキコ

＜令和7年4月＞

博士
(獣医学)

公衆衛生学 2前 2 1

北里大学 医療衛生学
部 保健衛生学科 教

授
(令和3.4)

120 兼任 講師
片桐　裕史
カタギリ　ヒロシ

＜令和7年4月＞

修士 公衆衛生学 2前 2 1

神奈川工科大学
応用バイオ科学科 非

常勤講師
(令和3.4）

121 兼任 講師
横田
ヨコタ

　惠
エリコ

理子

＜令和8年4月＞

医学博士 薬理学 3前 2 1
慶應義塾大学 薬学部

准教授
(平成27.9）

122 兼任 講師
下島
シモジマ

(上田
ウエダ

) 優香子
ユカコ

＜令和7年9月＞

博士
(獣医学)

食品衛生学 2後 2 1

神奈川工科大学
応用バイオ科学科 非

常勤講師
(令和2.9）

123 兼任 講師
多田　耕太郎
タダ　コウタロウ

＜令和8年9月＞

博士
(農業化学)

食品加工学 3後 2 1
東京農業大学 農学部
ﾃﾞｻﾞｲﾝ農学科 教授

(令和3.4)

国際コミュニティバイオ英
語Ⅰ

2前 1 1

国際コミュニティバイオ英
語Ⅱ

3前 1 1

125 兼任 講師
緒形 博
オガタ　ヒロシ

＜令和8年4月＞

学士
(工学)

企業における課題と解決を
学ぶ

3前 0.3 1

株式会社
アイビーエス

代表
（令和4.1）

126 兼任 講師
長谷川 愛
ハセガワ　アイ

＜令和8年4月＞

博士
(学術)

企業における課題と解決を
学ぶ

3前 0.3 1
株式会社栄光
事業開発一部
（平成27.4）

127 兼任 講師
遠田　利明
エンダ　トシアキ

＜令和8年4月＞

修士
(工学)

企業における課題と解決を
学ぶ

3前 0.3 1
ＴＭＩ総合法律

事務所
（平成28.4）

124 兼任 講師
荒井　ゆき江
アライ　ユキエ

＜令和7年4月＞

BS in
Environmenta
l Science

神奈川工科大学
基礎・教養教育セン
ター　非常勤講師

（平成24.4）
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 1 人 7 人 2 人 1 人 人 11  人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 4 人 3 人 人 人 人 7 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 2 人 人 1 人 人 人 3 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 7 人 10 人 3 人 1 人 人 21 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

准 教 授

別記様式第３号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

講 師

助 教

合 計

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

専任教員の年齢構成・学位保有状況



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

齋藤
サイトウ

　貴
タカシ

<　令和6年4月　>

別記様式第３号（その３）別添資料

年齢

（工学部応用化学生物学科）

調書
番号

専任等
区分

採　　用　根　拠　等職位

神奈川工科大学特任教員規程第7条・第12条
理事会（令和5年4月25日付書面決裁）にて承認

　　開設時には定年年齢に達していないため、特任教員としての採用は令和８年４月１日となる。

8 専 教授 68

専任教員の年齢構成・学位保有状況（別添資料）
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